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例 言

１．本書は、北海道胆振総合振興局 室蘭建設管理部が行う厚幌ダム建設事業に伴い、公益財団法人

北海道埋蔵文化財センターが平成２５（２０１３）年度に実施した、厚真町 イクバンドユクチセ３遺

跡の埋蔵文化財発掘調査報告書（『厚真町 イクバンドユクチセ３遺跡』北埋調報３２５）である。

２．本書の執筆は、愛場和人・末光正卓・広田良成・奥山さとみが分担し、文責は各項目の末尾に括

弧で示した。編集は末光・奥山が行った。

３．写真撮影は、現場写真は各担当者が行い、報告書掲載遺物の撮影は第１調査部第１調査課 吉田裕

吏洋が行った。

４．調査・報告にあたり、下記の諸機関及び各氏から御指導・御協力をいただいた（順不同・敬称略）。

北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課 厚真町教育委員会

千歳市教育委員会埋蔵文化財センター 恵庭市郷土資料館 苫小牧市美術博物館

株式会社シン技術コンサル

厚真町教育委員会

乾 哲也・奈良智法・宮塚義人・宮崎美奈子・服部一雄・松井 昭・山戸大知・岩橋由久

株式会社シン技術コンサル

清水昌樹・長谷川徹・工藤 肇・惣田 稔

東海大学

内山幸子



記号等の説明

１．確認した遺構は下記の略号を用い、連番を付し本文及び図表中に用いた。

地区名

Ａ：Ａ地区の遺構 Ｂ：Ｂ地区の遺構

層位（柱穴・杭穴、Ｔピットを除く）

Ｕ：Ⅲ層（上位の黒色土層）の遺構（Ａ地区のみ）

Ｌ：Ⅴ・Ⅵ層（下位の黒色土層）の遺構

種別

ＰＳ：建物跡 Ｈ：竪穴住居跡 Ｐ：土坑 ＳＰ：柱穴・杭穴 ＴＰ：Ｔピット

Ｆ：焼土 ＦＲＳ：石組炉 ＦＣ：フレイク集中 Ｓ：礫集中

なお、付属遺構は小文字で表記した。

２．遺構図面等の縮尺

建物跡：４０分の１（大型のものは５０分の１） 竪穴住居跡：４０分の１

土坑 柱穴・杭穴：４０分の１ Ｔピット：４０分の１ 焼土：４０分の１

石組炉：２０分の１ フレイク集中：４０分の１ 礫集中：４０分の１

遺物出土状況：２０分の１ 地形測量図・遺構位置図：任意

各図に、スケールと方位記号（座標北）を付した。遺構平面図の「＋（十字）と記号」はグリッ

ド名で、遺構平面図等の「・（ドット）と数値」は、その地点の標高（ｍ）を表す。

３．遺物図の縮尺は次のとおりでスケールを付した。

復原土器：４分の１ 拓本土器：３分の１

剥片石器：２分の１ 礫 石 器：３分の１（大型のものは４分の１）

石 製 品：２分の１（大型のものは３分の１） 鉄 製 品：２分の１

４．本文及び図表中で遺構の規模は次の要領で示した。また、一部破壊されているもの等は現存する

計測値を（丸括弧）で示した。

掘り込みのある遺構 ：

確認面の長径×短径 ／ 床面・坑底面の長径×短径 ／ 確認面からの最大深（ｍ）

平面的な遺構 ： 範囲の長径×短径 ／ 確認面からの最大深（ｍ）

柱穴・杭穴 ： 確認面の長径×底面の長径 ／ 確認面からの最大深（ｍ）
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ＡＳＰ－８土層断面（南西から）

図版７ ＡＵＳ－９確認状況（北から）

ＡＵＦ－１０土層断面（南東から）

ＡＳＰ－１７土層断面（南西から）

ＡＳＰ－１３土層断面（南西から）

ＡＳＰ－１３完掘状況（南西から）

図版８ ＡＵＰＳ－６（北東から）

ＡＳＰ－２土層断面（東から）

ＡＳＰ－３土層断面（南から）

ＡＳＰ－４土層断面（西から）

ＡＳＰ－５土層断面（西から）

図版９ ＡＵＰＳ－７（北西から）

ＡＵＳ－１７確認状況（南東から）

ＡＳＰ－２１土層断面（南西から）

ＡＳＰ－２０完掘状況（西から）

ＡＳＰ－２１完掘状況（南西から）

図版１０ ＡＵＳ－８確認状況（南東から）

ＡＵＦ－７土層断面（南西から）

ＡＵＦ－９・１１ ＡＵＳ－６（北西から）

ＡＵＳ－６Ａ確認状況（北から）

ＡＵＳ－６Ｂ確認状況（北東から）

図版１１ ＡＵＦ－１２ ＡＵＳ－１４（東から）

ＡＵＳ－１４確認状況（南東から）

ＡＵＦ－１３ ＡＵＳ－１５（北から）

ＡＵＦ－５確認状況（北西から）

ＡＵＦ－８土層断面（東から）

ＡＵＳ－１確認状況（西から）

ＡＵＳ－４確認状況（北から）

ＡＵＳ－５確認状況（東から）

図版１２ ＡＵＳ－７確認状況（南東から）

ＡＵＳ－１０確認状況（西から）

ＡＵＳ－１１確認状況（北から）

ＡＵＳ－１２確認状況（北東から）

ＡＵＳ－１３確認状況（西から）

ＡＵＳ－１６Ａ確認状況（北西から）

ＡＵＳ－１８確認状況（北西から）

ＡＳＰ－２７土層断面（西から）

図版１３ ＡＳＰ－１２土層断面（南から）

ＡＳＰ－１２完掘状況（南から）

ＡＵＰ－１土層断面（南から）

ＡＵＰ－１炭化物確認状況（北西から）

Ｇ－２０区 Ⅶ群土器出土状況（東から）

Ｚ－２０区 鉄鍋出土状況（南東から）

Ｘ－１５区 棒状品出土状況（北西から）

Ｘ－２１区 鍬先出土状況（南から）

図版１４ ＡＬＰ－１土層断面（南東から）

ＡＬＰ－１完掘状況（南西から）

ＡＴＰ－１土層断面（南東から）

ＡＴＰ－２土層断面（北から）

ＡＴＰ－３土層断面（南から）



ＡＴＰ－４土層断面（南東から）

ＡＴＰ－５土層断面（北から）

ＡＴＰ－６土層断面（南東から）

図版１５ ＡＴＰ－７土層断面（南東から）

ＡＴＰ－８土層断面（南東から）

ＡＴＰ－１１土層断面（南東から）

ＡＴＰ－１６土層断面（南から）

ＡＴＰ－１８土層断面（南から）

ＡＴＰ－１９土層断面（南東から）

ＡＴＰ－２２土層断面（南東から）

ＡＴＰ－２５土層断面（南東から）

図版１６ ＡＴＰ－２６土層断面（南東から）

ＡＴＰ－２７土層断面（南から）

ＡＴＰ－２９土層断面（西から）

ＡＴＰ－３０土層断面（北西から）

ＡＴＰ－３１土層断面（東から）

ＡＴＰ－７ ｓｐ－１・２（北西から）

ＡＴＰ－２９ ｓｐ（南西から）

図版１７ ＡＴＰ－９土層断面（南西から）

ＡＴＰ－１０土層断面（南西から）

ＡＴＰ－１２土層断面（西から）

ＡＴＰ－１３土層断面（南西から）

ＡＴＰ－１４土層断面（西から）

ＡＴＰ－１５土層断面（南西から）

ＡＴＰ－１７土層断面（西から）

ＡＴＰ－２０土層断面（東から）

ＡＴＰ－２１土層断面（南から）

図版１８ ＡＴＰ－２３土層断面（南から）

ＡＴＰ－２４土層断面（南東から）

ＡＴＰ－２８土層断面（西から）

ＡＴＰ－１完掘状況（北東から）

ＡＴＰ－２完掘状況（北東から）

ＡＴＰ－３完掘状況（東から）

ＡＴＰ－４完掘状況（北西から）

図版１９ ＡＴＰ－５完掘状況（北から）

ＡＴＰ－６完掘状況（南東から）

ＡＴＰ－７完掘状況（南東から）

ＡＴＰ－８完掘状況（北西から）

ＡＴＰ－１６完掘状況（南西から）

ＡＴＰ－１８完掘状況（南から）

図版２０ ＡＴＰ－９完掘状況（北東から）

ＡＴＰ－１０完掘状況（北東から）

ＡＴＰ－１１完掘状況（南東から）

ＡＴＰ－１２完掘状況（西から）

ＡＴＰ－１３完掘状況（北東から）

ＡＴＰ－１４完掘状況（東から）

ＡＴＰ－１５完掘状況（南西から）

ＡＴＰ－１７完掘状況（東から）

ＡＴＰ－２０完掘状況（東から）

図版２１ ＡＴＰ－２１完掘状況（南から）

ＡＴＰ－２２完掘状況（北西から）

ＡＴＰ－２３完掘状況（北から）

ＡＴＰ－２４完掘状況（南東から）

ＡＴＰ－２５完掘状況（南東から）

ＡＴＰ－２８完掘状況（西から）

ＡＴＰ－１９完掘状況（南東から）

ＡＴＰ－２６完掘状況（南東から）

図版２２ ＡＴＰ－２７完掘状況（北東から）

ＡＴＰ－２９完掘状況（南東から）

ＡＴＰ－３０完掘状況（南東から）

ＡＴＰ－３１完掘状況（北西から）

ＡＬＦＲＳ－１確認状況（北から）

ＡＬＦＲＳ－１土層断面（南から）

図版２３ ＢＬＨ－１南北方向土層断面（東から）

ＢＬＨ－１東西方向土層断面（南から）

ＢＬＨ－１遺物出土状況（南東から）

図版２４ ＢＬＨ－１ｐｈ確認状況（南から）

ＢＬＨ－１ ｈｐ－１土層断面（東から）

ＢＬＨ－１ ｐｈ－７土層断面（南西から）

ＢＬＨ－１ ｈｐ－２土層断面（東から）

ＢＬＨ－１ ｐｈ－１２・１３・１４土層断面（南東から）

図版２５ ＢＬＨ－２北東～南西方向土層断面（西から）

ＢＬＨ－２北西～南東方向土層断面（南から）

ＢＬＨ－２完掘状況（北西から）

図版２６ ＢＬＨ－２・ＢＬＰ－３土層断面（南西から）

ＢＬＨ－２ ｐｈ－２土層断面（南から）

ＢＬＨ－２・ＢＬＰ－３遺物出土状況（東から）

ＢＬＨ－３南北方向土層断面（東から）

ＢＬＨ－３東西方向土層断面（南東から）

図版２７ ＢＬＨ－３遺物出土状況（南から）

ＢＬＨ－３確認状況（南から）

ＢＬＨ－３ ｈｆ－１土層断面（北から）

ＢＬＨ－３ ｈｐ－１土層断面（東から）

ＢＬＨ－４土器出土状況（北東から）

図版２８ ＢＬＨ－４南北方向土層断面（南東から）

ＢＬＨ－４東西方向土層断面（南西から）

ＢＬＨ－４遺物出土状況（東から）

図版２９ ＢＬＰ－１土層断面（南から）

ＢＬＰ－１完掘状況（南西から）

ＢＬＰ－２土層断面（南から）

ＢＬＰ－２完掘状況（南東から）

ＢＴＰ－１土層断面（南から）

ＢＴＰ－３土層断面（南から）

ＢＴＰ－５土層断面（南から）

図版３０ ＢＴＰ－８土層断面（南西から）

ＢＴＰ－３完掘状況（北から）

ＢＴＰ－１３土層断面（南から）

ＢＴＰ－５完掘状況（南から）

ＢＴＰ－２完掘状況（南西から）

ＢＴＰ－６完掘状況（南西から）

ＢＴＰ－７完掘状況（南から）

図版３１ ＢＴＰ－２土層断面（南から）

ＢＴＰ－４土層断面（南東から）

ＢＴＰ－６土層断面（南東から）



ＢＴＰ－７土層断面（南西から）

ＢＴＰ－９土層断面（南から）

ＢＴＰ－１０土層断面（南東から）

ＢＴＰ－１１土層断面（南東から）

ＢＴＰ－１２土層断面（南東から）

ＢＴＰ－１完掘状況（南西から）

図版３２ ＢＴＰ－４完掘状況（北西から）

ＢＴＰ－９完掘状況（南から）

ＢＴＰ－１０完掘状況（南東から）

ＢＴＰ－１１完掘状況（南東から）

ＢＴＰ－１２完掘状況（南東から）

ＢＴＰ－５ ｓｐ－１・２（南西から）

ＢＴＰ－８完掘状況（南西から）

ＢＴＰ－１３完掘状況（南から）

図版３３ ＢＬＦＲＳ－１確認状況（北から）

ＢＬＦＲＳ－１土層断面（東から）

針・棒状品 Ｘ線透過写真

鉄鍋 Ｘ線透過写真

鍬先 Ｘ線透過写真

図版３４ 復原土器（１）

図版３５ 復原土器（２）

図版３６ 復原土器（３）

図版３７ 破片土器（１）

図版３８ 破片土器（２）

図版３９ 破片土器（３）

図版４０ 破片土器（４）

図版４１ 破片土器（５）・鉄製品

図版４２ 剥片石器（１）・石製品（１）

図版４３ 剥片石器（２）・石製品（２）

図版４４ 剥片石器（３）

図版４５ 剥片石器（４）・石製品（３）・礫石器（１）

図版４６ 礫石器（２）

図版４７ 礫石器（３）

図版４８ 礫石器（４）

図版４９ 礫石器（５）

図版５０ 礫石器（６）

図版５１ 礫石器（７）

図版５２ 礫石器（８）

図版５３ 礫石器（９）

図版５４ 礫石器（１０）・石製品（４）



Ⅰ章 緒 言

１

Ⅰ章 緒 言

１．調査要項
遺 跡 名：イクバンドユクチセ３遺跡（Ｊ－１３－１２０）

事 業 名：厚幌ダム建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道胆振総合振興局 室蘭建設管理部

所 在 地：勇払郡厚真町字幌内８１－３ほか

調査面積：９，３２１㎡

調査期間：平成２５年４月１日～平成２８年３月３１日（現地調査 平成２５年５月１３日～１０月３１日）

２．調査体制
平成２５年度

第１調査部長 千葉英一（常務理事兼務） 第２調査部長 三浦正人

第２調査部第３調査課長 村田 大（発掘担当者） 主 査 愛場和人

主 査 末光正卓（発掘担当者） 主 査 広田良成（発掘担当者）

嘱 託 渡井 瞳

第１調査部第１調査課

主 査 吉田裕吏洋

平成２６年度（整理作業）

第１調査部長 千葉英一（常務理事兼務） 第２調査部長 三浦正人

第２調査部第３調査課長 村田 大 主 査 愛場和人

主 査 末光正卓 主 査 広田良成

主 任 佐川俊一 嘱 託 奥山さとみ

平成２７年度（整理作業）

第１調査部長 長沼 孝（平成２７年６月より常務理事兼務） 第２調査部長 三浦正人

第２調査部第２調査課長 笠原 興 主 査 愛場和人

主 査 末光正卓 主 査 広田良成

嘱 託 奥山さとみ

３．調査の経緯
（１）厚幌ダム建設事業埋蔵文化財発掘調査（図１・２）

厚真川総合開発事業の一つである「厚幌ダム建設事業」は、治水（洪水調節）、流水の正常な機能の

維持（河川環境の保全）、水道及び灌漑用水の確保といった複数の機能を持つ多目的ダムを、勇払郡厚

真町を流れる二級河川厚真川の上流部に建設するもので、北海道胆振総合振興局 室蘭建設管理部 厚

幌ダム建設事務所により行われている。昭和５２（１９７７）年に予備調査、昭和６１（１９８６）年には調査が

着手され、平成７（１９９５）年に「厚真川総合開発事業 厚幌ダム建設工事に関する基本協定」が北海道



２

と厚真町の間で結ばれた。

建設工事の具体化に伴い、平成１２（２０００）年７月６日、北海道室蘭土木現業所（当時）厚幌ダム建

設事務所（以下、ダム事務所）から、北海道教育員会（以下、道教委）に埋蔵文化財保護のための事

前協議書が提出された。協議区域はダムの湛水地域（洪水時最高水位 標高８８．１ｍ以下）と現道の切り

替え部分等を合わせた範囲である。

平成１３（２００１）年６月に、道教委によりダム堤体の下流部で道道切り替え工事に伴う試掘調査が行

われ、厚幌１遺跡が発見された。同年１０月には所在調査の結果、協議区域すべてについて試掘調査が

必要と回答された。以後、道教委による所在確認調査、試掘調査が継続的に行われ、平成２６（２０１４）

１２月現在、発掘調査が必要な遺跡は２４か所を数え、面積（遺構確認調査範囲を含む）は約２０万㎡であ

る。平成１３（２００１）年、道教委と厚真町教育員会（以下、町教委）の協議では、当初、発掘調査は町

教委で行うことが決められ、平成１４（２００２）年、町教委により厚幌１遺跡の発掘調査が開始された。

以後、平成２７（２０１５）年度まで町教委により発掘調査された遺跡（登載番号）は、厚幌１遺跡（２５）・

ヲチャラセナイチャシ跡（１００）・ヲチャラセナイ遺跡（１０１）・上幌内モイ遺跡（７９）・上幌内２遺跡

（９１）・ショロマ１遺跡（８１）・ショロマ２遺跡（９２）・ショロマ３遺跡（１２１）・一里沢遺跡（８０）・オニ

キシベ２遺跡（７７）・オニキシベ４遺跡（８９）・オニキシベ５遺跡（９０）・オニキシベ６遺跡（１１８）で

ある。平成２７（２０１５）年度１２月現在、これらのうち９遺跡、１３冊の調査報告書が刊行されている（厚

真町教育委員会２０１５他）。

ダム建設事業が進捗するに伴い、平成２４（２０１２）年度から当センターも発掘調査を担当しており、

上幌内３遺跡（１２３）・上幌内４遺跡（１２４）・上幌内５遺跡（１２５）・ショロマ４遺跡（１２２）・オニキシ

ベ１遺跡（１４）・オニキシベ３遺跡（７８）・イクバンドユクチセ２遺跡（１１９）・イクバンドユクチセ３

遺跡（１２０）を調査し、平成２６年度に、オニキシベ１遺跡（北埋調報３１８）・イクバンドユクチセ２遺

跡（北埋調報３１９）の報告書を刊行した。本書は厚幌ダム事業での当センター３冊目の調査報告書（北

埋調報３２５）である。

（２）イクバンドユクチセ３遺跡の調査

本遺跡は、平成２１（２００９）年５月の道教委による所在調査、同年７月の試掘調査の結果、発掘調査

が必要と判断され、翌平成２２（２０１０）年１月２９日に埋蔵文化財包蔵地として登載された、縄文時代・

続縄文時代の遺跡である（「埋蔵文化財包蔵地カード」道教委 平成２２年１月１５日作成）。

平成２１（２００９）年の試掘調査は、７月２３・２４日、２８～３１日、８月４～７日に本遺跡を含む同事業用

地内の六つの地点で行われ、イクバンドユクチセ３遺跡は中央を流れる沢の左岸（Ａ地区）３，８００㎡の

上下の黒色土層（Ⅲ・Ⅴ層）と、同右岸（Ｂ地区）の３，２００㎡の下位の黒色土層（Ⅴ層）の合計７，０００

㎡について、発掘調査が必要と判断された。平成２４（２０１２）年度に、ダム事務所は用地内の航空レー

ザー測量を実施し詳細な等高線図（「厚幌ダム建設工事」１：５，０００日本測地系）を作成し、ダムの湛

水範囲がより詳細に示された。これを基に道教委は、完成ダムの常時満水位の標高８５．４ｍよりも低い

部分について発掘調査が必要と判断し、イクバンドユクチセ３遺跡の発掘調査面積は、Ａ地区５，５００㎡、

Ｂ地区３，７００㎡の合計９，２００㎡が定まった。平成２５（２０１３）年度、当センターの発掘調査で北側に遺構・

遺物が広がったことや、図上の調査区と現地形との相違を調整・整合し、Ａ地区は５，４８６㎡、Ｂ地区は

３，８３５㎡、合計９，３２１㎡と調査面積を変更した。

本遺跡の発掘調査は、当初、ダム事務所の計画では平成２５（２０１３）年度であった。しかし、工事工

程の都合から、平成２７（２０１５）年度からの二か年の発掘調査の計画となり、さらに変更され、厚真川
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上流部の河川切り替え工事のため、近くのイクバンドユクチセ２遺跡（北埋調報３１９）とともに、平

成２５（２０１３）年度中に調査を完了させることなった。この工事完了後、道道は厚真川の左岸、イクバ

ンドユクチセ２・３遺跡はとも右岸に位置するため、遺跡へ到達できなくなるためである。

この河川切り替え工事の詳細を述べる。現在の厚真川沿いを走る道道２３５号上幌内早来停車場線は、

厚幌ダム完成前に、南東側の山間部を通る新しい路線に切り替えられる。この新道路の「１号橋」は

厚真川左岸の支流である無名の沢に架かるが、この橋梁の上流側の道路の建設予定位置付近は、厚真

川が屈曲する水衝部である。これを解消すべく山間部に新路線を建設する前に、厚真川の流れを切り

替える必要があった。「祭橋」から「田舎橋」の下流部へ約２５０ｍの地点付近までの区間の流れを直線

化し、この新流路の一部、すなわち祭橋からイクバンドユクチセ２遺跡をとおり田舎橋付近までは、

現道道と同じ位置に設計され、この部分の新道路はさらに南東側に付け替える計画であった。また、

イクバンドユクチセ沢との合流点付近も河川改修工事が予定され、工事は平成２５（２０１３）年９月着手

の予定であった。

イクバンドユクチセ３遺跡はイクバンドユクチセ沢をはさんだ対岸に位置し、当時は現地に至る道

路や橋もなかった。平成２４（２０１２）年度５月～１１月、当センターはオニキシベ１遺跡（北埋調報３１８）

の発掘調査と併行して、次年度以降予定であったオニキシベ３遺跡、イクバンドユクチセ２・３遺跡

の発掘調査の計画と準備も進めていた。イクバンドユクチセ３遺跡は、発掘調査を行うために必要な

工事、すなわち、遺跡へ至る仮設道路の建設、イクバンドユクチセ沢を渡る仮設橋の設置等について

現地で検討していた。ダム事務所からは、同年８月に、イクバンド３遺跡へ至るための仮設道路計画

が、１１月には、厚真川の切り替え工事設計図が、ダム事務所から当センターに示され、これを受け、

現道道から厚真川の対岸に立地するイクバンドユクチセ２・３遺跡の発掘調査を、平成２５（２０１３）年

度に着手することとなった（北埋調報３１９）。しかし、調査に必要な仮設道路と仮設橋の建設工事は、

冬期間であるため等の理由で実施を先送りにした。平成２５（２０１３）年度５月当初、当センターはオニ

キシベ１遺跡の調査を行いながら、イクバンドユクチセ３遺跡の準備工を進めた。現道道から遺跡に

到達するための仮設道路・橋（図７）の完成後、調査範囲を現地に設定し、伐採・抜根と表土除去を

行い、調査杭を打設し、６月中旬から人力による発掘調査を開始した。８月からはイクバンドユクチ

セ２遺跡の調査も着手し、両遺跡ともに１０月３１日で調査を完了し、イクバンドユクチセ沢の仮橋も撤

去した。

厚真川の切り替え工事は９月２４日に着工された。工事は上下流部の両側から行われ、遺跡に到達す

る道路部分の工事は調査完了後の１０月末に行われ、発掘調査に影響はなかった。現在、イクバンドユ

クチセ２・３遺跡は、新流路の厚真川をはさみ現道道と対岸に位置するため、現地へ行くことはでき

ない。

報告書作成のための整理作業は、平成２５（２０１３）年１１月から開始し、平成２７（２０１５）年度に本報告

書（北埋調報３２５）を刊行する。

４．調査成果の概要（図３ 表１・２）

Ⅲ層（Ａ地区）

アイヌ文化期～擦文文化期が主で、遺構は土坑１基、柱穴・杭穴４２か所、焼土１３か所、礫集中１８か

所を調査した。現場では、これらの柱穴・杭穴、焼土、礫集中をそれぞれ単独の記号を付して調査し、

これらの位置関係から建物跡７軒を想定した。焼土と礫集中をもつ建物跡は３軒、焼土のみが２軒、

礫集中のみが１軒、これらがないもの１軒である。土坑は炭化物が多数みられた。柱穴・杭穴は円形
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図２ 遺跡位置図（２）
北海道胆振総合振興局ホームページ「厚幌ダム位置図」に加筆作成
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で先端部が尖るものが多い。焼土の多くは褐色を呈し、灰集中を伴うものが２か所、鉄器が出土した

もの１か所である。礫集中は、長軸長が５～８㎝程度の楕円形の礫が多く、散在する分布範囲の中で

さらに小さな範囲に集中する例が多い。

遺物は、土器６８点、石器等４，４７０点、鉄器４個体が出土した。土器は貼付囲繞帯をもつ擦文文化期後

期のもので、石器等はＵ・Ｒレキやレキが多い。鉄器は鉄鍋、鍬先、針、棒状品である。

Ⅴ層（Ａ・Ｂ地区）

縄文時代中期・後期が主で、遺構は、Ａ地区で土坑１基、Ｔピット３１基、石組炉１か所、焼土５か

所を、Ｂ地区では竪穴住居跡４軒、土坑３基、Ｔピット１３か所、石組炉１か所、焼土３か所、フレイ

ク集中４か所、大規模な礫集中１か所を調査した。竪穴住居跡は四つが重複し掘り上げ土がみられた

ものや、口縁部が横環する土器一個体を伴うものがあり、土坑は浅いものが多い。Ｔピットは多数み

つかり、楕円形と溝状のものがあり、重複する例もみられた。石組炉は、厚真川の山間部で採取でき

る礫が使用されていた。焼土はすべて褐色を呈し、フレイク集中はＢ地区でのみみられた。注目すべ

きは、Ｂ地区の南側の先端部分で広範囲に礫石器やレキが大量に出土した「大規模な礫集中」がある。

両地区合わせた出土遺物は、土器１８，８５７点、石器等２４８，７７１点が出土した。土器は多くがⅣ群ａ類、

ついでⅢ群ｂ類である。石器等は、石鏃、石槍・ナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、

磨製石斧、たたき石、すり石、北海道式石冠、石錘、砥石、台石・石皿がある。Ｂ地区では黒曜石の

フレイクが多く、遺跡全体ではＵ・Ｒレキ（加工・使用痕のある礫）やレキ（自然礫）が最も多い。

これらの岩石は、遺跡周辺に多くみられる脆弱な堆積岩が多く、被熱しているものも多くみられた。

（末光正卓）
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地区 層位 種別 記号 数 名称

A地区 �層

建物跡 ＡＵＰＳ ７ ＡＵＰＳ－１～７

焼土 ＡＵＦ ６

礫集中 ＡＵＳ ４

柱穴・杭穴 ＡＳＰ ３０

単独：（丸括弧）は、総数

焼土 ＡＵＦ ７（１３） ＡＵＦ－１～１３

礫集中 ＡＵＳ １４（１８） ＡＵＳ－１～１８

柱穴・杭穴 ＡＳＰ １２（４２） ＡＳＰ－１～４２

土坑 ＡＵＰ １ ＡＵＰ－１

A地区 Ⅴ層

土坑 ＡＬＰ １ ＡＬＰ－１

Tピット ＡＴＰ ３１ ＡＴＰ－１～３１

焼土 ＡＬＦ ５ ＡＬＦ－１～５

石組炉 ＡＬＦＲＳ １ ＡＬＦＲＳ－１

B地区 Ⅴ層

竪穴住居跡 ＢＬＨ ４ ＢＬＨ－１～４

土坑 ＢＬＰ ３ ＢＬＰ－１～３

Tピット ＢＴＰ １３ ＢＴＰ－１～１３

焼土 ＢＬＦ ３ ＢＬＦ－１～３

石組炉 ＢＬＦＲＳ １ ＢＬＦＲＳ－１

フレイク集中 ＢＬＦＣ ４ ＢＬＦＣ－１

掘り上げ土 ＢＬＭ １ ＢＬＭ－１

大規模な礫集中 １ （Ｗ～ｃ－２７～３５区）

擦文文化期
アイヌ文化期
遺構 A地区のみ

建物跡 ＡＵＰＳ ７

土坑 ＡＵＰ １

柱穴・杭穴 ＡＵＳＰ １２（４２）

焼土 ＡＵＦ ７（１３）

礫集中 ＡＵＳ １４（１８）

縄文時代遺構
Ａ・Ｂ地区

竪穴住居跡 ＬＨ ４

土坑 ＬＰ ４

Tピット ＴＰ ４４

焼土 ＬＦ ８

石組炉 ＬＦＲＳ ２

フレイク集中 ＬＦＣ ４

掘り上げ土 ＬＭ １

大規模な礫集中 ― １

地区 層位 出土地点
／遺物種別 土器 石器等 石器等のうち

レキ現場観察 合計 鉄器 備考

A地区

�層
遺構 ４ １，８０７ ４５０ １，８１１ １

包含層 ６４ ２，６６３ ６９４ ２，７２７ ５

小計 ６８ ４，４７０ １，１４４ ４，５３８ ６

Ⅴ層
他

遺構 １１ ９３ ８４ １０４
―

包含層 ５，０３７ ９，５３７ ６，８１８ １４，５７４

小計 ５，０４８ ９，６３０ ６，９０２ １４，６７８

B地区 Ⅴ層
他

遺構 ３０７ ４７，７２３ ７５３ ４８，０３０ 大規模な礫集中出土
遺物は包含層の

遺物として取り上げて、
別途、集計

大規模な礫集中 １，８６５ ３６，４９４ ３０，２４７ ３８，３５９ ―

包含層 １３，４３４１８６，９４８ ３９，６８４２００，３８２

小計 １３，７４１２３４，６７１ ４０，４３７２４８，４１２

小計

地区
A地区 ５，１１６ １４，１００ ８，０４６ １９，２１６ ６

B地区 １３，７４１２３４，６７１ ４０，４３７２４８，４１２ ―

層位
�層 ６８ ４，４７０ １，１４４ ４，５３８ ６

Ⅴ層他 １８，７８９２４４，３０１ ４７，３３９２６３，０９０ ―

合計 １８，８５７２４８，７７１ ４８，４８３２６７，６２８ ６

表１ 遺構数一覧表

表２ 遺物点数一覧表
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右岸は、西側からペンケユクチセ沢等の複数の沢、北側からはショウシウシ川が佐富ノ沢と合流して

注ぎ、北東側からは本流の厚真川、左岸の南東側では無名の複数の沢が流れ込んでいる。現在、下流

に建設中の多目的ダム「厚幌ダム」の完成後も、厚真ダムはその機能が維持される。

厚真ダムから厚真市街地方面へは、厚真川沿いを走る「道道２３５号上幌内早来停車場線」がつなぎ、

ダム貯水池の北東方向へは「炭鉱厚真川林道」が、厚真川に沿って山間部に続いている。南東側の「メ

ルクンナイ（カルクンナイ）林道」は、むかわ町穂別方面への道で、現在「道道９３３号北進平取線」の

新路線が建設中で、数年のうちに開通の予定である。

ダム貯水池の上流部には、北海道指定の自然景観保護区「厚真町いこいの森地区 未来の森」と鳥獣

保護区があり、堤体の南西側には「ダム広場」・「厚真ダムキャンプ場」があった。ここは昭和４８（１９７３）

年から開催されている「田舎まつり」の会場で、かつてはバンガローや乗馬コース等も整備されてい

た。近年、祭りは厚真市街の表町公園で開かれており、現在キャンプ場は閉鎖、木造建物や炊事場、

ステージ等が残る。また、田舎まつりを記念して「盛時の里」（揮毫：北島三郎、平成８（１９９６）年９

月２７日建立）と刻まれた石碑もある。道路向かいには斜面中腹への小道があり、そこに「水天宮」を

奉った祠がある（厚真町１９８６・現地調べ）。

ダム広場とキャンプ場は、大正６（１９１７）年間に開校した「（旧）上幌内小学校」と、昭和２６（１９５１）

年に併設された「上幌内中学校」の跡地である。厚真ダム建設のため、昭和３５（１９６０）年頃、厚真町

教育委員会が発掘調査を担当している「ショロマ１遺跡」の場所に移転し、旧校舎は厚真ダムキャン

プ場の施設として利用された。

２．地名「幌内」・「上幌内」
イクバンドユクチセ３遺跡がある場所の現地名は、字「幌内」である。字幌内は厚真町内の北東部

分に広く、東はむかわ町、北は夕張市との行政境まで、西は、高丘地区、南西は富里地区、南は宇隆

地区と接する。幌内はアイヌ語の「ポロナイ」に由来し、江戸時代に松浦武四郎が記した『戊午 東部

安都麻志 全』（松浦・秋葉１９８５）に「ホロナイ 右の方の小川。此辺に来るや川岸崩平多し」とある。

この小川は現在の日高幌内川で、これが厚真川に注ぐ付近から下流部の地点は、シュルク沢川、オコッ

コ沢川等の大きな河川も合流し、周囲には低位の平坦地が広がり、現在も幌内神社・幌内小学校跡地・

集落がある。アイヌ語地名「ポロナイ」の直訳は「大きい沢（川）」で、厚真川に複数の大きな川が流

れ込む平坦で広い地点も意味している可能性も考えられる。

本遺跡がある厚真川上流地域のかつての字名は「上幌内（上ホロナイ）」で、昭和３２（１９５７）年、前

段で述べた広範囲の地域を統合し「幌内」となった。字上幌内は、大正１０（１９２１）年発行の五万分一

地形圖（図５）にみられる。厚眞川沿いに小道「小徑（道幅半間未満）」（破線表記）が続き、下流部

では川の左岸で、標高２１７．４ｍの山（四等三角点「上幌内」）の東側付近で右岸に渡る。そこから厚真

川の広い河川敷地である低地を通り、本遺跡が位置する中位の段丘には道はない。イクバンドユクチ

セ沢を渡り、現在の「祭橋」付近で再び左岸に出る。少し行くと道と厚眞川の間に学校（旧 上幌内小

学校）があり、さらに上るとまた厚眞川の右岸に渡る。この付近は、現在の厚真ダムの堤体ある部分

で、貯水池部分はかつて広い平坦地で、数軒の家がまばらに存在し、厚真川沿いに小道も続く。川を

渡る場所は５か所あり、さらに上流では両岸の平坦部がなくなり、集落はこの付近までである。この

平地には北から流れるショウシウシ川（ショシウシ澤）と、北東側からの厚眞川が合流する地点があ

り、厚真ダム建設では五戸が水没したとある（厚真町幌内自治会１９９７）。また、下流のオニキシベ（鬼

岸辺）川流域には、「幌内」の地名（右表記）があり、「上幌内」と「幌内」の地名の境は、厚真川と
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鬼岸辺川の合流点付近で、これより上流部が上幌内で、下流部と鬼岸辺川流域が幌内であったと推測

される。

地名「上幌内」は、道道上幌内早来停車場線や上幌内モイ遺跡、上幌内１～５遺跡、上幌内橋、四

等三角点等の名称にその名をとどめている。

３．道道上幌内早来停車場線
本道路は厚真ダムから幌内地区、厚真市街地を経て安平町のＪＲ早来駅前までを結び、昭和３２（１９５７）

年に「道道」に認定された。その歴史は、明治３４（１９０１）年に地域住民たちにより道路開削が開始さ

れ、同４４（１９１１）年には幌内とオニキシベ地区の間に馬車道が開通した。大正１０（１９２１）年発行の五

万分一地形圖（図５）に道幅一間以上の「里道」が現在のキウキチ沢付近までみられる。そこから鬼

岸辺川との合流点までは道幅半間以上の里道、さらに先は半間未満の小徑が、厚幌ダム堤体の上流部

まで表記されている（前項 参照）。大正１１（１９２２）年、工事業者による「幌内メルクンナイ開墾道路

新設工事」が着手され、幌内地区からメルクンナイ沢までの二里十六町（約９，５４６ｍ）の区間が道幅２

ｍに拡幅された。昭和５（１９３０）年から砂利敷き工事が開始され、昭和３０年代頃まで農業救済事業等

として行われた。昭和１３（１９３８）年には、（上）幌内炭鉱が開山し「オニキシベ入口」に飯場が設置さ

れた。石炭の運び出しのため、この道路の難所である「大坂」（四等三角点「天神山」の北西側に張り

出す裾の部分を沿う部分）と呼ばれた部分の高さを約２ｍ下げ、改良工事したとある。昭和２９年と昭

和４７年に「幌内橋」は改良され、昭和４４年は一里沢に架かる「上幌内橋」が鉄筋コンクリート製に改

良された。「道道」の認定後、改良工事が昭和４２年から進められ、昭和４７（１９７２）年には幌内地区が舗

装され、現在は「オニキシベ橋」まで舗装されている。厚真ダムの完成直後の昭和４８（１９７３）年に「田

舎橋」、翌年に「祭橋」が鋼性の永久橋となった。昭和４９（１９７４）年測量の地形図「上幌内」（図６ 右

側部分）では、イクバンドユクチセ２・３遺跡の近くに「田舎橋」があり、「祭橋」は未完成で道路も

途切れている。この付近の左岸にある崖際の道路は、厚真ダム建設のため一時的に付け替えられたも

のである。昭和４９年にはオニキシベ橋、昭和５４年にはキウキチ沢に架かる橋が永久橋となった（厚真

町幌内自治会１９９７）。

この道道は、平成２７年１０月現在、下流部の厚幌トンネル（２号トンネル）・オニキシベ橋（７号橋）、

龍神の森トンネル（１号トンネル）、一里沢橋（６号橋）までの区間が付け替わっている。平成２６年度

から厚幌ダム堤体本体の建設工事が着手され、現在、工事用道路となった区間の旧道は通行できない。

４．幌内神社とオニキシベ地区の龍神信仰
厚真市街から厚真ダム方面へ向かい、道道上幌内早来停車場線が幌内地区の中心部付近で、東か

ら北へ大きく曲がった右側に「幌内神社」がある。四等三角点「幌内山」（標高１６１．５ｍ）の南西側の

裾部分に立地する。この神社は神社本庁に属さず、地域住民の手で守られ信仰されてきた「単立神社」

で、「地神宮」等とも呼ばれる。氏神は天照大神・大巳喜神・猿田彦命である。

明治３３（１９００）年、入植者たちが「五神」（青竜・白虎・朱雀・玄武・麒麟）を削った木を奉りこの

地域の信仰の端緒となった。大正２（１９１３）年に、集落の要請を受けた地域の大工により「鎮守の森」

山頂に社殿が建立され、昭和３０（１９５５）年に階段が整備されたとある。また、昭和３４（１９５９）年地元

の木材業者から現在の敷地が寄進され、昭和３７（１９６２）年には社殿が老朽化し改築が検討された。同

年、同木材業者から鳥居３基が寄進された。昭和３９（１９６４）年秋には、現在の場所、幌内山の裾部に

幌内神社が改築・移築されたと推測される。昭和４８（１９７３）年３月境内の「エゾイタヤ」（イタヤカエ
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デ）が北海道記念樹木に指定され、これを受け同年１０月厚真町も「記念物第一号」として指定した。

しかし、平成２０（２００８）年、この樹木が著しく腐朽し危険なことから指定解除となり、伐採され現在

は残っていない。昭和５０（１９７５）年神社境内を小公園とすることが提案され、昭和５６（１９８１）年地元

の木材業者により鳥居が建立され、昭和６１（１９８６）年には境内に電気施設が整備された。開拓期当初、

幌内地区には様々な神仏の信仰が個人により持ち込まれ守られてきたが、これらは昭和３０年代に、現

在の幌内神社に合祀された（現地調べ・厚真町幌内自治会１９９７）。

過去の地形図でこの幌内神社の立地を読図する。大正年間（図５）は、等高線が２０ｍ間隔の五万分

一地形圖「早来」では等高線６０～８０ｍ付近にあり、昭和３４年発行の１：２５，０００地形図「幌内」（図６）

では標高１００～１１０ｍ付近に参道と神社、その西側に「幌内共同墓地」がみられる。現在の１：２５，０００

地形図「厚真川上流」（図４）では、標高５０ｍ付近に神社とそこから北西方向に墓地が等高線９０ｍの手

前にみられる。幌内共同墓地は大正６（１９１７）年に設置され、その場所（標高９０～１１０ｍ付近）は移動

していない可能性が高い。幌内神社は大正８年頃には山の裾部にあり、その後、標高の高い場所に建

てられ、昭和３４年頃まではそこに立地し、昭和３９年に山の麓の現在の場所に移築されたと推測される。

また、オニキシベ地区に龍神が祀られていたとの伝えもある。大正５（１９１６）年前後、オニキシベ

地区で、幌内神社の社殿を建築した大工が地元住民から龍神の建立を依頼され、その場所は現在の四

等三角点「天神山」の山頂であった。また、昭和九（１９３４）年九月 木版に竜を彫り彩色して奉納した

とある（厚真町幌内自治会１９９７）。記述では、龍神の建立を依頼した時期と、木版を奉納した時期に

は１８年の差がある。この天神山の南側の麓は、当センターが平成２４・２５年度に調査したオニキシベ１

遺跡である。平成２７年１０月に天神山を踏査した。急な傾斜で登るのは困難で、三角点のある東西方向

の尾根は幅５ｍほどであった。山頂へ至る道の痕跡は見当たらなかったことや、建物の跡等はみつけ

られなかった。オニキシベ１遺跡の調査報告書（北埋調報３１８）に掲載した「図３ 遺跡周辺の地形

（９頁）」で、世界測地系の平面直角座標の値を表記した点の少し北西側に「祠」の記号がある。発掘

調査時に建物は残っていなかったが、木彫りの龍神を奉った場所は山頂ではなくこの祠でないかと推

測される。整理すると、龍神の祠の建立の時期は、幌内神社の社殿建立と同じ大正２～５年頃で、大

工は同一人物である。これら「幌内山」と「天神山」にほぼ同じ時期に建立したとはやや考えがたい。

５．調査区周辺の現況
本遺跡の東側の台地の先端部には、イクバンドユクチセ２遺跡（北埋調報３１９）、厚真川を挟んだ南

の対岸には上幌内５遺跡（年報２６・２８）がある。

イクバンドユクチセ３遺跡の周辺（図７）は、厚真川の右岸である北側の山は、比較的緩やかな斜

面があるのに対し、左岸の南側は急峻な傾斜や崖が多い。西方向へ流れる厚真川は、イクバンドユク

チセ３遺跡が立地する台地の崖にぶつかり流れを南に変え、そこから広く平坦な低地を屈曲する。さ

らにいうと、この低地部は北側に広く、流路は南側の崖下に沿って流れている。イクバンドユクチセ

沢は、本遺跡から西方向へ約３００ｍ離れた地点で南流し、田舎橋の下流で厚真川と合流する。本遺跡は

イクバンドユクチセ沢の右岸、この流れを見下ろす平坦地に立地する。イクバンドユクチセ３遺跡の

周囲は山林（二次林）で、北側は緩斜面が続き、標高１００ｍ付近から山体の急斜面になる。北東から東

側は、イクバンドユクチセ沢周囲の低湿地、厚真川を眼下にみる急な崖である。南側は厚真川の低位

の平坦面が広がり、多くの小さな流れがある。本遺跡の中央にある無名の沢（詳細後述 以下「調査区

中央の沢」）が流れ、この平坦面に注いでいる。北西側にもイクバンドユクチセ沢と同じくらいの水量

がある、無名の沢がみられる。遺跡の北側部分以外は、崖または急な斜面で、中位の河岸段丘面と考
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１．立地と環境
イクバンドユクチセ３遺跡は厚真町市街地から北東約１４㎞、夕張山地の南西部分（勇払山地とも呼

ばれる）の山間部を流れる厚真川の右岸、標高８０～８５ｍの段丘に位置する。遺跡の北東側にはイクバ

ンドユクチセ沢が流れ、この沢名が遺跡名の由来である。「イクバンドユクチセ」はアイヌ語の「エタ

パウンユクチセ」が変化したもので、「こちら側にある鹿待小屋」の意味と解される（厚眞町１９５６・

北埋調報３１９）。厚真川流域のアイヌ文化期の遺跡のうち、最も上流に立地する（図４）。

勇払山地は標高２００～３００ｍの急峻な山が多く、頂や山稜、急斜面や崖がみられ、これらを開析する

Ｖ字谷や急な沢が多い。本遺跡近くには、北方向に約３㎞に標高４３５．８ｍの山（三等三角点「行千世奥」）、

南東方向へ約２㎞に標高３９３．９ｍの山（三等三角点「一里沢奥」）、南方向へ約０．７㎞に標高２６７．５ｍ（四

等三角点「一里沢」）、西南方向へ約１．１㎞に標高２１７．４ｍ（四等三角点「上幌内」）がある。イクバンド

ユクチセ沢は「行千世奥」から南南東方向へ緩やかに続く尾根の西側の中腹、標高１８０ｍと１６０ｍ付近

の２か所に源流部があり、標高１５０ｍ付近で合流し、曲線的に南西から南方向へと流れを変え、標高１００

ｍ付近で山間部を出て山裾の緩斜面から平坦地を流れ、厚真川へ田舎橋の下流部で合流する。イクバ

ンドユクチセ沢を挟む両岸の山の頂部の標高は、右岸の北東側で「３６５ｍ」、左岸の南西側で「２５８ｍ」

の地点で、ともに「行千世奥」から続く尾根である。この「２５８ｍ」の無名の頂は、イクバンドユクチ

セ沢と毘沙門沢の流れに挟まれており、この頂部からさらに南東方向への尾根上に、標高「１８９ｍ」の

頂部がある。この頂の南側は比較的なだらかな斜面で、その裾部の中位の段丘にあたる緩斜面～平坦

部に、イクバンドユクチセ３遺跡は立地する。遺跡の周囲を説明すると、北東側に南流するイクバン

ドユクチセ沢、東側はこの沢と厚真川との合流点、南東から南西側にかけては、厚真川の河川敷地で

ある広範囲な低地がみられる。西側は先に述べた「２５８ｍの頂部」、南南東方向へ開く谷地形とそこを

流れる無名の沢がみられる。本遺跡の対岸は、「一里沢奥」から続く北及び西方向に尾根とこれらの間

の谷や沢がみられ、田舎橋の上流付近で、厚真川に注いでいる。対岸の山裾部は低地が比して狭い。

本流の厚真川は、夕張山地南部に源流部を有し厚真ダムを経て、厚真町内を通り太平洋に注ぐ流路

延長５２．３㎞の２級河川である。厚真川の両岸には、河川近くで低位の平坦地、山の裾部（標高１００ｍ以

下）には緩斜面が多くみられ、特に左岸では山裾の部から河川水部まで距離があり、平坦な中位の段

丘が続いている。これら厚真川の河岸段丘面の上位に山体からの崩落物が堆積し、さらに、河川によ

る運搬物や樽前山の火山噴出物等が堆積し現地形を形成している。また、水量が豊富な沢や大きな支

流と厚真川との合流点には、これらが運搬した水成堆積物により小規模な扇状地がみられる。勇払山

地の山体を構成する岩石は、砂岩・凝灰岩等の軟質な堆積岩が主で、この地域の遺跡からこれらを用

いた礫石器や礫が多数出土する。

本遺跡から約１㎞上流には「厚真ダム」がある。昭和２８（１９５３）年に事業化した国営総合かんがい

排水事業の一つとして計画され、当初、オニキシベ地区（オニキシベ４遺跡付近）に造られる予定で

あったが、現在の場所（当時の名称：上幌内上流林道 大橋（第一号橋）付近）が選定され、「上幌内

ダム」と仮称された。昭和４０（１９６５）年に定礎式が行われ、５年後に竣工した。厚真町内の水田への

灌漑用水の供給を目的とし、厚真川とメルクンナイ沢をせき止めて造られた「ロックフィルダム（中

心遮水ゾーン型フィルダム）」型式である（厚眞村１９５６・厚真町１９８６・現地看板等調べ）。貯水池の
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えられる。また、田舎橋の少し上流にある「吊橋」は、昭和４０年代に厚真町補助事業で整備された人

道用の橋である。

本遺跡周辺の開拓は、明治３０（１８９７）年に遺跡の南東側、イクバンドユクチセ沢の左岸の厚真川と

の合流点付近に入植者があり、農業や林業が営まれた。かつてイクバンドユクチセ沢は入植者の「氏

名の沢」とも呼ばれていた。この入植者の親戚の方の聞き取り調査では、当時から土器・石器が拾え

たと伝えられている。少し下流では、明治３９（１９０６）年に黒田牧場が開墾に着手したあり、この事務

所は厚真川の右岸「上幌内」山の東南東の裾部に置かれたと考えられ、大正年間の地形図（図５）で、

厚真川左岸の下流部からの小道が右岸に渡る付近と推測される。また、本遺跡Ｂ地区の東側、無名の

沢を挟んだ南向きの斜面に「祠」がある。この場所は平坦に整地され道もみられる。位置から『幌内

のあゆみ』に記載の「山の神」すなわち、山や木に対する信仰である「マサカリ立て」あるいはそれ

に関する信仰のものと考えられる。入植者が山林の開拓時に、老木や大木にしめ縄をし、酒・食べ物、

道具をお供えして、作業の安全を祈願したと伝えられる。これらに関する道具等をこの祠に奉納し山

の神に供えたと考えられる。奉納品には「明治四三年一二月一一日 澤田組第三号山」と記されたもの

があり、昭和７（１９３２）年には地元の住民も手製の鎌を納めたとある。奉納品の時期や近くの入植者

から、祠を建てたのは黒田牧場の可能性が考えられる。さすれば、この牧場地はこの祠が位置する斜

面の下、イクバンドユクチセ３遺跡の南東側の崖の下に広がる、厚真川周囲の河川敷地と推測されよう。

調査区の南側に道道２３５号上幌内早来停車場線が走り、上流部の「祭橋」、下流部の「田舎橋」で厚

真川を越える。橋の名称は、昭和期に厚真ダム広場で開催されてきた「田舎まつり」から命名された

と思われる。平成２５（２０１３）年１０月の発掘調査完了後、厚真川を切り替える工事が行われ、田舎橋と

祭橋の下には本流の流れはない。

６．調査区中央の沢
本遺跡には、北から南方向へ流れる無名の沢がみられ、これを「調査区中央の沢」と呼ぶ。両岸の

調査区はこの沢で地区分けをし、左岸がＡ地区、右岸をＢ地区とした。沢は南または南南西方向へと

流れ、水部の長さ１２４．４ｍ、水深は平均０．１～０．３ｍ、最大０．７ｍで、流域面積は１，６４９．８㎡である。平面

図と横断面図（図８）を作成し、縦断面は数値で示した（表３）。

沢頭付近では３か所の湧水地点がみられ、これらが集まり一つの流れになる。上流では左岸のＫ－

１９杭付近に攻撃面があり、この部分は岸の下位がえぐれたオーバーハング状である。右岸のＭ・Ｎ－

２４・２５杭付近にもかつては湧水地点であったと考えられる地形が認められる。川幅や両岸の間隔は広

く、流路には粒径がまとまった砂礫の堆積がみられる。中流のＱライン付近から川幅と岸の幅が狭く

なり、Ｓライン付近で西側に屈曲しそこから直線的な流れで下流部を経て台地の縁へと向かう。流速

は下流にいくにつれ速い。沢付近では一次林の樹木が生育し、流路の地表面の観察では遺物はみられ

なかった。河川堆積物である砂礫は、亜円礫～円礫状の泥岩・凝灰岩・砂岩で、粒径は、最大で２５㎝、

平均３～５㎝である。 （末光）

７．周辺の遺跡（図９・表４）
厚真川の上流部地域は、厚幌ダム建設事業と勇払東部（二期）地区厚幌導水路建設（以下、導水路

建設）に伴う発掘調査で、多くの遺跡が確認・調査されている。ここでは、上流の厚真ダム付近から

下流は厚幌ダム堤体建設予定地付近までの範囲にしぼり、そこに位置する遺跡の概要を、厚真川の本

流と支流を含め、下流から上流部の順に記述する。
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・厚真川左岸 キウキチ沢左岸

厚幌１遺跡（２５）

本遺跡は、平成１４・１５・２４（２００２・２００３・２０１２）年度に、厚幌ダム建設事業に伴う発掘調査が、

平成２０・２５・２７（２００８・２０１３・２０１５）年度には、導水路建設に伴う発掘調査が行われた。これら

のうち平成２５・２７（２０１３・２０１５）年度は当センターが担当し、それ以外を厚真町教育委員会が実

施した。過去数年間の調査では、アイヌ文化期の送り場と考えられるシカの頭蓋骨の集中がみつ

かり、爪形文が施された縄文時代晩期の土器や、胎土に滑石を多く含む縄文時代前期の土器も多

数出土した。平成２７（２０１５）年度のセンターの調査では、掘り上げ土を伴うＴピットや近代の住

居跡がみつかった。

・厚真川左岸 キウキチ沢右岸

厚幌２遺跡（８８）

遺跡は導水路建設に伴う発掘調査が行われ、アイヌ文化期の平地住居跡や遺物集中が確認され

た。縄文時代前期の遺物集中もみつかった。遺物集中では土器は少なく、黒曜石製の石鏃や頁岩

製のつまみ付ナイフ、砂岩製の被熱礫などが多く出土し、焼骨も含まれている。また、調査区東

側の広い範囲に縄文時代前期以前の樽前ｄテフラの再堆積層がみられる。

・厚真川左岸 鬼岸辺川との合流点の下流部

オニキシベ４遺跡（８９）

擦文文化期の複数の炉跡をもつ平地住居跡が調査され、アイヌ文化期の「チセ」への移行を考

える上で重要な調査例である。また、縄文時代中期の「厚真１式土器」（苫小牧市埋蔵文化財調査

センター１９９８）の復元土器が報告されている。

オニキシベ６遺跡（１１８）

この地域では発見例の少ない、縄文時代後期の堂林式土器が多数出土した。

・厚真川右岸 ヲチャラセナイ川との合流点付近

ヲチャラセナイチャシ跡（１００）

ヲチャラセナイ遺跡の範囲内にあり、段丘の先端部に造られた「丘先式」のチャシ跡である。

一条の溝で区画され、形状の違いから二つの時期が認められる。チャシ跡の溝の内部（内郭）で、

建物跡が確認された。

地点

測点杭
沢の
形状

横断
距離
（ｍ）

岸～流れまでの距離
（ｍ） 河川

の幅
（ｍ）

最低
標高
（ｍ）

縦断
距離
（ｍ）

備考西側
右岸

（Ｂ地区）

東側
左岸

（Ａ地区）

西側
右岸

（Ｂ地区）

東側
左岸

（Ａ地区）
上流部
複数沢 Ｂ１ Ａ１ Ｕ字状 １８．０ ８．０ ３．０ ２．６／２．０ ８３．７６８ 複数の流れ

４．４上流部
複数沢 Ｅ－２５ Ｅ－２１ Ｕ字状 １６．０ １．０ ４．４ ３．０／２．０ ８２．７９６ 複数の流れ

８．０
上流部 Ｇ－２５ Ｇ－２１ Ｕ字状 １６．０ ４．１ ４．１ ３．９／（１．２）８２．４７１ 広い大きな流れ

細い流水部１６．０
上流部 Ｋ－２５ Ｋ－１９ 開くＵ字状 ２４．０ ５．０ ８．３ ２．９ ８１．８５２ 合流部１６．２中流部 Ｏ－２５ Ｏ－１９ 開くＶ字状 ２４．０ ８．５ ４．４ ４．１ ８１．４５４ 合流部８．２中流部 Ｑ－２３ Ｑ－１９ Ｖ字状 １６．０ ４．９ ４．４ １．７ ８１．４５２ 一つの流れ８．０下流部 Ｓ－２３ Ｓ－１９ Ｖ字状 １６．０ ５．６ ５．１ ２．０ ８１．１３１ 一つの流れ７．２下流部 Ｗ－２７ Ｙ－２３ 深いＶ字状 １８．０ ７．３ ４．３ １．９ ７９．６１３ 一つの流れ

３．７
下流部 ｃ－３１ ｆ－２５ 深い

Ｖ字状 ２５．３ ９．８ ３．６ １．３ ７８．４９７ 一つの流れ

流域面積
（㎡）

最大／最小
（ｍ）

比高差
（ｍ）

直線距離
合計（ｍ）

１，６４９．８ ４．１／１．２ ５．２７１ ７１．７

表３ 調査区中央の沢 測量表



２０
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国土地理院電子地形図２５０００「厚真川上流」を縮小し加筆作成
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ヲチャラセナイ遺跡（１０１）

本遺跡は、立地から交通路上重要な遺跡であり、各時代の遺構・遺物が確認された。アイヌ文

化期の平地住居跡や土坑墓が調査され、シカやヒグマの骨が確認された。擦文文化期では土坑・

焼土が調査され、土器は、刻文や貼付囲繞帯をもつ後半期のものである。縄文時代は前期が主で、

土坑墓が複数みつかり、大型の竪穴住居跡も調査された。また、多量の両面調整石器が出土した

剥片石器集中もある。

・厚真川左岸 鬼岸辺川との合流点付近

オニキシベ２遺跡（７７）

各時期の遺物が出土している。アイヌ文化期の土坑墓、擦文文化期のカマドを伴う竪穴住居跡

が調査された。また、続縄文時代の遺構・遺物が多く、続縄文時代の後北Ｂ・Ｃ１式の復元個体が

多数報告されている。

・鬼岸辺川 右岸

オニキシベ１遺跡（１４）（北埋調報３１８）

平成２４・２５（２０１２・２０１３）年度に当センターが調査した。縄文時代中期・後期が主たる時期で、

竪穴住居跡の炉跡は、中期が地床炉、後期は石組炉である。

・鬼岸辺川左岸

オニキシベ５遺跡（９０）

縄文時代後期の北筒Ⅲ式土器が出土し、道東地方との関係性が想定される。また、大型の石棒

も出土した。

・鬼岸辺川右岸

オニキシベ３遺跡（７８）

平成２６（２０１４）年度から、当センターが調査を担当している。縄文時代後期の竪穴住居跡は平

面が楕円形を呈し、地床炉か石組炉のいずれかを伴う。これらは黒色土層の上面で、明瞭なくぼ

みでみられた。さらに、掘り上げ土を伴う大型のものも確認した。この大型の竪穴住居跡内の出

土遺物は、他の竪穴住居跡に比べると少ない。また土器集中では、縄文時代後期初頭の余市式、

タプコプ式や縄文時代晩期の爪形文が施された土器も出土した。次年度は町道の下と北側部分を

調査予定である。

・厚真川左岸 平坦な低地

上幌内モイ遺跡（７９）

各時代の遺構・遺物がみつかっている。アイヌ文化期は平地住居跡や土坑墓が調査され、骨の

集中からはヒグマの骨がみつかった。擦文文化期では、類例の少ない土坑墓も発見され、副葬品

の擦文土器の施文に用いられた櫛歯状工具から、オホーツク式土器の影響が推測されている。羽

口や鉄滓などが多く出土した遺物集中は、鉄器生産に関するものと考えられる。続縄文時代では、

アヨロ２ｂ類の土器を伴う遺構が調査された。縄文時代は、早期・中期・後期の竪穴住居跡と１６０

基を超えるＴピットが確認された。また、後期旧石器時代の札滑型細石刃核を伴う石器群が出土

し、これに関連する焼土や炭化物集中も確認された。

・厚真川右岸

上幌内３遺跡（１２３）は三つの地区があり、当センターが調査を担当した。Ｃ地区は離れており、

Ａ・Ｂ地区の間には小さな沢地形がある。平成２５・２６（２０１３・２０１４）年度にＣ地区、平成２６（２０１４）

年度にＡ・Ｂ地区を調査した。



２２

上幌内３遺跡Ｃ地区

擦文文化期～アイヌ文化期の平地住居跡・建物跡を調査し、縄文時代後期の大型竪穴住居跡も

みつかった。

・無名の沢右岸

上幌内３遺跡Ａ地区

アイヌ文化期の土坑墓が２基みつかった。副葬品は、鉄鍋・漆製品・ガラス玉・古銭などが出

土した。また、杭そのものが残る縄文時代のＴピットも確認した。

・無名の沢左岸

上幌内３遺跡Ｂ地区

アイヌ文化期の平地住居跡を調査し、擦文文化期の遺物集中から須恵器が出土した。また、縄

文時代では早期の竪穴住居跡がみつかった。

・厚真川左岸 一里沢右岸

一里沢遺跡（８０）

Ｔピットが重複することなく、狭い範囲に集中してみられ、新旧関係が掘り上げ土と覆土から

判明できる可能性があるとの報告がある。

・ショロマ川右岸 厚真川との合流点付近

ショロマ４遺跡（１２２）（北埋調報３２２）

平成２６（２０１４）年度に当センターが調査を行った。擦文文化期～アイヌ文化期、続縄文時代の

遺構・遺物がショロマ川に面する崖際に多く確認された。擦文文化期の土坑墓がみつかり、縄文

時代後期の石組炉を伴う大型の竪穴住居跡も調査した。

・ショロマ川右岸 無名の沢右岸

ショロマ３遺跡（１２１）

擦文文化期の鉄器集中と、続縄文時代の三体が合葬された土坑墓が発見され、縄文時代後期の

大型竪穴住居跡もみつかった。

・ショロマ川右岸 無名の沢左岸

ショロマ２遺跡（９２）

縄文時代中期の掘り上げ土を伴う竪穴住居跡が調査され、多数のＴピットが列状でみつかった。

また、縄文時代後期初頭の緑色泥岩製の磨製石斧片の集中がみつかり接合できる資料となった。

・ショロマ川左岸 厚真川右岸

ショロマ１遺跡（８１）

厚真川とショロマ川に挟まれた合流点付近に立地する。アイヌ文化期の平地住居跡が確認され、

遺物集中からは鉄鍋が１個体出土した。縄文時代後期では石組炉をもつ竪穴住居跡と、縄文時代

前期の円筒土器下層ｄ式を伴う大型竪穴住居跡が調査された。また、縄文時代後期初頭の礫集中

から棍棒型石器が出土し、胆振地方では初めてである。

・厚真川左岸 無名の沢左岸

上幌内２遺跡（９１）

アイヌ文化期の土坑墓がみつかり、副葬品の和鏡・漆製品・刀などが注目される。縄文時代は、

早期～後期の竪穴住居跡と土坑が調査された。

・厚真川左岸 無名の沢右岸

上幌内１遺跡（３０）
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擦文文化期～アイヌ文化期の複数の炉跡をもつ平地住居跡がみつかり、縄文時代早期・中期・

後期の竪穴住居跡や土坑なども調査された。

・厚真川左岸

上幌内４遺跡（１２４）

平成２６（２０１４）年度から当センターが調査を行い、縄文時代中期・後期の竪穴住居跡や土坑、Ｔ

ピットがみつかった。Ｔピットは平面が溝状と楕円形のものがあり、楕円形のものには杭跡が確

認されるものが多くみられた。土器集中では、縄文時代中期の円筒土器上層ａ式や縄文時代後期

の手稲式の注口土器が出土した。また、近代の馬の骨が確認された。次年度以降も調査予定である。

・厚真川左岸 無名の沢の両岸

上幌内５遺跡（１２５）は、平成２５・２７（２０１３・２０１５）年度に当センターが調査をし、平成２５（２０１３）

年度の調査では３００㎡の範囲からＴピットが１３基みつかり、このことからＴピットが多数確認され

ることが予想できた。遺跡は調査区内を流れる無名の沢で地区分けを行った。無名の沢の右岸を

Ｒ地区、左岸をＬ地区とした。Ｒ地区では、Ⅴ層下位のＴａ－ｄテフラがみられず、灰色を呈す

る水成堆積の粘土層が地山であり、この面でＴピットが確認された。Ｌ地区では、調査区内の西

側平坦部の狭い範囲から複数のＴピットが集中してみつかり、列状のものも確認できた。次年度

以降も調査予定である。

・厚真川右岸 イクバンドユクチセ沢右岸

イクバンドユクチセ３遺跡（１２０）（本報告書 北埋調報３２５）は、平成２５（２０１３）年度に当セ

ンターで調査し、遺跡の中央を流れる「調査区中央の沢」で地区分けをした。

・無名の沢左岸

イクバンドユクチセ３遺跡Ａ地区

アイヌ文化期の柱穴～杭穴、焼土、礫集中を確認し、これらから建物跡と判断したものは７軒

である。アイヌ文化期の遺跡では最上流部に立地する。また、縄文時代ではＴピットが３１基みつ

かり、切り合うものもみられる。

・無名の沢右岸

イクバンドユクチセ３遺跡Ｂ地区

縄文時代中期～後期の竪穴住居跡やＴピットを調査した。また、調査区の南側部分の黒色土層

中で、約３０×２５ｍの広い範囲から礫石器や礫が多数みられ「大規模な礫集中」と呼称した。この

中には土器、石器は少なく礫は被熱したものがあり、焼骨も点在してみられた。

・イクバンドユクチセ沢 左岸

イクバンドユクチセ遺跡（８７）

主な時代は縄文時代後期で、試掘調査では土器・石器・礫が出土した。標高９２～９６ｍ付近に立

地し、ダム完成後も湛水地域でないため、現在のところ発掘調査の予定はない。

・厚真川右岸

イクバンドユクチセ２遺跡（１１９）（北埋調報３１９）

平成２５（２０１３）年度に、当センターが縄文時代中期～後期の土坑とＴピットを調査した。現在、

最も上流に位置する遺跡である。

・厚真川とメンクルナイ沢との合流点付近（厚真ダム堤体付近）

地域住民への聞き込み調査で、厚真ダム付近にも遺跡があったとの記述がある（厚真教育委員

会２０１４他） （奥山さとみ）
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表４ 周辺の遺跡一覧表（１）

I 

'、

’、 森： 年
ふ

<‘ ,,. ;, 『. ;, 

..... 廷 ,, " ,, /森,,

,,,, ふ
.. ベベ. .. . . 名名ダ.
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I 

I 

I 

I 

,II', ・立地 地区

厚真 ]II
左岸

厚真 JII
芹岸

鬼岸辺]IIとの
合流点から 下流部

鬼岸辺]IIとの A地区 下流部
合流点から 下流部 B地区 上流部

A地区（高位段丘）
先端部

ヲチャラセナイ川 （標高68~70m)

（滝）
左岸

A地区（高位段丘）両河川合流点付近 B地区（低位段丘）

鬼岸辺JII
右岸 A·B地区

両河川合流点付近

無名の沢
右岸

無名の沢
二本に挟まれた立地

厚真 ]II
左岸

沢の地形 A地区
右岸A地区
左岸B地区 B地区

C地区

一里沢の支流
無名の沢

右岸

調査土層
調査 内容

(Ta-c) 面積
rri 主な時代 主な遺構

縄文時代中期・後期 竪火住居跡
9,360 I: 坑·Tピットアイヌ文化期 遣物集中

縄文時代 竪火住居跡
1,098 前期・後期 I: 坑墓·Tピット

上位・下位 縄文時代後期 I: 坑·Tピット
黒色七層 2,070 続縄文時代

擦文文化期 遣物集中・道跡

竪火住居跡
1,400 縄文時代後期 I: 坑·Tピット擦文文化期 土器集中

縄文時代中期・後期 竪火住居跡
1,018 I: 坑·Tピット擦文文化期 遣物集中

上位・下位 縄文時代前期 平地住居跡
黒色土層 899 アイヌ文化期 土坑·Tピット

遺物集中

縄文時代 竪穴住居跡
上

黒
位
色

・
土
下

層
位 4,103 中期・後期・晩期 平地住居跡・建物跡

擦文文化期 土坑・杭列跡
近・現代 Tピット・遺物集中

下位 1,201 縄文時代後期 土坑·Tピット黒色土層 続細文時代 遺物集中一部、上位層 200 擦文文化期

黒色
上位

土層
平地住居跡

アイヌ文化期 壕•土塁
灌跡・柱穴列4,239 

1,003 
3,470 縄文時代各期（前期） 竪穴住居跡

上
黒
位
色

・

土
下

層
位

4,636 続細文時代 平地住居跡・建物跡
2,350 擦文文化期 土坑•土坑墓

アイヌ文化期 Tピット・遺物集中

縄文時代 竪穴住居跡早期・中期・後期・晩期上
黒
位
色

・

土
下

層
位 3,689 続縄文時代 平地住居跡・建物跡

1,899 擦文文化期 土坑•土坑墓

アイヌ文化期 Tピット・遺物集中

黒色
下位

土層
10,566 縄文時代 竪穴住居跡

土坑·Tピット
3,314 中期・後期 石組炉

黒色
下位

土層
2,283 縄文時代 竪穴住居跡
3,144 中期・後期 土坑·Tピット

追物集中

竪穴住居跡
下位 15,020 縄文時代後期 土坑·Tピット黒色土層 4,630 石組炉・遺物集中

後期旧石器時代
3,942 縄文時代 竪穴住居跡

上位・下位 4,518 早期・中期～晩期 平地住居跡・建物跡
黒色土層 8,000 続縄文時代 土坑・土坑墓·Tピット

5,565 擦文文化期 焼土・遣物集中
アイヌ文化期

2,600 
竪穴住居跡

縄文時代 平地住居跡
上位・ 下位 2,900 

早期・中期・後期 建物跡
擦文文化期 土坑・土坑怠黒色土屑 アイヌ文化期 柱穴·Tピット

8,545 
480 

焼土・灰集中
遺物集中

上位・下位
縄文時代早期 Tピット

黒色土屑 1,497 中期～晩期 焼土・遣物集中擦文文化期

発掘調査報告書特記事項 調査年度 調査機関 文献・参考情報 備考
主な遺物

土器・仁器 シカの骨の送り場 平成14(2002) 厚真 町教育委員会
鉄製品 近現代の島車道跡 平成15(2003)

自然遣物 地すべり地形 年度 『厚幌1遺跡』 2004

厚真 町教育委員会
平成14-15•24年度は、

土器・仁器 平成20(2008) 厚真 町教育委員会 厚幌ダム建設事業
自然遺物 年度 『 厚幌1遺跡 (2) に伴う発掘調査

幌内7遺跡 (1) 』 2010

縄文時代前期の 平成24(2012) 厚真 町教育委員会
平成20•25•27年度は、

土器・仁器 勇払東部（二期）地区
胎土に滑仁を含む土器 年度 『 厚幌1遣跡(3)』 2014 厚幌導水路工事

に伴う発掘調査

［器・石器 縄文時代晩期 平成25(2013) （公財）北海道 『調査年報26 平成25年度』 2014爪形文が施された土器 年度 埋蔵文化財センター

次年度以降調査予定

掘り上げ1を伴うTピット 平成27(2015) （公財）北海道［器・石器 『調査年報28 平成27年度』 2016近代の住居跡 年度 埋蔵文化財センター

縄文時代前期の 勇払東部（二期）地区
土器・石器 遺物集中 平成27(2015) （公財）北海道 厚幌導水路工事に伴う
自然遺物 縄文時代前期以前の 年度 埋蔵文化財センター 『調査年報28 平成27年度』 2016 発掘調査

T.-dテフラの再堆積層 全体調査面積1,982吋
次年度以降調査予定

厚真 町教育委員会
土器・石器 「 厚真 1式」 『オニキシベ4遺跡』 2014 『 厚箕 村 古代史』記載の
金属 製品

複数の炉跡をもっ 平成24(2012)
厚真 町教育委員会 「オニキシベ発見の土器」

平地住居跡 年度
厚

厚慎真

村
村郷教

土
育研委究合會 土地所有名から、土器が出土自然遺物 近現代炭窯跡・家畜の姦 した場所は、本遺跡と推定

『 厚 惧 村 古代史』 1956

土器・石器 平成24(2012) 厚真 町教育委員会
自然遺物 堂林式土器 年度 厚真 町教育委員会 『オニキシベ6遺跡』 2014

礫・鉄製品
丘先式 厚真 町教育委員会 ヲチャラセナイ遣跡内平面形「U」→「C」字状 厚真 町教育委員会 『ヲチャラセナイチャシ跡自然遺物 アイヌ文化期のイネ 平成20(2008) ・ヲチャラセナイ遺跡』 2013

旧名称「フレチャシ」
平成21(2009)

アイヌ文化期の墓 平成22(2010)
土器・石器 ヒグマの骨 平成23(2011) 厚真 町教育委員会

金
鉄

属
製

製

品

品
大型の住居跡 平成24(2012) 『ヲチャラセナイチャシ跡

縄文時代前期土坑墓 年度
厚真 町教育委員会 ・ヲチャラセナイ遺跡』 2013

自然遺物 石器集中 『ヲチャラセナイ遺跡』 2014
（両面調整石器・磨 製石斧）

土器・石器 アイヌ文化期の墓
鉄器に伴う繊維 製品 平成19(2007)金属 製品 木 製品・漆 製品 平成20(2008) 厚真 町教育委員会 厚真 町教育委員会 平成14(2002)年度

自然遺物 カマドをもつ竪穴住居跡 年度 『オニキシベ2遺跡』 2011 工事立会
ガラス玉 五所]II原産須恵器

平成24(2012) （公財）北海道 『調査年報25 平成24年度』 2013
土器・石器 平成25(2013) 『調査年報26 平成25年度』 2014 旧名称「幌内2遣跡」

年度 埋蔵文化財センター
北埋調報318

北筒1II式土器 平成22(2010) 厚真 町教育委員会土器・石器 大型の石棒 平成23(2011) 厚真 町教育委員会 『オニキシベ5遺跡』 2013年度

掘り上げ土を伴う大型の 平成26(2014)土器・石器 竪穴住居跡 平成27(2015)
（公財）北海道 『調査年報27 平成26年度』 2015 次年度以降調査予定

礫石器 縄文時代晩期 埋栽文化財センター 『調査年報28 平成27年度』 2016 整理作業中
爪形文が施された土器 年度

土器・石器 擦文文化期・アイヌ文化期の墓

金属 製品・漆製品
擦文文化期の 平成16(2004)

鉄生産関連遺物集中 厚真 町教育委員会 遺跡名の「モイ」骨角器・自然追物 「円形周溝遺構」 ・「竪穴様追構」 平成17(2005) 『上幌内モイ遺跡(1)』 2006 アイヌ語でガラス玉 ヒグマの骨・キピの炭化塊 平成18(2006) 厚真 町教育委員会 『上幌内モイ遺跡(2)』 2007 「JI[の流れが緩やかな場所」網石刃核・網石刃 石斧集中・動物型石 製品
平成19(2007) 『上幌内モイ遺跡(3)』 2009掻器・彫器・ 削器 年度

須恵器・土師器 旧石器時代の焼土・炭化物集中
細石刃石器群（札滑型）

土器・石器 整理作業中
金属 製品

平成26(2014) 『調査年報27 平成26年度』 2015
漆 製品

アイヌ文化期の墓 年度 （公財）北海道 整理作業中
ガラス玉 杭が残存するTピット 平成25(2013)

埋蔵文化財センター

自然遺物
須恵器 平成

年
26

庶
(2014) 『調査年報26 平成25年度』 2014 整理作業中

土器・石器 平成26(2014)
北海道考古学会

金属 製品
多数のTピット 年度 厚真 町教育委員会 『2014年度 北海道考古学会 整理作業中

遺跡調査報告会資料集』 2014
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Ⅲ章 調査の概要

１．発掘区の設定
（１）調査区の形状（図１０・表５）

調査範囲については「発掘区域は、推定される常時満水位の推定ライン。水準測量・現地実測必要」

と道教委からの指示があった。厚幌ダムの常時満水位は標高８５．４ｍで、現地表面でこの値以下の範囲

が調査区として示され、中央に沢をはさみ、東側の左岸部分５，５００㎡を「Ａ地区」、西側の右岸３，７００㎡

を「Ｂ地区」とし、当初の調査面積は合計９，２００㎡であった。調査区が示された図面は、日本測地系

（平成８または１２年度 作成）で示された「求積図」を基図としたものであったので、これを『平成２４

年度 厚幌ダム建設工事 資料整理 現況平面図』に再現し、発掘調査に関わる測量記録は世界測地系で

行った。室蘭建設管理部 厚幌ダム建設事務所から提供を受けた工事図面・測量資料は次のものである。

・『平成８年度 厚幌ダム建設基準点測量 ３級基準点 幌内地区 成果表』北海道室蘭土木現業所

・『平成１２年度 厚幌ダム建設用地測量（資料整理）現況平面図１：１，０００』北海道室蘭土木現業所

・『平成２４年度 厚幌ダム建設工事 資料整理 現況平面図１：１，０００』北海道室蘭土木現業所

（平成１５年十勝沖地震に伴う基準点成果を改定・補正 PatchJGD・tokachui２００３．par Ver．１．０．０）

・『厚幌ダム平面図１：２，５００平成２４年度 計測航空レーザ・空中写真 日本測地系』室蘭建設管理部

・『厚幌ダム建設工事１：５，０００（日本測地系）』室蘭建設管理部 厚幌ダム事務所

現地で、図面と現況を点検したところ、Ａ地区の東及び南側とＢ地区の西端部分、中央を流れる沢

の形状等、図面の線形と現地形と一致しない部分があり、さらに、遺構や遺物が広がっていたため拡

張した北側の範囲もあり、これらを調整・整合し、最終的にはＡ地区５，４８６㎡、Ｂ地区３，８３５㎡と調査

面積を変更した。

（２）グリッド設定と調査杭の打設

調査グリッドは、沢を挟むＡ・Ｂ地区両者を網羅し、世界測地系の平面直角座標（ⅩⅡ系）に基づ

き４ｍ単位で設定した。座標北が位置する北東側をグリッドの原点「Ａ－１」（Ｘ＝－１３４，７６８．０００ｍ

Ｙ＝－１８，７４０．０００ｍ）とし、南北をアルファベット、東西を算用数字とし、南と西側へ昇順する。南

方向は、Ｚの次に小文字ａとしｉまで、西側は４７までのラインを割り付けた。グリッドの呼び名は、

北東側の杭名とし、アルファベットと算用数字をハイフンでつなぎ表記した。記号のうち「Ｃ」と「ｃ」

（大文字と小文字）、「Ｉ」と「ｌ」（大文字アイと小文字エル）は、表記上、混同しないよう注意書き

を記す等して気をつけた。

現場では、既設及び新設の４級基準点から８ｍ間隔でグリッド杭（方眼杭）を、調査区北側部分に

は図面の形状で範囲杭を打設した。水準測量は、調査区内の沢頭に設けられた仮ベンチマークを与点

とした。なお、これらの基準点等は表５にまとめた。
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２．基本土層（図１１・１２ 表６ カラー図版４ 図版１）

基本土層は、厚真川上流部地域に所在する遺跡の発掘調査の成果を踏まえ、次のように区分した。

色調及び土層の観察項目は『標準土色帖』（小山・竹原１９６７）と『土壌調査ハンドブック』（ペドジス

ト懇談会１９８４）による。

Ⅰ層：現地表土等

Ⅰａ層は黒褐色の森林表土、Ⅰｂ層は部分的にみられ、Ⅱ層を主体とする砂土で黒色を呈する。Ⅰ

ｃ層は撹乱等で、Ⅰｄ層は崩落し崖際に二次堆積した層である。

Ⅱ層：樽前ｂ降下軽石層

１６６７年に降下した樽前ｂ降下軽石層（Ｔａ－ｂ）で、三つに分けられる。上・中位の層は細粒で礫

を含まず、下位層は比して粗粒である。

Ⅲ層：黒色土層

約２千年前～近世アイヌ文化期（１６６７年）の黒色土層で、Ａ地区のみを調査した。くぼみには薄く

火山灰層がみられた部分もあり、これは白頭山苫小牧火山灰（Ｂ－Ｔｍ）と考えられるものもあった

が、遺構と関連する状況はみられなかった。

Ⅳ層：樽前ｃ降下火山灰層

約２千年前に降下した樽前山の火山灰層で、粒径の大きな軽石は含まない。Ⅴ層上面で遺構や風倒

木痕のくぼみに堆積がみられるものもあった。

Ⅴ層：黒色土層

縄文時代晩期後半～同早期までの遺物包含層で、Ａ・Ｂ両地区とも発掘調査した。Ｔａ－ｄのスコ

リアが混じる部分がみられ、便宜的にａ～ｃを語尾に付し分層したが、層位的な序列はみられなかっ

た。また、Ａ地区の北側部分では、樽前ｄ２スコリア主体の水成二次堆積層（Ｓｄ２層）がみられ（図

１２）、これの上位の黒褐色土層をｓⅤ層として区分した。出土遺物はないが、下位のⅤ層出土の土器と

上位の樽前ｃ降下火山灰層から考えて、Ｓｄ２層の堆積年代は縄文時代晩期後半以前である。

Ⅵ層：漸移層

黒色土層が下位の層へと漸移的に変化する部分である。

杭名 種類

世界測地系
真北
方向角

（°′″）

標高
（改測値）

（m）

調査区
グリッド 備考

平面直角座標（m）
Ⅹ�系

（平成１５年十勝沖地震
に伴う基準点改正）

地理座標
（°′″）

X Y 北緯 東経

Ｔ－５１ ４級基準点 既知点 ―１３４，８３１．６９８―１８，７４５．１２２ ８５．７７０ Ｑ－２杭
付近 平成２４年度設置

Ｔ－５５ ４級基準点 既知点 ―１３４，７０１．３５７―１８，８７９．０９３ ８９．２０８ 調査区外 平成２４年度設置
ＫＢＭ

NO.記入なし
仮

ベンチマーク 既知点 ８６．９４３ 調査区中央の沢
沢頭近く 平成２４年１２月設置

Ｔ－１ ４級基準点 新点 ―１３４，７７０．００１―１８，８１２．６０５４２４７１１．８１４２０１１２．２ ００９２２．３ ８６．４２５ Ａ－１９杭
付近 平成２４年６月設置

Ｔ－２ ４級基準点 新点 ―１３４，８１６．６１３―１８，９０７．２４７４２４７１０．２１４２０１０８．０ ００９２５．１ ８６．３９１ Ｍ－４３杭
付近 平成２４年６月設置

グリッド交点
Ａ－１ 調査区グリッド原点 ―１３４，７６８．０００―１８，７４０．０００ （Ａ－１） 調査区外
Ｉ－１６ 調査区内グリッド交点 ―１３４，８００．０００―１８，８００．０００ Ｉ－１６ Ａ地区 調査区内
Ｉ－４１ グリッド交点 ―１３４，８００．０００―１８，９００．０００ （Ｉ－４１） 調査区外
ｈ－１６ グリッド交点 ―１３４，９００．０００―１８，８００．０００ （ｈ－１６） 調査区外
ｈ－４１ グリッド交点 ―１３４，９００．０００―１８，９００．０００ （ｈ－４１） 調査区外

表５ 測量基準点一覧表
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図11 基本土層図

表６ 基本土層観察表
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Ｔａ－ｄ層：樽前ｄ火山噴出物層

Ｔａ－ｄ層は四つに分けた。上位の褐色を呈する「Ｔａ－ｄＢ層」は、漸移層の一部の可能性もあ

るが、Ｔａ－ｄスコリアを多量に含んでおり地山と判断し、Ⅵ層と区分した。他は含有するＴａ－ｄ

スコリアの種類から、Ｔａ－ｄ１・２に分け、試掘調査で深く掘り下げたトレンチでこれら下位の土

層を観察し、これらは一次堆積層と判断した。

Ｔａ－ｄ２Ｓ層：樽前ｄ火山噴出物二次堆積層

このＴａ－ｄ２スコリア主体の水成二次堆積層である。判断の主な手がかりは、スコリアの円磨度

や、堆積岩等の火山噴出と関連のない岩片を含むこと、粒径がまとまった砂礫等の薄層がみられるこ

とである。一次堆積と判断したＴａ－ｄ２層と明確に区分できない地点も多かったが、層位的な序列

はＴａ－ｄ２Ｓ層が新しい。

水成粘土層

Ｔピットの調査等で深く掘り下げた部分で、Ｔａ－ｄ２層の下位にみられた。浅黄色を呈する粘土

層で、豊富な地下水がこの層を底として流れていた。

・土層断面図�：Ａ地区 Ｋ－１６区

ｓⅤ層とＳｄ２層がみられ、下位の黒色土層はＴａ－ｄ１スコリアを含むⅤｃ層、地山はＴａ－ｄ

２層である。Ｔａ－ｄ２スコリアの二次堆積層の堆積範囲を図１２に示した。

・土層断面図�：Ａ地区 Ｑ－８区

くぼみにⅡ層が堆積し、西側へとⅢ層は薄くなる。Ⅴ層の下位ではⅥ層が部分的にみられ、地山は

Ｔａ－ｄ１・２層である。

・土層断面図�：Ｂ地区 Ｈ－２５区

Ⅴ層は礫を含まないⅤａ層が部分的にみられ、Ｔａ－ｄ２スコリアを含むⅤｂ層が多い。

・土層断面図�：Ｂ地区 Ｑ－２９区

Ⅳ層のＴａ－ｃ火山灰層が薄く堆積し、Ⅴ層はＴａ－ｄスコリアが無作為に混じるため、分層でき

ない。また、Ⅵ層が厚くみられる。

遺構の層位（表７）

遺構の層位の解釈のため、表７に示す土色階調モデルを作成した。黒色土に、Ⅵ層の漸移層と土壌

化した橙色のスコリア（Ｔａ－ｄ２（Ｓ））を混ぜ合わせ、混ぜ合わせた量ごとに野外土性や色調を観

察した。黒色土層が１０～２０％以上であると色調はすべて黒色を呈し、野外土性は礫主体の層が５０％以

上あると砂壌土になる。

遺構の覆土を観察する場合、色調では解釈の幅が広くなるが、野外土性も考慮するとこれを絞り込

むことができ、その傍証として礫の混入量がある。現場では調査担当者の間で、この階調モデルを基

準とし、遺構の層位の記録を可能な限り統一するようにした。
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３．調査の方法
両地区の伐採及び抜根作業後、建設機械による表土除去作業を行った。作業の順序はＡ地区Ⅲ層、

Ｂ地区Ⅴ層、Ａ地区Ⅴ層の順である。Ⅱ層あるいはⅣ層下位までを機械で除去し、残りを人力で除去

しⅢ・Ⅴ層上面を検出した。Ｂ地区の表土除去ではⅢ層の遺構・遺物に特に注意を払った。人力によ

る調査は、表土除去作業の工程に合わせてＡ地区Ⅲ層を先に完了させ、Ⅴ層の調査はＡ・Ｂ両地区で

展開した。Ａ地区Ⅲ層人力調査中にＢ地区の表土除去作業を、Ａ地区のⅣ層除去作業中にＢ地区Ⅴ層

人力調査を行い、機械作業が完了した後は、Ａ・Ｂ両地区のⅤ層を調査した。

調査の早い段階で、土量や遺構・遺物のあり方について把握する目的で、Ａ地区はⅢ層、Ｂ地区は

Ⅴ層上面から、地山（Ｔａ－ｄ層）まで先行トレンチ調査を行った。南北方向は、Ａ地区１６ラインと

Ｂ地区２６ライン、東西方向は両地区Ｑラインに先行トレンチを設けた（図１２）。この調査では、Ｔピッ

トが多くみつかり、概ね調査区全体にみられること、遺物が多く出土する地点等の概要を把握できた。

しかし、Ｂ地区の南側部分のトレンチ調査は、Ａ地区Ⅲ層の調査を優先したため行えず「大規模な礫

集中」を早い段階で発見できなかった（図１２・表８）。

包含層調査は、遺構や遺物のあり方を確認しながらグリッドごとに進めた。包含層を掘り下げる度

に検出面を清掃し、遺構の発見に努めた。また、遺物が集中している場所は、特に遺構確認を慎重に

行った。遺構と予想された部分は、トレンチ調査、半截等を行い、土層断面や壁の立ち上がり、床面・

底面の形状や遺物出土状況等の確認し、遺構である場合これらを記録化した。自然遺物は微細で脆弱

な骨片（焼骨）が出土し、これらを現場で観察し、形状を留める大きなものを取り上げた。地形測量

図は調査の進行状況に合わせ、Ⅲ層（Ａ地区のみ）（図１３）・Ⅴ層（図３４・６２）・Ｔａ－ｄ層上面（図３）

を作成した。

Ⅵ層

混在
割合

B １００％ ９０％ ８０％ ７０％ ６０％ ５０％ ４０％ ３０％ ２０％ １０％ ０％

DB ０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

色調
（マンセル
表色系）

黒色
１０YR１．７／１ ― 黒色

１０YR１．７／１ ― ― 黒色
１０YR１．７／１

黒色
１０YR１．７／１ ―

黒色
１０YR１．７／１
１０YR２／１

黒褐色
１０YR２／２

にぶい
黄褐色
１０YR４／３

野外土性 埴壌土 ― 壌土 ― ― 砂壌土 砂壌土 ― 砂壌土 砂壌土 砂壌土

礫の混入 なし ― 微量 ― ― 少量 少量 ― 中量
多量
～
中量

多量

Ｂ：Ⅴ層：黒色土層（Ｔａ－ｃ下位）
ＤＢ：にぶい褐色ローム土

Ｔａ－ｄ２
Ｔａ－ｄ２Ｓ

混在
割合

B １００％ ９０％ ８０％ ７０％ ６０％ ５０％ ４０％ ３０％ ２０％ １０％ ０％

R ０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

色調
（マンセル
表色系）

黒色
１０YR１．７／１
７．５YR１．７／１

― ― ― ―
黒色

１０YR１．７／１
７．５YR１．７／１

― ― 黒褐色
７．５YR２／２

暗褐色
７．５YR３／３
～３／４

明褐色
７．５YR５／８

野外土性 埴壌土 ― ― ― ― 砂壌土 ― ― 砂壌土 砂壌土 砂壌土

礫の混入 なし ― ― ― ― 少量 ― ― 中量
多量
～
中量

多量

Ｂ：Ⅴ層：黒色土層（Ｔａ－ｃ下位）
Ｒ：Ｔａ－ｄ２：橙色のスコリアとこれが土壌化したもの

表７ 遺構土色階調モデル
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図12 調査区概況図

47 45 43 41 39 37 35 33 31 29 27 25 23 21 19 17 15 13 11 9 

46 44 42 40 38 36 34 32 30 28 26 24 . 2� 20 18 16 14 12 10 

+ t tャ← ← ＋十
＋ 

← + t t t • 

＋ イクバンドユクチセ 3遺跡 +- + 

+�tt +t 
t
l

 

＋

＋

 

←
 

←
←
 

t
↓
 

＿
＿
 

T
|
卜

+
T

 

し

+- + 
+- + + 

B地区／

6

ー

L

7

-

·

-

t
 
t
 

5
 

3
 

t 
L 

＋ 

← + 
+- + 
+- + 

A

C

E

G

 

B

D

F
土

上

＋ 

「
土層断面図④

＋ t
 

I I I I I 

土層断面観察用のベルト

. ! i [·� 
企、

＞
 

+ t 
t : 

. 

+
←．

 

A地区
＼ 

J 'f I I I I 

土層断面図②

+- +- + + 

t t じ

+- + 
+- + 

t 1トi- t + 

t t r t t 

:rr::,trr:: 
印 1 lt 」 I ，口

8 6 4 

7 5 3 

e
 

」

I

K

M

O

O

S

U

N

Y

a

c

 

H

J

L

N

P

R

T

V

X

z

b

d

 
50m 

{ 
g 



３４

観察事項／地点
Ｗ：西側ベルト（Ｘ－３４杭付近～ｄ－３０杭付近）

Ｗ� Ｗ� Ｗ� Ｗ� Ｗ� Ｗ� Ｗ� Ｗ	
Ⅴ層 層厚（㎝） １０ １２ １２ １２ ２０ ２０ ２０ ９

礫石器
レキの量

上位
無 少量

少量 中量 中量 中量 少量 多量

下位 中量 少量 中量 少量 少量 多量

骨片
（焼骨）

混在割合
（％）

無
１ １以下 １以下 １ １ １未満 １未満

最大長
（㎜） ２～３ １～２ １～４ １～４ １～３ １～２ １～３

備考

この地点の周辺に
骨片多い
写真記録
図版１・２

この地点の周辺に
骨片多い

観察事項／地点
Ｅ：東側ベルト（Ｘ－２９杭付近～ｄ－３０杭付近）

Ｅ� Ｅ� Ｅ� Ｅ� Ｅ� Ｅ� Ｅ�
Ⅴ層 層厚（㎝） １５ １８ １８ １５ ２０ １２ １０

礫石器
レキの量

上位 無 多量
中量 少量

多量 多量 多量

下位 少量 中量 少量 中量 中量

骨片
（焼骨）

混在割合
（％）

無
１以下 １以下 １ １以下 １以下 １以下

最大長
（㎜） １～２ １～２ １～４ １～２ ２～３ １～２

備考 この地点の周辺に
骨片多い

表８ 大規模な礫集中 土層観察記録

大規模な礫集中の概要（図１２・表８）

大規模な礫集中の範囲は、Ｂ地区の調査区南側、Ⅴ層から大量の礫石器・レキが出土した。調査方

法や遺物の整理作業は包含層調査に準じ、整理作業で本遺構に位置するグリッドの出土遺物を、包含

層出土のものと分けた。また、二本のベルトを設け、土層断面を観察し、表８にまとめた（調査の詳

細はⅥ章９節参照）。

４．整理の方法
（１）一次整理の方法

土器・石器等の遺物は、現場で「遺跡名（略号：イ３）出土地点（遺構名・グリッド）出土層位 遺

物種別（土器・剥片石器・礫石器とレキ・その他の四つに大別）・取り上げ番号（出土位置記録のもの）・

取り上げ年月日」の情報を記したビニール袋に取り上げた。現場事務所では袋ごとに「取り上げ台帳

（水洗台帳）」に記録し、一次整理作業の流れを管理した。遺物は「水洗」・「乾燥」した後、「分類」し、

出土地点・出土層位・遺物名等の遺物個別の情報を「遺物カード」に記し、遺物とともにビニール袋

に収納した。また、その遺物カードの記載事項を一覧表にまとめ、Excel文書の「遺物登録台帳」を作

成し、二次整理作業を進めるための基本情報とした。手取りの自然遺物も同様に進めた。鉄製品は、

取り上げて乾燥させた後、密閉できるタッパーにシリカゲルとともに収納し、湿度の少ない環境で保

管した。微細遺物は、現場で土ごとに取り上げ、炉跡の焼土等は水洗浮遊選別法により動植物遺存体

を目的に行い、人工遺物の集中は水洗選別法により遺物を回収した。

また、接合作業を行う土器は遺物カードの情報の一部を直接遺物に「注記」した。内容は「遺跡名

（イク３）出土地点 出土層位 遺物番号」である。礫石器やレキは多数出土し、使用・加工痕が不明瞭
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なもの、破片化したもの、脆弱な岩石で土と化したもの等がある。これらの中には、特定できない礫

石器の一部もあると思われる。出土した礫石器・レキの総体を勘案し、これらの一部は現場でカード

作成・遺物台帳登録までの記録を作成し、現地で廃棄した。その際にデジタルカメラで撮影したもの

もある。これらの扱いについて、遺物登録台帳の備考欄に「現場（で）観察」と記載した。

（２）二次整理の方法

・土器

土器の接合作業は、残存状態が「良好」・「剥離」のものを中心に行い、必要に応じ「磨耗」・「小破

片」も検討に加えた。遺構出土土器の接合は遺構内、遺構間、遺構が位置するグリッド、周辺のグリッ

ドへと展開し、包含層出土のものは、破片が多いグリッドから周囲へ広げるように進めた。接合した

破片は復原可能なものを接着・補強して復原し、立面図等の実測図を作成した。破片は、特徴が認識

しやすい口縁部や底部の破片を中心に選び出し、拓影図と垂直方向の断面図を組み合わせて図示した。

すべての掲載土器は観察表を作成した。

・石器等

石器等は、残存状態が「完形」・「準完形」のものを中心に、器種や形態の多様性を示せることを考

慮して、掲載する石器を選び出し、実測図と観察表を作成した。

・その他

現場で手取りした自然遺物は炭化物や焼骨があり、これらは年代測定や鑑定を、水洗浮遊選別で得

られた微細な動植物遺存体は、実体顕微鏡で観察し同定作業を行った。

鉄製品は保存処理を行った。含浸処理にはパラロイドNAD―１０（３０％ソルベントナフサ溶液）を用い

た。

５．遺物の分類基準
土器は、表９「土器時期分類基準」・表１０「土器部位分類基準」・表１１「土器残存状態分類基準」で、

石器等は表１２「石器等器種分類基準」・表１３「石器等残存状態分類基準」・表１４「岩石分類体系」・表１５

「岩石（石材）の略号」で分類した。出土点数の少ない鉄製品や自然遺物は分類基準を設けていない。

（末光）
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呼称 内容 備考

良好 ・器の形状を留める個体土器
・破片の表裏面及び割れ口の残存状態が良いもの

・接合可能な破片
・文様等が残り、時期判断等に有効な情報が多い

剥離 ・破片の表裏面のいずれか、あるいは両面が約１／２以上剥離
・剥落しているもの

・接合可能な破片
・文様が残る場合、時期判断等に有効な情報を有する
・剥離面は胎土の観察に適する
・破片化した後、人為的に加工されたものもある（再生土製品）

磨耗 ・破片が磨耗しているもの

・磨耗した割れ口は接合に耐えられない
・文様等の磨滅により、破片そのものの情報は少ない
・遺物の二次的な移動を考える上で有意な情報を有する
・破片化した後、人為的に加工されたものもある（再生土
製品）

小破片 ・大きさが長径２cm程度以下の小さな破片

・破片が小さいため接合に適さず、復原作業に与える影響
も少ない
・破片そのものの情報は少ない
・小さいため注記できないものもある
・ある破片に接合した場合、接合関係についての情報が得
られる

部位・名称 内容

口縁部 ・口唇部が残存するもの
・口唇部は残存しないが、これに近い部位と判断できるもの

底部 ・底面が残存するもの
・底面は残存しないが、これに近い部位と判断できるもの

胴部 ・口縁部、底部、不明以外のもの

不明 ・部位を特定できないもので、小破片に多い

種別 時代 時期 群 類 土器群・型式名

土器

縄文時代

早期 �群
ａ類 貝殻文・条痕文・沈線文を有する土器群

ｂ類 東釧路式系土器群

前期 �群
ａ類 縄文尖底土器群

ｂ類 円筒土器下層式 それに伴う土器群

中期 �群
ａ類 円筒土器上層式・サイベ沢Ⅶ式

萩ヶ岡１式・萩ヶ岡２式に相当する土器群

ｂ類 萩ヶ岡３（天神山式）・柏木川式
北筒式に相当する土器群

後期 �群
ａ類 余市式・タプコプ式・入江式に相当する土器群

ｂ類 ウサクマイＣ式・手稲式・ホッケマ式に相当する土器群

ｃ類 堂林式・三ッ谷式・御殿山式に相当する土器群

晩期 �群
ａ類 大洞Ｂ式・大洞ＢＣ式 それに伴う土器群

ｂ類 大洞Ｃ１式・大洞Ｃ２式 それに伴う土器群

ｃ類 大洞Ａ式・大洞Ａ’式 それに伴う土器群

続縄文時代 �群 続縄文式土器

擦文時代 �群 擦文土器

時期不明・
判断不可能なもの 不明 剥離や磨耗、小破片が多い

表９ 土器時期分類基準

表１０ 土器部位分類基準

表１１ 土器残存状態分類基準
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分類 分類 内容
剥
片
石
器
・
石
製
品

完形 残存する部分が９０％以上のもの

準完形 「完形」と「半形」の中間的なもの 完形に近いもの

半形 残存する部分が５０～２５％程度のもの

片 残存する部分が２５％程度未満のもの

礫
石
器

完形 大きな割れ口が無いもの 割れ口を有しても機能部が損なわれていないもの

準完形 割れ口があり、完形の状態を想定でき、残存する部分が７５％程度のもの

半形 割れ口があり、完形の状態を想定でき、残存する部分が５０～２５％程度のもの

片 割れ口があり、完形の状態を想定し難く、残存する部分が２５％程度未満のもの

礫
完形 割れ口のないもの

片 割れ口があるもの

分類 器種・名称 備考 主要な
石材

剥
片
石
器

石鏃

黒曜石

頁岩

等

石槍・ナイフ

石錐

つまみ付きナイフ「石匙」

スクレイパー

U・Rフレイク 定型的な形態を有さないが、人為的な使用痕・加工痕が認められるフレイク
U＝utilized R＝retouched

石核

フレイク・チップ

原石

礫
石
器

磨製石斧 泥岩
片岩
等磨製石斧原石

たたき石

安山岩
砂岩
凝灰岩
等

すり石

北海道式石冠

石錘

砥石

台石・石皿

石製品 名称・通称 玉 タルク岩
等

礫
U・Rレキ 人為的な使用痕・加工痕が認められる礫

U＝utilized R＝retouched 各種
レキ 自然礫で、遺跡に人為的に持ち込まれたと考えられるもの

表１２ 石器等器種分類基準

表１３ 石器等残存状態分類基準
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火成岩 優白岩（酸性） 中性岩（中性） 優黒岩（塩基性岩） 超塩基性岩

火山岩

火山噴出物
（多孔質）

溶岩（地表に出たマグマが冷え固まったもの）
浮岩（軽石） 岩滓（スコリア） ―

ガラス質
（非結晶質）
石基のみ

黒曜岩（石） ― ―

斑状組織 微晶
石基

流紋岩 安山岩 玄武岩 ―

半深成岩 斑状組織 細晶 石英斑岩 ヒン岩 輝緑岩 ―

深成岩
等粒状組織
完結晶

花崗岩 閃緑岩 斑糲岩
橄欖岩
蛇紋岩

二酸化ケイ素（ケイ酸 SiO２） ６６％以上 ５２～６６％ ５２％以下 ４５％以下
有色造岩鉱物（色指数） １０％以下 １０～３０％ ３０％以上 ６０～７０％以上

主体的な有色造岩鉱物 黒雲母
輝石 橄欖石

蛇紋石角閃石 橄欖石

主体的な無色造岩鉱物
石英
斜長石

斜長石 ―

堆積岩
火山砕屑岩 ：火山噴出物から構成される

火山角礫岩 ；３２㎜以上の火山噴出物（火山岩塊）５０％以上含む
凝灰角礫岩 ；３２㎜以上の火山噴出物（火山岩塊）５０％未満含む
火山礫凝灰岩 ；２～３２㎜の火山噴出物（火山礫）から主体的に構成される

凝灰岩（溶結凝灰岩）；２㎜以下の火山噴出物（火山灰）から主体的に構成される
砕屑岩 ：丸みを帯びた鉱物片、岩片等から構成され「層理」がみられる

礫岩 ；粒度区分上の礫を５０％以上含む
角礫岩 ；含有する礫が角ばっている（亜角～角礫状）もの

砂岩 ；粒度区分上の砂を５０％以上含む
・砂の粒度により「粗粒」・「細粒」に、硬さにより「硬質」・「軟質」等に分けられる

泥岩 ；粒度区分状の泥（シルト・粘土）５０％以上から構成される
・粒度区分から「シルト岩」と「粘土岩」に分けられる
頁岩 ；泥岩で固結が強く、貝殻状の割れ口を呈するもの

珪質頁岩 ；頁岩で透明な石英質（ケイ酸 SiO２）部分を含むもの
粘板岩・千枚岩 ；堆積岩と変成岩の中間的なもの

有機岩

チャート ；潜晶質石英（SiO２）
・有機質（生物遺体）
・無機質

変成岩 ：変成鉱物から構成される 結晶質
接触（熱）変成岩 ：熱による変成作用を受けたもの

ホルンフェルス ；堆積岩が熱変成作用を受け、微粒状組織となったもの
広域変成岩 ：熱・圧力による変成作用を受けたもの

片岩 ；再結晶化により「片理」がみられるもの
片麻岩 ；再結晶化が進行し、「班状変晶」や「片麻状組織」がみられるもの

石製品・玉類の石材
超塩基性岩

蛇紋岩 ；蛇紋石・橄欖石を主成分とするもの 橄欖岩等が変成したもの
蛇紋岩からの変成岩

ロジン岩 ；蛇紋岩化作用により、生じる変成岩

緑泥石岩
（緑泥片岩 緑色片岩）

；輝石・角閃石・黒雲母等の二次変質により生じる鉱物（緑泥石）を主成分と
する岩石

タルク岩（滑石片岩）
；橄欖岩・輝石・角閃石等の二次変質により生じる鉱物（滑石）を主成分とす
る岩石

鉱物等

表１４ 岩石分類体系
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大項目 小項目 岩石名 英語名 略号

火成岩

火山噴出物
軽石（浮岩） Pumice Pum

岩滓（スコリア） Scoria Sco

溶岩 溶岩 Lava Lav

火山岩

黒曜石（黒曜岩） Obsidian Obs

流紋岩 Rhyolite Rhy

安山岩 Andesite And

玄武岩 Basalt Bas

深成岩

花崗岩 Granite Gra

閃緑岩 Diorite Dio

斑糲岩 Gabbro Gab

堆積岩

火山砕屑岩
火山礫凝灰岩 Lapilli Tuff Ltu

凝灰岩 Tuff Tuf

砕屑岩

礫岩 Conglomerate Con

砂岩 Sandstone San

泥岩
（緑色泥岩）

Mudstone
（Green Mudstone）

Mud
（Gr.Mud）

頁岩 Shale Sha

チャート Chert Che

粘板岩 Slate Sla

変成岩

片岩 Schist Sch

片麻岩 Gneiss Gns

ホルンフェルス Hornfels Hor

超塩基性岩
蛇紋岩 Serpentinite Ser

橄欖岩 Peridotite Per

上記以外 和名（漢字）で表記

＊石英質（ケイ酸 SiO２）の岩石・鉱物の便宜的な分類体系

堆積岩

チャート

フリント ；チャートのうち、明瞭な貝殻状断口を呈するもの 火打ち石

珪質頁岩

珪藻岩 ；珪質の岩石が熱・圧力による変成作用を受け、極微粒の石英集合体となったもの

変成岩

珪岩（珪石） ；珪藻類のケイ酸質遺骸が堆積し生じたもの

鉱物

水晶 ；無色透明の石英 結晶質

碧玉 ；隠微晶質の石英で酸化鉄を多量に含む 不透明 暗緑～緑暗色

玉随 ；隠微晶質の石英で比較的均質なもの 淡褐～灰色

めのう ；隠微晶質 繊維状・縞状 不透明 玉随の一種

表１５ 岩石（石材）の略号
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Ⅳ章 Ａ地区 Ⅲ層の遺構と出土遺物

１．概要（図１３）
調査した遺構は、焼土１３か所、礫集中１８か所、柱穴・杭穴４２か所、土坑１か所である。これらを現

場で個別に調査しながら、他の遺構との位置関係から建物跡を想定し、７軒が認められた。時期は擦

文文化期後期～中世アイヌ文化期である。多くの遺構はⅢ層の中位～下位で確認した。

これらは、いくつかのまとまりでみられる。北側にはＡＵＳ－１・４、ＡＵＦ－５とＡＵＰ－１が

ややまとまってみられ、ＡＵＳ－１３は調査区の中央付近で単独で位置し、調査区の南東側では、ＡＵ

ＰＳ－７とＡＵＦ－１２・１３、ＡＵＳ－１４～１８、柱穴・杭穴が数か所ある。最も集中しているのは、Ｘ

～ｄライン・１３～２３ラインの間である。この範囲の東側にＡＵＰＳ－１・２・３があり、前二軒は切

り合う。調査区中央の沢に面する西側部分にはＡＵＰＳ－５があり、鍬先が出土した。南側部分では

ＡＵＰＳ－４・６が認められ、鉄鍋が出土した。

特に焼土や礫集中がみられた場所では建物跡を想定し、周囲での柱穴・杭穴の調査を徹底した。確

認できた遺構の位置から予測した地点で精査や半截を行った。Ⅲ層中で柱穴・杭穴の平面は確認でき

ず、すべてⅣ層で確認した。また下位のⅤ層の調査でも発見に努めた。

（末光）

２．建物跡（図１４～２０ 表１６・１７ カラー図版３・４ 図版３～９）

ＡＵＰＳ－１（図１４ 図版３・４）

位 置 Ｘ・Ｙ－１６～１８区 規 模 （４．９７）×４．４４ｍ

柱 数 ３か所（ＡＳＰ－３１・３６・３９）

付属遺構

焼土２か所（ＡＵＦ－１・２） 礫集中３か所（ＡＵＳ－２Ａ・２Ｂ・２Ｃ）

ＡＵＦ－１

位 置 Ｘ－１７区 規 模 ０．９５×０．５４／０．１１ｍ 平面形態 楕円形

ＡＵＦ－２

位 置 Ｘ－１７区 規 模 ０．５９×０．３２／０．０７ｍ 平面形態 楕円形

ＡＵＳ－２Ａ

位 置 Ｙ－１７区 規 模 ０．８２×０．６２ｍ

ＡＵＳ－２Ｂ

位 置 Ｙ－１７区 規 模 １．７０×０．８１ｍ

ＡＵＳ－２Ｃ

位 置 Ｙ－１７・１８区 規 模 ０．６６×０．４１ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位で礫が多く出土し、さらに焼土２か所も確認した。これらにつ

いて個別の遺構名（ＡＵＳ－２ ＡＵＦ－１・２）を付して調査し、その後、周囲で柱穴・杭穴を調

査したところ、Ⅳ層上面で３か所（ＡＳＰ－３１・３６・３９）確認したので、平地住居跡と判断した。

ＡＵＦ－１・２の長軸は東西方向である。ＡＳＰ－３６は住居跡の角の柱穴と考えられ、断面は斜め

である。ＡＳＰ－３１・３９ともに浅い。
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図１３ Ａ地区遺構位置図・Ⅲ層上面地形測量図
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図１４ ＡＵＰＳ－１
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図１５ ＡＵＰＳ－２
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遺物出土状況 東側のＡＵＦ－１からは「針」が、西側のＡＵＦ－２の周囲ではレキが散在的に出土

した。礫集中は大きく三つのまとまりがみられ（Ａ～Ｃ）、ＡＵＦ－１近くのＡＵＳ－２Ａには、特に

密集する部分が長方形でみられる。

重 複 ＡＵＰＳ－２と平面が重なるが、新旧関係は不明である。

時 期 Ⅲ層下位で確認されたので、中世アイヌ文化期と判断される。

ＡＵＰＳ－２（図１５ 図版４）

位 置 Ｘ・Ｙ－１５～１７区 規 模 ５．７０×４．２６ｍ

柱 数 ９か所（ＡＳＰ－２９・３０・３２・３３・３４・３５・３７・３８・４０）

付属遺構 焼土１か所（ＡＵＦ－６）

ＡＵＦ－６

位 置 Ｙ－１６区 規 模 ０．７１×０．５０／０．１１ｍ 平面形態 楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位で灰と焼土（ＡＵＦ－６）がみつかった。これを調査した後、

周囲で柱穴・杭穴をさがしたところ、９か所（ＡＳＰ－２９・３０・３２・３３・３４・３５・３７・３８・４０）確認

でき、平地住居跡と判断した。ＡＳＰ－３４・３５・３７は直線上に位置し、ＡＳＰ－３０・３８は住居跡の角

と考えられる。ＡＵＦ－６が住居跡の中心との前提で推定される住居跡の平面形状と、ＡＳＰ－２９・

３２・３３・４０の位置は合致する。

遺物出土状況 住居跡の北東部分のＡＳＰ－４０付近から棒状の鉄製品が出土した。

重 複 ＡＵＰＳ－１と平面が重なるが、新旧関係は不明である。

時 期 Ⅲ層下位で確認されたので、中世アイヌ文化期と判断される。また、ＡＵＦ－６出土の炭

化物（ＩＫ３－４）の放射性炭素年代測定結果は最古で１４世紀末葉で、最新では１５世紀半ばである（Ⅶ

章２節・付篇参照）。

ＡＵＰＳ－３（図１６ 図版５）

位 置 Ｚ－１７・１８、ａ－１７区 規 模 （３．２３）×３．４５ｍ

柱 数 ４か所（ＡＳＰ－２２・２３・２４・２５）

付属遺構 焼土１か所（ＡＵＦ－３） 礫集中１か所（ＡＵＳ－３）

ＡＵＦ－３

位 置 Ｚ－１７区 規 模 ０．７０×０．４４／０．１０ｍ 平面形態 楕円形

ＡＵＳ－３

位 置 Ｚ－１７区 規 模 ０．６０×０．３９ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位で焼土（ＡＵＦ－３）と礫集中（ＡＵＳ－３）がみられた。こ

れらの調査後、周囲で柱穴・杭穴を調査したところ、４か所（ＡＳＰ－２２・２３・２４・２５）を確認でき、

平地住居跡と判断した。ＡＵＦ－３は灰集中を伴い、ＡＵＳ－３の位置は住居跡の北西側の角と推測

される。ＡＳＰ－２３・２４を結ぶ線は炉跡ＡＵＦ－３の短軸方向と平行で、この焼土からＡＳＰ－２２と

２５までの距離はほぼ同じである。

遺物出土状況 焼土と礫集中の遺物は、すべて堆積岩のレキでやや散在的である。

時 期 Ⅲ層の下位で確認されたので、中世アイヌ文化期と判断される。また、ＡＵＦ－３出土の

炭化物（ＩＫ３－１）の放射性炭素年代測定結果は１４世紀末葉～１５世紀半ばである（Ⅶ章２節・付篇

参照）。



４６

図１６ ＡＵＰＳ－３
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図１７ ＡＵＰＳ－４



４８

図１８ ＡＵＰＳ－５
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ＡＵＰＳ－４（図１７ 図版６）

位 置 ａ・ｂ－１９・２０区 規 模 ２．９６×（２．０６）ｍ

柱 数 ２か所（ＡＳＰ－７・８）

付属遺構 焼土１か所（ＡＵＦ－４）

ＡＵＦ－４

位 置 ｂ－１９区 規 模 ０．４９×０．３１／０．０４ｍ 平面形態 楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位で焼土（ＡＵＦ－４）がみつかった。周囲にはレキが散在して

出土した。これを調査した後、周辺を掘り進めながら、柱穴・杭穴をさがしたところ、２か所を確認

し、平地住居跡と判断した。ＡＵＦ－４は楕円形でⅣ層が被熱し、これの長軸方向の延長上にＡＳＰ

－７・８を確認した。ともに先端部が住居跡の外側に傾く断面形態を呈する。

遺物出土状況 焼土のものとした出土遺物は堆積岩のレキが多く、被熱するものは少ない。

時 期 Ⅲ層の下位にあり、層位的には中世アイヌ文化期と判断される。また、ＡＵＦ－４出土の

炭化物（ＩＫ３－２）の放射性炭素年代測定結果は１５世紀半ば～１５世紀後半または１６世紀前半である

（Ⅶ章２節・付篇参照）。

ＡＵＰＳ－５（図１８ 図版７）

位 置 Ｘ・Ｙ－２１・２２、Ｙ－２３区 規 模 ３．４４×３．４４ｍ

柱 数 ５か所（ＡＳＰ－１３・１４・１５・１６・１７）

付属遺構 焼土１か所（ＡＵＦ－１０） 礫集中２か所（ＡＵＳ－９Ａ・９Ｂ）

ＡＵＦ－１０

位 置 Ｘ－２２区 規 模 ０．７２×０．４０／０．０７ｍ 平面形態 楕円形

ＡＵＳ－９Ａ

位 置 Ｘ－２２区 規 模 １．６６×０．９９ｍ

ＡＵＳ－９Ｂ

位 置 Ｙ－２２区 規 模 ２．２８×０．６３ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位で礫集中（ＡＵＳ－９）がみられ、その周囲を少し掘り下げた

ら、焼土（ＡＵＦ－１０）もみつかった。これを調査後、柱穴・杭穴を調査し５か所（ＡＳＰ－１３・１４・

１５・１６・１７）を確認したので、平地住居跡と認定した。ＡＵＦ－１０はⅣ層が被熱し、ＡＳＰ－１３・１６・

１７は比較的深く、住居跡の角の柱穴と推定される。

遺物出土状況 焼土ＡＵＦ－１０とＡＵＳ－９の出土遺物はすべてレキで、散在的で集中部分はみられ

ない。また、鉄製の鍬先の出土位置（図２９）も本遺構と重なり、伴う可能性が考えられる。

時 期 Ⅲ層の下位で確認したので、中世アイヌ文化期と判断される。

ＡＵＰＳ－６（図１９ 図版８）

位 置 ｃ－２０・２１区 規 模 ２．９６×２．１１ｍ

柱 数 ４か所（ＡＳＰ－２・３・４・５）

付属遺構 なし

確認・調査 包含層調査完了後、Ⅳ層上面で円形を呈する黒色土が４か所みられた。半截したところ、

土層断面から、すべて柱穴であると判断した。他の建物跡ＡＵＰＳと比べて規模が大きく、倉庫等の

建物跡と推定される。



５０

図１９ ＡＵＰＳ－６
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図２０ ＡＵＰＳ－７



５２

図２１ ＡＵＦとＡＵＳ（１）
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遺物出土状況 柱穴を結んだ範囲内では、遺物は出土していない。また、ＡＳＰ－２・４の覆土から

石鏃・レキが出土した。下位の縄文時代の包含層から混入したと考えられる。

時 期 Ⅲ層下位の遺構であり、中世アイヌ文化期と推測される。

（広田良成）

ＡＵＰＳ－７（図２０ 図版９）

位 置 Ｖ・Ｗ－１０区 規 模 （２．１８）×（１．６６）ｍ

柱 数 ３か所（ＡＳＰ－１９・２０・２１）

付属遺構 礫集中１か所（ＡＵＳ－１７）

ＡＵＳ－１７

位 置 Ｗ－１０区 規 模 １．４３×０．６２ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位で礫集中（ＡＵＳ－１７）がみられ、単独の遺構として調査した。

その後、周囲の包含層調査を進めたところ、Ⅳ層上面で、円形の黒色土が直線状に並んでみられた。

半截し土層断面を観察したところ、すべて柱穴であった。他の建物跡ＡＵＰＳと比べて規模が大きい

ので、倉庫等の建物跡と推定される。

遺物出土状況 ＡＵＳ－１７は、堆積岩のレキが出土し北東側部分に小さな集中部分がある。また、こ

れらの礫は、調査手順を誤認したため、高さを計測する前に取り上げた。

時 期 Ⅲ層下位の位置で、層位的に中世アイヌ文化期と判断される。

（広田・末光）

３．近接する焼土と礫集中（図２１～２３ 表１８・１９ 図版１０・１１）

ＡＵＦ－７とＡＵＳ－８（図２１ 図版１０）

ＡＵＦ－７

位 置 Ｙ・Ｚ－２２区 規 模 ０．６２×０．４４／０．０４ｍ 平面形態 楕円形

ＡＵＳ－８

位 置 Ｙ－２１・２２区 規 模 ２．３８×１．８０ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキがまとまって出土した。周囲を掘り広げ範囲を確認し、

礫集中（ＡＵＳ－８）と判断した。調査後、Ⅲ層を掘り下げたところ、近くで焼土（ＡＵＦ－７）も

確認した。周辺をⅣ層上面で精査したが、柱穴・杭穴等はみつからなった。北側部分はＡＵＰＳ－５

と近接する。

遺物出土状況 ＡＵＳ－８は砂岩・凝灰岩が多く、散在的であるが、集中部分もみられる。

時 期 Ⅲ層下位で、中世アイヌ文化期と考えられる。

ＡＵＦ－９・１１とＡＵＳ－６（図２２ 図版１０）

ＡＵＦ－９

位 置 Ｙ－１４区 規 模 ０．９０×０．３７／０．０６ｍ 平面形態 長楕円形

ＡＵＦ－１１

位 置 Ｚ－１４区 規 模 ０．９５×０．６２／０．０６ｍ 平面形態 楕円形

ＡＵＳ－６Ａ

位 置 Ｙ－１４区 規 模 １．８４×１．０２ｍ

ＡＵＳ－６Ｂ



５４

図２２ ＡＵＦとＡＵＳ（２）
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位 置 Ｘ－１４・１５区 規 模 ０．５６×０．５４ｍ

ＡＵＳ－６Ｃ

位 置 Ｘ・Ｙ－１４・１５区 規 模 ３．６０×２．０３ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキが出土した。まとまりと散在する部分がみられた。これ

らを礫集中（ＡＵＳ－６）と判断した。また、周囲を掘り広げている時、焼土を２か所確認した（Ａ

ＵＦ－９・１１）。両者は長軸が同一直線上に位置する。なお、ＡＵＦ－１１のすぐ南側は調査区境界の崖

である。建物跡の可能性を考え、周辺のⅣ層上面を精査したが、柱穴・杭穴等はみつからなった。本

遺構の北西側にはＡＵＰＳ－２がある。

遺物出土状況 ＡＵＳ－６は堆積岩が多く、長方形を呈し最も密集し規模が大きなものを「Ａ」、これ

よりも北西側の小規模なまとまりを「Ｂ」、それ以外の散在するものを「Ｃ」と細分した。「Ｃ」にも

十点程度のまとまりが認められる。

時 期 Ⅲ層下位で、中世アイヌ文化期と考えられる。ＡＵＳ－６出土の炭化物（ＩＫ３－８）の

放射性炭素年代測定結果は、１２世紀末葉または１３世紀前半～１３世紀半ばである（Ⅶ章２節・付篇参照）。

ＡＵＦ－１３とＡＵＳ－１５（図２３ 図版１１）

ＡＵＦ－１３

位 置 Ｔ－１１区 規 模 ０．４８×０．２９／０．０７ｍ 平面形態 楕円形

ＡＵＳ－１５

位 置 Ｓ・Ｔ－１１区 規 模 ２．０６×１．１６ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキの小規模なまとまりを確認した。これを礫集中（ＡＵＳ

－１５）と判断し、周囲を掘り広げたところ、焼土（ＡＵＦ－１３）もみつかった。周辺をⅣ層上面まで

掘り下げ精査したが、柱穴・杭穴等はみられなかった。

遺物出土状況 ＡＵＳ－１５は、数点の小さなまとまりが複数みられる。

時 期 Ⅲ層下位で、中世アイヌ文化期と考えられる。

ＡＵＦ－１２とＡＵＳ－１４（図２１ 図版１１）

ＡＵＦ－１２

位 置 Ｓ－８区 規 模 １．７０×０．３８／０．０４ｍ 平面形態 長楕円形

ＡＵＳ－１４

位 置 Ｓ－８区 規 模 ０．８９×０．９０ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキがまとまって出土した。周囲を掘り広げ範囲を確認し、

礫集中（ＡＵＳ－１４）と判断した。調査後、Ⅲ層を掘り下げたところ、近くで細長い焼土（ＡＵＦ－

１２）も確認した。周辺のⅣ層上面を精査したが、柱穴・杭穴はみつからなった。なお、礫集中の遺物

は調査手順を誤認したため、出土位置の高さを計測する前に取り上げた。

遺物出土状況 ＡＵＳ－１４は中心に集中部分があり、周辺にむかい散在的である。

時 期 Ⅲ層下位で、中世アイヌ文化期と考えられる。

（広田・末光）

４．焼土（図２３ 表１８ 図版１１）

ＡＵＦ－５（図２３）



５６

図２３ ＡＵＦとＡＵＳ（３）・ＡＵＦ
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図２４ ＡＵＳ（１）



５８

図２５ ＡＵＳ（２）
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位 置 Ｈ・Ｉ－１４区 規 模 １．８０×０．４７／０．０６ｍ 平面形態 不整な溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位で細長い褐色土がみられた。半截して断面を観察し、炭化物も

みられたことから、焼土と認定した。周囲を精査したが、柱穴・杭穴等の遺構はみられなかった。細

長い形状は、円～楕円形のものが平面で連続していると推測され、炉跡を近接させて移動させて、使

用していたと推測される。

遺物出土状況 本遺構の遺物と判断したものはない。

時 期 Ⅲ層下位にあり、層位的には中世アイヌ文化期である。出土した炭化物（ＩＫ３－３）の

放射性炭素年代測定結果は、１２世紀中頃～１３世紀初頭である（Ⅶ章２節・付篇参照）。

（広田）

ＡＵＦ－８（図２３）

位 置 ｃ－２５区 規 模 （０．３２）×０．５０／０．１１ｍ 平面形態 不整な楕円形？

確認・調査 包含層調査中、風倒木痕内に褐色土がみられた。半截して断面を観察し、焼土と判断し

た。周囲を精査したが、柱穴・杭穴等の遺構はみられなかった。くぼみはなく、風倒木痕を利用した

とは考えがたく、偶然にこの場所に造られたと考えらえる。

遺物出土状況 焼土のそばでチャートの礫が出土し、火打石の可能性がある。

時 期 Ⅲ層下位にあることから、中世アイヌ文化期と判断される。

５．礫集中（図２４～２６ 表１９ 図版１１・１２）

ＡＵＳ－１（図２４）

位 置 Ｈ・Ｉ－１７区 規 模 ３．３１×２．０４ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位で、レキが円形を呈しまとまる状況（遺物番号：１９）がみられ

た。周囲を掘り進めたところ、レキやⅦ群土器が散在して確認され、遺構と判断した。

時 期 層位と出土土器から擦文文化期後期と判断される。

ＡＵＳ－４（図２４）

位 置 Ｉ－１５区 規 模 １．０４×０．３８ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキがややまとまってみられ、礫集中と判断した。

時 期 Ⅲ層下位で確認したので、中世アイヌ文化期と推測される。

（末光）

ＡＵＳ－５（図２４）

位 置 ａ・ｂ－２１・２２区 規 模 １．７７×１．６４ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキがややまとまってみられ、礫集中と判断した。南側では

炭化物集中を２か所確認し、炭化物も出土した。

時 期 Ⅲ層下位にあることから、中世アイヌ文化期であろう。また、本遺構出土の炭化物の放射

性炭素年代測定結果は、礫集中内のもの（ＩＫ３－５）は、最古で１５世紀半ば、最新で１７世紀初頭、

炭化物集中１のもの（ＩＫ３－７）は１２世紀後半～１３世紀前半、この集中の近く出土の試料（ＩＫ３

－６）はともに１２世紀中頃～１３世紀初頭で、大きく三つの時期が想定される（Ⅶ章２節・付篇参照）。

（広田）
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図２６ ＡＵＳ（３）
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ＡＵＳ－７（図２４）

位 置 ｄ－２４区 規 模 ０．２５×０．２５ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキのまとまりがあり、礫集中と判断した。

時 期 Ⅲ層下位にあることから、中世アイヌ文化期と考えられる。出土した炭化物（ＩＫ３－９）

の放射性炭素年代測定結果は１２世紀中頃～１３世紀前半である（Ⅶ章２節・付篇参照）。

ＡＵＳ－１０（図２５）

位 置 Ｖ・Ｗ－１９区 規 模 ３．２９×２．１６ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキが散在的であるが、周囲と比べてやや多くみられたので、

礫集中と判断した。

時 期 Ⅲ層下位で確認したので、中世アイヌ文化期と考えられる。

ＡＵＳ－１１（図２５）

位 置 Ｗ－１７・１８区 規 模 ３．２４×１．９３ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキが散在的であるが、周囲と比べてやや多くみられたので、

礫集中と判断した。

時 期 Ⅲ層下位で確認したので、中世アイヌ文化期と考えられる。

ＡＵＳ－１２（図２５）

ＡＵＳ－１２Ｂ（全体）

位 置 ｂ・ｃ－１７区 規 模 ２．５５×１．６１ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキがまとまって出土した。礫集中と判断し、この集中部分

「Ａ」とし、周囲に広がりを確認するため掘り広げたが、ここ以外は散在的な出土であった。

時 期 Ⅲ層下位で確認したので、中世アイヌ文化期と考えられる。

ＡＵＳ－１３（図２６）

位 置 Ｎ・Ｏ－１４・１５区 規 模 ０．４０×０．３２ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキがまとまって出土し、礫集中と判断した。長方形の範囲

に集中し、北西側部分は重なるものも多い。

時 期 Ⅲ層下位で確認したので、中世アイヌ文化期と考えられる。

ＡＵＳ－１６（図２６）

位 置 Ｕ－１０・１１区 規 模 １．８０×１．５８ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキがまとまって出土し、礫集中と判断した。集中部分は長

方形を呈し、この周囲では散在的な出土である。

時 期 Ⅲ層下位で確認したので、中世アイヌ文化期と考えられる。

ＡＵＳ－１８（図２６）

位 置 Ｔ－１０区 規 模 １．１７×１．０３ｍ

確認・調査 包含層調査中、Ⅲ層下位でレキがややまとまってみられ、礫集中と判断した。集中部分
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図２７ ＡＳＰ（１）
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図２８ ＡＳＰ（２）
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は南側で、大きさが同じレキがまとまっていた。

時 期 Ⅲ層下位で確認したので、中世アイヌ文化期と考えられる。

６．柱穴・杭穴（図２７・２８ 表２０ 図版１２・１３）

ＡＳＰ－１・６・９・１０・１１・１２・１８・２６・２７・２８・４１・４２

確認・調査 Ⅲ層の包含層調査で確認に努めたが、発見は難渋し、すべてⅣ層で確認した。焼土や礫

集中、遺物が多くみられたところは、特に丹念に精査をした。柱穴・杭穴は４２か所確認できた。ここ

で報告するものは、建物跡や他の遺構との関連性を積極的に見いだせなかった１２か所である。

ＡＳＰ－６・１は近くでみつかり、前者はＡＵＳ－５と重複し、これよりも古いと推測される。ＡＳ

Ｐ－９・１０・１１は同一直線状でほぼ等間隔で確認した。近くから鉄鍋（図２９）が出土した。ＡＳＰ－

１２はこれらの東側に位置する。ＡＳＰ－１８はＡＵＰＳ－５・ＡＵＦ－７・ＡＵＳ－８の南西側でみつ

かった。ＡＳＰ－２６・２７は周囲に焼土・礫集中がみられない。ＡＳＰ－２８はＡＵＰＳ－２に近く関連

する可能性がある。ＡＳＰ－４１の周囲には他の遺構がみられない。ＡＳＰ－４２は、ＡＵＰＳ－７とＡ

ＵＳ－１６のほぼ中間に位置する。

断 面 大きく分けて、複数に分層できる比較的大型のもの（ＡＳＰ－１・６・９・１１・１２・２７）

と、分層できない小型のもの（ＡＳＰ－１０・１８・２６・２８・４１・４２）があり、覆土はすべて黒色土が主

体である。また、ＡＳＰ－１８のように斜めのものもあるが、数は少ない。

遺物出土状況 これら１２か所で遺物が出土したものはない。

時 期 Ⅳ層で確認したが、この地域に位置する他の遺跡の調査成果から、Ⅲ層の遺構と判断され、

擦文文化期後期～中世アイヌ文化期と考えられる。

７．土坑
ＡＵＰ－１（図２９ 表２１ 図版１３）

位 置 Ｊ・Ｋ－１８区 規 模 １．４０×０．６０／（１．３１）×０．４８／０．１０ｍ

平面形態 長楕円形

確認・調査 包含層調査完了後、不整形な黒色土がみられた。半截したところ、壁の立ち上がりと平

坦な面を確認したので遺構と判断した。浅いことや覆土、長軸方向の断面形態から、調査区中央の沢

への斜面に切り込んで構築された、道跡の可能性も考えられる。

覆 土 Ⅲ層の黒色土が主体で、一部Ⅳ層が混じる。

壁・坑底面 壁はいずこもゆるやかに立ち上がり、坑底面は南西側部分へとゆるやかに傾斜する。

遺物出土状況 遺構全体から炭化物が多く出土した。

時 期 Ⅲ層が主たる覆土であり、擦文文化期後期または中世アイヌ文化期と推測している。

（末光）

８．出土遺物
Ａ地区のⅢ層の調査で出土した遺構・包含層出土の遺物を報告する。

（１）土器（図３０ 表２２・２６～２８ 図版３４・３７）

土器は３が礫集中ＡＵＳ－１の出土で、これ以外は包含層出土である。

復原土器（Ⅶ群）

１は外反する口縁部から直立気味の胴部に至る器形を呈する。外面には半円状の押捺文と平行沈線
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図２９ ＡＵＰ・鉄製品出土状況
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文が施され、器面調整はミガキである。２は曲線的に胴部へとすぼまる器形で、胴部中位に矢羽根状

の刻みがみられ、器面調整はヘラミガキである。ともに遺構が位置する場所から離れて出土した。

破片土器（Ⅶ群）

口縁部

３はナデ調整の後に刺突文が施される。４は口唇部直下の器面が無文で、半截竹管状工具による施

文がみられる。

胴部

５・６・７には平行沈線文と刻みがみられ、６には補修孔、７には貼付囲繞帯が施される。

（２）石器等（図３１・３２ 表２３～２５・２８・２９ 図版４２・４５）

遺構出土の石器

１はＡＵＦ－１（ＡＵＰＳ－１）出土で、石材はチャート、表面と周縁が打ち欠かれており、火打

石と考えられる。２・３はＡＵＦ－４（ＡＵＰＳ－４）出土のたたき石で、２は左右両側面、３は上

下両面にたたき痕がみられる。４はＡＵＳ－１出土の直方体を呈する台石で、使用痕は部分的である。

５はＡＵＳ－３（ＡＵＰＳ－３）出土のすり石で、表裏両面が凹状を呈する使用痕が観察される。６

図３０ Ａ地区 Ⅲ層 遺構・包含層出土の土器
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図３１ Ａ地区 Ⅲ層 遺構出土の石器



６８

図３２ Ａ地区 Ⅲ層 包含層出土の石器
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はＡＵＳ－４出土のたたき石で、両側縁に部分的な使用痕がある。７はＡＵＳ－１６出土のチャートで、

打ち欠きがみられる。なお、Ⅲ層遺構出土の礫石器と礫はすべて計測し表２９にまとめた。

包含層出土の石器

１は黒曜石製の石鏃で、２は縦長のつまみ付きナイフである。３・４はチャートで、３は表面と周

縁に打ち欠きが顕著で、４は割れ口があり、火打石と判断する。５はたたき石で、部分的な使用痕は

表裏両面で、位置が同じである。６は緑色泥岩製で、形状や使用痕からたたき石であろう。７は砂岩

性の砥石で、８は巻貝化石である。

（３）鉄製品（図１４・１５・２９・３３ 表３０ カラー図版４・図版３３・４１）

１は建物跡ＡＵＰＳ－１の炉跡の焼土ＡＵＦ－１から出土した針である。保存処理前のＸ線透過写

真では上端に孔が観察される。２はＺ－２０区で出土した鉄鍋で、底部の約１／４が残存する。

３は、建物跡ＡＵＰＳ－２の柱穴ＡＳＰ－４０の上面でみつかった棒状品である。４はＸ－２１区で出

土した鍬先である。

以上の鉄製品は調査区の南側、建物跡やその周辺から出土し、これらの遺構に関連するもので、中

世アイヌ文化期と考えられる。

（末光）

図33 Ａ地区 Ⅲ層出土の鉄製品
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表１６ 建物跡一覧表

表１７ 建物跡・付属遺構一覧
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表１８ Ａ地区 Ⅲ層 焼土一覧表

表１９ Ａ地区 Ⅲ層 礫集中一覧表
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表２０ Ａ地区 Ⅲ層 柱穴・杭穴一覧表

表２２ Ａ地区 Ⅲ層 遺構出土土器点数表 表２３ Ａ地区 Ⅲ層 遺構出土剥片石器点数表

表２１ Ａ地区 Ⅲ層 土坑一覧表
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表２４ Ａ地区 Ⅲ層 遺構出土礫石器・石製品・レキ点数表

表２５ ＡＵＳ出土礫石器・石製品・レキ点数表
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表２６ Ａ地区 Ⅲ層 Ⅶ群復原土器観察表（Ｇ－２０区・Ｑ－９区）

表２７ Ａ地区 Ⅲ層 遺構・包含層出土破片土器観察表
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表２８ Ａ地区 Ⅲ層 遺構・包含層出土石器等観察表

表３０ Ａ地区出土 鉄製品一覧表
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表２９ ＡＵＳ出土レキ三軸計測表（１）
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表２９ ＡＵＳ出土レキ三軸計測表（２）
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表２９ ＡＵＳ出土レキ三軸計測表（３）
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表２９ ＡＵＳ出土レキ三軸計測表（４）



８０

表２９ ＡＵＳ出土レキ三軸計測表（５）
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Ⅴ章 Ａ地区 Ⅴ層の遺構と出土遺物

１．概要（図３４）
Ａ地区のⅤ層では、土坑（ＡＬＰ）１基、Ｔピット（ＡＴＰ）３１基、石組炉（ＡＬＦＲＳ）１か所、

焼土（ＡＬＦ）５か所を調査した。

ＡＬＰ－１は調査区の南東側に位置し浅い。Ｔピットは坑底面の形状から、溝状、長楕円形、楕円

形に分けられ、およそ３か所のまとまりが認められる。北側部分ではＧ～Ｊライン付近の東西方向に

ＡＴＰ－２８・１９・２１・２３・２２・２４・２５が、グリッド交点Ｋ－１０付近から南西方向の同Ｒ－１６までにＡ

ＴＰ－４・１８・１７・６・７・３・２・８・１が、Ｔ～Ｗ間の１１ラインから西方向の２２ライン付近まで、

ＡＴＰ－１６・１３・１２・１４・２９・１１・１５・９・１０・３１・２６・２７がある。切り合う例はＡＴＰ－１１・１５が

ある。また、ＡＴＰ－５・２０・３０はまとまりからやや離れて位置する。石組炉ＡＬＦＲＳ－１は、調

査区中央付近よりもやや南側で確認した。ＡＬＦは５か所みられ、すべて炉跡の焼土である。これら

は、調査区の北東～南西方向に列状に位置しているともみられる。時期は出土遺物等から縄文時代中

期後半～後期初頭と判断される。

（末光）

２．土坑
ＡＬＰ－１（図３５ 表３１ 図版１４）

位 置 ｂ・ｃ－１９・２０区 規 模 １．９０×１．４３／１．８２×１．５７／０．２０ｍ

平面形態 不整な楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層上面で楕円形の黒色土がみられた。半截したところ、平坦な面と壁

の立ち上がりを確認し、遺構と判断した。南東側部分は楕円形の張り出しがある。

覆 土 黒色土が主体で、Ｔａ－ｄ２スコリアが微量混じる。

壁・坑底面 壁は曲線的な立ち上がりで、坑底面は概ね平坦である。

遺物出土状況 覆土から砥石、Ｕ・Ｒレキ、レキが出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

（愛場）

３．Ｔピット（図３５～５０ 表３２・３３ 図版１４～２２）

ＡＴＰ－１（図３５ 図版１４・１８）

位 置 Ｑ－１５・１６区 規 模 ２．０８×１．４０／１．５０×０．４４／０．９３ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截して土層断面を観察し、平坦

な面、壁の立ち上がりを確認したので、遺構と判断した。完掘後、坑底面を精査し杭穴を調査した。

覆 土 最上位に再堆積層のＳｄ２層が薄くみられ、断面図番号８・１０はＴａ－ｄ２層主体で、こ

れら以外はすべて黒色土が主体である。

壁・坑底面 壁は短軸方向で広く立ち上がり、長軸方向の坑底面では北側部分が若干低い。

付属遺構 杭穴（ｓｐ－１～６）を確認した。いずれも細く先端部が尖る。
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図３４ Ａ地区遺構位置図・Ⅴ層上面地形測量図
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図３５ ＡＬＰ－１・ＡＴＰ－１



８４

図３６ ＡＴＰ－２・ＡＴＰ－３
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遺物出土状況 上位の覆土からⅢ群土器、Ｕ・Ｒレキ、レキが出土した。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられ、出土土器からは中期と判断され

る。

ＡＴＰ－２（図３６ 図版１４・１８）

位 置 Ｐ・Ｑ－１５区 規 模 １．８９×１．３０／１．１３×０．４４／０．８２ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられ、短軸方向で半截したところ、平坦な面や壁の立

ち上がりを確認したので遺構と判断した。土層断面を記録して完掘した後、杭穴を調査した。

覆 土 断面図番号１０・１１・１３・１４はＴａ－ｄ２層主体で、壁際で遺構の中央へと傾斜する薄い層

でみられる。これら以外はすべて黒色土が主体である。

壁・坑底面 壁は緩やかに立ち上がり、北側部分ではやや広い。長軸方向の坑底面は中央付近が若干

高い。

付属遺構 杭穴（ｓｐ－１～４）を確認した。覆土は黒色土または灰色の水成粘土層である。

遺物出土状況 上位の覆土からＵ・Ｒレキ、レキが出土した。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－３（図３６ 図版１４・１８）

位 置 Ｐ・Ｑ－１４区 規 模 １．３９×１．０３／１．１４×０．３２／１．０６ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、平坦な面や壁の立ち上がりがみられた

ので、遺構と判断した。土層断面を記録して完掘した後、杭穴を調査した。

覆 土 Ｔａ－ｄ２層主体は断面図番号１１で、覆土中位付近にみられ、これら以外はすべて黒色土

が主体である。

壁・坑底面 壁は遺構の中位付近まで直立気味で、そこから開くように立ち上がり、長軸方向の坑底

面は南側がやや低い。

付属遺構 杭穴（ｓｐ－１～３）を調査した。覆土にはＴａ－ｄスコリアが含まれない。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

（広田）

ＡＴＰ－４（図３７ 図版１４・１８）

位 置 Ｋ－９・１０区 規 模 １．９０×１．２８／１．１３×０．４４／１．０６ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截して土層断面を観察し、遺構

と判断した。坑底近くでは地下水が流れており、水中ポンプで排水しながら調査を進めたが、遺構内

の水を完全に出し切ることはできなかった。その状況の中、坑底面と判断できる平坦な面を検出した。

覆 土 最上位にⅣ層が堆積し、上半分は中央が落ち込む堆積で、下半分は概ね水平に堆積がみら

れる。断面図番号３・８・１１がＴａ―ｄ２主体である。

壁・坑底面 壁は中位付近まで広く立ち上がり、そこから上位はさらに開口気味に立ち上がる。

付属遺構 杭穴（ｓｐ－１・２）の平面位置を確認した。地下水のため掘り下げることはできなかった。



８６

図３７ ＡＴＰ－４・ＡＴＰ－５
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遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

（愛場）

ＡＴＰ－５（図３７ 図版１４・１９）

位 置 ｃ・ｄ－１９・２０区 規 模 １．４８×０．７９／１．３７×０．１９／１．２６ｍ

平面形態 長楕円形／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、細長い平坦面と壁の立ち

上がりがみられ、遺構と認定した。土層断面を記録し完掘した。確認面は長楕円形で坑底面は溝状を

呈する。

覆 土 覆土上位と最下層は黒色土が、下位部分はＴａ―ｄ２主体である。

壁・坑底面 壁はやや広く直線的に立ち上がり、坑底面は曲線的で北側部分が低い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 黒色土主体の覆土からⅢ群土器とレキが出土した。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられ、出土土器からは中期と判断され

る。

ＡＴＰ－６（図３８ 図版１４・１９）

位 置 Ｎ－１１・１２区 規 模 １．８５×１．１７／１．２０×０．４８／１．０７ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅴ～Ⅵ層で黒色土がみられ、短軸方向で半截した。坑底近くでは地下水

が流れており、水中ポンプで排水しながら調査を進め、平坦な面と壁の立ち上がりを確認し、遺構と

認定した。

覆 土 覆土の最上位にはＳｄ２層が堆積する。断面図番号６は黒色土主体の厚い覆土で、これの

上下両部分では、それぞれ黒色土層とＴａ－ｄ２層が概ね交互にみられる。

壁・坑底面 壁は概ね直立気味に立ち上がり、上位付近でさらに曲線的に開口する。

付属遺構 本遺構は絶えず地下水が流れ込んでいたが、排水しながら杭穴Ｓｐ－１を調査した。掘り

下げたが流入する水で調査は困難であり、水が澄んだ状態の時、エレベーション図を作成できるよう

に、高さを計測し図化した。

遺物出土状況 黒色土主体の覆土からたたき石とレキが出土した。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－７（図３８ 図版１５・１６・１９）

位 置 Ｐ・Ｑ－１１・１２区 規 模 １．５１×１．２１／０．９８×０．４７／０．９７ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、平坦な面と壁の立ち上が

りを確認したので、遺構と判断した。土層断面を記録して完掘した後、杭穴の調査を行った。

覆 土 覆土上位の各層は遺構の中心へと傾斜し、坑底面から１／３の高さ付近から水平に堆積する。

壁・坑底面 壁は曲線で直立気味に立ち上がり、長軸の坑底面は中央がゆるやかに低くなる。

付属遺構 杭穴を３か所（ｓｐ－１～３）確認した。いずれも覆土は地山の水成粘土層またはＴａ－

ｄ２が主体である。
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図３８ ＡＴＰ－６・ＡＴＰ－７



Ⅴ章 Ａ地区 Ⅴ層の遺構と出土遺物

８９

図３９ ＡＴＰ－８・ＡＴＰ－９
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図４０ ＡＴＰ－１１・ＡＴＰ－１５
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遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－８（図３９ 図版１５・１９）

位 置 Ｑ・Ｒ－１５区 規 模 １．２８×０．９１／１．００×０．５５／０．７８ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられ、短軸方向で半截し、土層断面等から、遺構と判

断した。土層断面を記録後、完掘し杭穴を確認した。坑底面の平面は方形に近い。

覆 土 覆土最下層以外の各覆土は中央がくぼむ、または傾斜する堆積である。

壁・坑底面 短軸では西側の壁は直立気味に立ち上がり、東側は崩落のためか段状にみられる。坑底

面は概ね平坦である。

付属遺構 杭穴を２か所（ｓｐ－１・２）を調査した。他のＴピットに比して幅が広い。

遺物出土状況 黒色土主体の上位の覆土からⅣ群土器が出土した。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期で、出土土器からは縄文時代後期初頭と考え

られる。

ＡＴＰ－９（図３９ 図版１７・２０）

位 置 Ｖ・Ｗ－１７区 規 模 ２．７６×０．５６／２．４８×０．２２／１．０７ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で溝状の黒色土がみられた。短軸方向で半截したところ、平坦な面

と壁の立ち上がりがみられたので、遺構と認定した。その後、土層断面を記録し完掘した。

覆 土 覆土最上層に黒色土が厚く堆積し、覆土の下半部はＴａ－ｄスコリア主体である。

壁・坑底面 壁の立ち上がりは直立気味で、長軸の坑底面は中央付近が若干低い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－１１・ＡＴＰ－１５（図４０ 図版１５・１７・２０）

ＡＴＰ－１１（図版１５・２０）

位 置 Ｗ－１７区 規 模 １．６６×０．８３／１．１９×０．４１／１．０３ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

ＡＴＰ－１５（図版１７・２０）

位 置 Ｗ－１６・１７、Ｘ－１７区 規 模 ３．００×０．８０／２．７６×０．２６／１．０６ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で楕円形を呈する黒色土がみられた。南東部分を掘り下げ、土層断

面を確認し遺構（ＡＴＰ－１１）と認定した。また、遺構の北東側の壁に遺構の断面が観察され、この

部分の包含層調査を進めたところ、Ⅵ層上面で細長い黒色土が確認された。Ｔピットが切り合うもの

と予想したが、ＡＴＰ－１１は半截しており、新旧関係を判断するため連続する土層断面を設けること

ができなかったため、遺構であるかの確認と坑底面での切り合いを調査するために、細長い黒色土の

南西部分を掘り下げた。平坦な面と壁の立ち上がりがみられたので、遺構（ＡＴＰ－１５）と判断した。
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図４１ ＡＴＰ－１０・ＡＴＰ－１２



Ⅴ章 Ａ地区 Ⅴ層の遺構と出土遺物

９３

また、坑底面では切り合いがみられず、新旧関係は判断できなかった。

覆 土 ＡＴＰ－１１の断面図番号２とＡＴＰ－１５の断面図番号１１・１４・１７はＴａ－ｄ主体で、ＡＴ

Ｐ－１１の下位部分の覆土は、他のＴピットに比べて黒色土が多い。

壁・坑底面 壁の立ち上がりは、ＡＴＰ－１１は直立気味で、ＡＴＰ－１５は直線的に若干開き、中央付

近でさらに開口する。長軸方向の坑底面はともに平坦である。

付属遺構 ともになし。

遺物出土状況 ＡＴＰ－１１からたたき石が、ＡＴＰ－１５からⅣ群土器とＵ・Ｒレキが、上位の黒色土

主体の覆土から出土した。

重 複 ＡＴＰ－１１の南東部分とＡＴＰ－１５の南西部分が重複する。連続する土層断面を観察でき

ず、坑底面で切り合う状況も確認できなかったため、新旧関係は不明である。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期で、出土土器から縄文時代後期と判断される。

ＡＴＰ－１０（図４１ 図版１７・２０）

位 置 Ｕ・Ｖ－１９区 規 模 ２．７５×０．５７／２．５２×０．３１／１．００ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、平坦な面と壁の立ち上が

りを確認したので、遺構と判断した。その後、土層断面を記録し完掘した。

覆 土 断面図番号７・９はＴａ－ｄが混じらない黒色土である。

壁・坑底面 壁は直立気味に立ち上がり、長軸の坑底面は中央がやや高い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－１２（図４１ 図版１７・２０）

位 置 Ｗ－１１・１２区 規 模 ２．４６×０．７４／２．２１×０．２６／１．１９ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられ、短軸方向で半截し土層断面等から、遺構と判断

した。土層断面を記録した後、完掘した。

覆 土 断面図番号１は覆土最上位の黒色土層で、８はＴａ－ｄ主体の層で遺構の下位部分で厚く

みられる。

壁・坑底面 壁は直立気味に立ち上り、確認面近くでさらに開口する。長軸の坑底面は概して平坦で

ある。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－１３（図４２ 図版１７・２０）

位 置 Ｖ－１０・１１区 規 模 ３．４９×０．７９／２．８９×０．２１／１．３８ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅴ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截したところ、平坦な面と段が
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図４２ ＡＴＰ－１３・ＡＴＰ－１４
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みられ、壁の立ち上がりも確認できたので、遺構と判断した。土層断面を記録した後、完掘した。

覆 土 断面図番号１の最上位以外の覆土の層界は、他のＴピットに比して平坦である。

壁・坑底面 壁は概ね垂直に立ち上り、確認面近くで広く開口する。長軸の坑底面は曲線的で、南西

側に段を有する。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－１４（図４２ 図版１７・２０）

位 置 Ｔ－１２区 規 模 ２．７５×０．８５／２．４３×０．２９／１．０４ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられ、西側部分を掘り下げたところ、壁の立ち上がり

や平坦な面がみられたので、遺構と認定した。土層断面を記録後、完掘した。

覆 土 断面図番号１は覆土最上位の黒色土層で厚くみられる。下位部分は黒色土層とＴａ－ｄ主

体層が交互にみられる。

壁・坑底面 壁は若干広がり気味に立ち上り、長軸の坑底面は概して平坦で、西側が若干低い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－１６（図４３ 図版１５・１９）

位 置 Ｕ－１１区 規 模 １．６１×１．０２／１．１１×０．６８／０．６６ｍ

平面形態 楕円形／楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層上面で楕円形の黒色土がみられ、半截したところ、平坦な面と壁の

立ち上がりを確認し、遺構と認定した。当初、Ｔピットと判断したので遺構番号を付したが、土坑の

可能性が高い。

覆 土 覆土の多くは黒色土主体で、断面図番号５のＴａ－ｄ主体の層は遺構の東側の壁際にみら

れる。

壁・坑底面 曲線的で緩やかにくぼむ坑底面で、壁の立ち上がりも曲線的である。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＡＴＰ－１７（図４３ 図版１７・２０）

位 置 Ｍ－１１・１２区 規 模 ２．８５×０．６９／２．２４×０．２４／１．０３ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向の西側部分を掘り下げ、壁の立ち上

がりと平坦な面を確認し遺構と判断した。遺構の坑底面近くに地下水が流れている。土層断面を記録

した後、完掘した。

覆 土 断面図番号９の覆土最下層は唯一Ｔａ－ｄ層が混ざらない覆土で、遺構の下半部分は覆土



９６

図４３ ＡＴＰ－１６・ＡＴＰ－１７
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図４４ ＡＴＰ－１８・ＡＴＰ－１９



９８

図４５ ＡＴＰ－２０・ＡＴＰ－２１



Ⅴ章 Ａ地区 Ⅴ層の遺構と出土遺物

９９

が水平に堆積する。

壁・坑底面 壁は広がって立ち上る。長軸の坑底面は概ね平坦である。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－１８（図４４ 図版１５・１９）

位 置 Ｌ－１１区 規 模 １．７１×１．３０／１．１１×０．４１／１．００ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で楕円形の黒色土がみられた。短軸方向で半截し平坦な面と壁の立

ち上がりを確認したので、遺構と認定した。坑底面近くで地下水が流れる。土層断面を記録後、完掘

した。

覆 土 覆土最上位はＳｄ２層で、断面図の両壁際には薄層が多数みられる。断面図番号９は杭穴

等の存在を示唆するものかもしれない。

壁・坑底面 壁は坑底面近くでは垂直で、そこからは広く開口気味に立ち上がる。長軸の坑底面は概

して平坦である。

付属遺構 杭穴を２か所（ｓｐ－１・２）、平面位置と確認面の径を確認できた。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－１９（図４４ 図版１５・２１）

位 置 Ｈ－１１区 規 模 １．８２×１．０１／１．４０×０．４９／０．８３ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた、短軸方向で半截したところ、壁の立ち上がり

や土層断面から、遺構と判断した。坑底面近くでは地下水が流れる。土層断面を記録後、完掘した。

他のＴピットに比べて浅い。

覆 土 覆土最上位にはⅤ層、その直下にはＳｄ２層がみられ、下位まで各覆土は遺構の中央へと

低い堆積がみられる。

壁・坑底面 壁の立ち上がりは曲線的に広がり、長軸の坑底面は南側へと傾斜する。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

（愛場）

ＡＴＰ－２０（図４５ 図版１７・２０）

位 置 Ｙ－２１・２２区 規 模 ２．５４×０．８１／２．４４×０．１３／１．１４ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層上面で黒色土がみられた。半截したところ、みられた平坦な面と土

層断面から、遺構と認定した。土層断面図の両壁は大きく崩落した部分があり、不整な形状を呈する。

覆 土 覆土上位は黒色土主体の層で、覆土下位の断面図番号６・８・９は、Ｔａ－ｄ２が主体ま

たは多く、これらは両壁の崩落土と考えられる。中位は崩落した部分と遺構内に堆積した層である。



１００

図４６ ＡＴＰ－２２・ＡＴＰ－２３
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壁・坑底面 壁は坑底面近くでは垂直気味で中位に崩落部分があり、上位もやや開口する。長軸方向

の坑底面は西側がゆるやかにくぼみ、壁は一部オーバーハングがみられる。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

（広田）

ＡＴＰ－２１（図４５ 図版１７・２１）

位 置 Ｇ・Ｈ－１４・１５区 規 模 ２．９６×０．７１／２．５５×０．２９／１．０６ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截し壁の立ち上がりや土層断面

から、遺構と判断した。遺構の下位部分の約１／３を地下水が流れる。土層断面を記録し完掘した。

覆 土 覆土最上位は黒色土が厚く、下位はＴａ－ｄ２主体の層である。後者は壁の自然層位もＴ

ａ－ｄ２で、かつ地下水もあり明確に土層を確認できなかった。

壁・坑底面 壁の立ち上がりは坑底面の近くは垂直で、確認面近くで曲線的に開く。長軸方向の坑底

面はやや曲線的な凹凸がある。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－２２（図４６ 図版１５・２１）

位 置 Ｇ－１６・１７区 規 模 ２．６１×０．７３／２．２３×０．２５／１．１８ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、壁の立ち上がりと土層断

面から遺構と判断した。遺構の下位部分の約１／３を地下水が流れる。土層断面を記録後、完掘した。

覆 土 覆土上位は黒色土、Ｔａ－ｄ２主体の層（断面図番号３・７）は中下位にみられる。

壁・坑底面 壁は垂直に立ち上がり中位付近でゆるやかに開口する。長軸方向の坑底面は若干凹凸が

ある。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－２３（図４６ 図版１８・２１）

位 置 Ｈ－１６区 規 模 ２．７９×０．７３／２．２６×０．２１／１．１３ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。南側部分を掘り下げ、壁の立ち上がりや土層

断面を確認し、遺構と判断した。遺構の下位部分の約１／３を地下水が流れる。土層断面を記録し完掘し

た。

覆 土 覆土上位は黒色土、下位はＴａ－ｄ２主体である。

壁・坑底面 壁は垂直に立ち上がり中位でやや広がり、長軸方向の坑底面は概ね平坦である。

付属遺構 なし。
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遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

（愛場）

ＡＴＰ－２４（図４７ 図版１８・２１）

位 置 Ｉ・Ｊ－１７区 規 模 ２．４９×０．４６／２．３０×０．２１／０．８２ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で細長い黒色土がみられ、南側部分を掘り下げ、平坦な面と壁の立

ち上がりを確認したので、遺構と認定した。その後、土層断面を記録し、完掘した。

覆 土 Ｔａ－ｄ２主体の層は中位の断面図番号５・７である。

壁・坑底面 壁の立ち上がりは直線的に広がり、長軸方向の坑底面は凹凸が顕著で、南側はオーバー

ハングする。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－２５（図４７ 図版１５・２１）

位 置 Ｉ－１８・１９区 規 模 ２．９３×０．９８／２．４９×０．３０／１．０７ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、平坦な面と壁の立ち上が

りを確認した。それから土層断面を記録し完掘した。

覆 土 覆土上位は広く厚く黒色土が堆積し、各覆土は遺構の中央へと傾斜する。下位は水平な堆

積が認められる。

壁・坑底面 壁は直立し、中位から大きく広がる。長軸方向の坑底面は凹凸がみられ、北側部分が高い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－２６（図４８ 図版１６・２１）

位 置 Ｗ－２０区 規 模 １．４４×０．８８／０．９０×０．３６／０．９６ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査完了後、Ｔａ－ｄ１層上面で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、平坦な

面と壁の立ち上がりを確認し、遺構と判断した。その後、土層断面を記録し完掘した。

覆 土 覆土上位と最下層は黒色土主体の覆土で、中下位にＴａ－ｄ主体の覆土がみられる。

壁・坑底面 壁はゆるやかに広がり立ち上がる。長軸方向の坑底面は概ね平坦である。

付属遺構 杭穴（ｓｐ－１）を、遺構の長軸上で１か所確認した。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

（広田）

ＡＴＰ－２７（図４８ 図版１６・２２）

位 置 Ｗ－２１区 規 模 １．２８×１．１２／０．９５×０．４３／１．０１ｍ
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図４９ ＡＴＰ－２８・ＡＴＰ－２９
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平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、平坦な面と壁の立ち上が

りを確認し、遺構と認定した。土層断面を記録後、完掘した。

覆 土 上位には黒色土主体の層が厚く広く堆積し、Ｔａ－ｄが多く混じる層（断面図番号４）が

両壁際にみられる。

壁・坑底面 壁は坑底面の近くで広がり気味に立ち上がる。長軸方向の坑底面は中央から北東側がや

や低い。

付属遺構 遺構の中央から南側部分で、杭穴を４か所（ｓｐ－１～４）確認した。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－２８（図４９ 図版１８・２１）

位 置 Ｈ－１０・１１区 規 模 ３．０３×０．７３／２．６８×０．３３／１．２１ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。西側部分を掘り下げ、壁の立ち上がりや土層

断面を確認したので、遺構と認定した。遺構の下位部分の約１／３を地下水が流れる。土層断面を記録後

完掘した。

覆 土 覆土上位は黒色土主体、中下位はＴａ－ｄ２主体の覆土で、断面図番号６・７はＴａ－ｄ

層中に薄い黒色土層がみられる。

壁・坑底面 壁は垂直に立ち上がり中位で若干広がり、長軸方向の坑底面は概ね平坦である。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－２９（図４９ 図版１６・２２）

位 置 Ｗ－１３・１４区 規 模 ２．０４×１．８１／１．２６×０．５８／１．０９ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。北西側部分を掘り下げ、平坦な面と壁の立ち

上がりを確認し、遺構と判断した。土層断面を記録した後、完掘し、付属遺構を調査した。

覆 土 Ｔａ－ｄ層を多く含む層は、断面図番号９・１３・１４が両壁際で、同１５・１６の覆土最下層は

色調で分けられる。遺構の中央、上位から中位付近は黒色土主体の覆土が堆積する。

壁・坑底面 壁はいずれもゆるやかに広く立ち上がり、長軸方向の坑底面は中央がやや低い。

付属遺構 杭穴（ｓｐ－１～１５）が多数確認できた。遺構の南東側部分にはみられない。

遺物出土状況 覆土から、Ｕ・Ｒフレイク、たたき石、Ｕ・Ｒレキ、レキが出土した。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－３０（図５０ 図版１６・２２）

位 置 Ｎ・Ｏ－１６・１７区 規 模 １．１５×０．６１／１．０３×０．２８／０．７７ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形～溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で楕円形を呈する黒色土がみられた。短軸方向で半截したところ、
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平坦な面と壁の立ち上がりを確認し、遺構と判断した。土層断面を記録後、完掘した。小型である。

覆 土 上位には黒色土主体の層、覆土最下層にＴａ－ｄ主体の層がみられ、一般的なＴピットの

堆積が認められる。

壁・坑底面 壁は坑底面の近くで直立気味で上位でやや広がる。長軸方向の坑底面は南東側が若干低

い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

ＡＴＰ－３１（図５０ 図版１６・２２）

位 置 Ｔ・Ｕ－１９区 規 模 １．８３×１．３８／１．６２×０．５０／０．８１ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。南東部分を掘り下げ、平坦な面と壁の立ち上

がりを確認し、遺構と認定した。土層断面を記録した後、完掘し、付属遺構を調査した。西側部分は

風倒木痕を切っている。

覆 土 Ｔａ－ｄ層を多く含む層（断面図番号：２・５・１０）や、褐色を呈する覆土（同：７・１０・

１２）は局所的で多くみられず、多くは黒色土主体である。

壁・坑底面 壁はゆるやかに広く立ち上がり、長軸方向の坑底面は曲線的で中央がやや高い。

付属遺構 杭穴（ｓｐ－１～４）を確認した。遺構の長軸を想定すると、規則的に位置していると解

される。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

（愛場）

４．石組炉
ＡＬＦＲＳ－１（図５１ 表３４ 図版２２）

位 置 Ｘ－１８区

規 模 掘り方 ０．４９×０．３５／０．３５×０．２５／０．１７ｍ 石組 ０．４９×０．３０／０．１９ｍ

平面形態 楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で複数の石が長方形～楕円形にまとまっているのがみられた。トレ

ンチを設けて掘り進めたところ、焼土、坑底面、壁の立ち上がりも確認したので、石組炉と判断した。

浅い土坑（掘り方）を構築し、この内部に石を配して炉として使用されたと考えられる。用いられて

いる石は砂岩の扁平な礫で、北側部分（１～３）は互い違いに礫を配置しており、被熱しているもの

もある。

土 層 石組内では、最上位に明褐色の焼土が厚くみられ、薄い黒色土を挟み、さらに下位にも焼

土が一部みられる。両壁から最下層はＴａ－ｄ２混じりの黒褐色土で、石組はこれの内側または上位

に配置されている。石組炉の調査完了後、周囲の包含層調査では、柱穴・杭穴等の発見に注意を払っ

たが、確認できなかった。

壁・坑底面 坑底面は中央付近が低く、壁は直線的に開き気味で立ち上がる。

遺物出土状況 石組に用いられている礫は、すり石、砥石、台石、Ｕ・Ｒレキがあり、石器として使
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用された後、石組に転用されたと考えられる。

時 期 石組炉は縄文時代中期後半～後期初頭に特徴な遺構である。また、放射性炭素年代測定の

結果（ＩＫ３－１０）では、縄文時代後期初頭と考えられる（付篇参照）。

（愛場）

５．焼土（図５１ 表３５）

ＡＬＦ－１

位 置 ｂ－２４区 規 模 ０．７１×０．３６／０．０６ｍ 平面形態 不整形

ＡＬＦ－２

位 置 Ｖ－１８区 規 模 ０．３６×０．２１／０．０５ｍ 平面形態 楕円形

ＡＬＦ－３

位 置 Ｒ・Ｓ－１６区 規 模 ０．６２×０．６０／０．０９ｍ 平面形態 円形

ＡＬＦ－４

位 置 Ｋ・Ｌ－１２区 規 模 ０．２８×０．２５／０．０６ｍ 平面形態 円形

ＡＬＦ－５

位 置 Ｏ・Ｐ－１４区 規 模 ０．５７×０．４３／０．０８ｍ 平面形態 楕円形

確認・調査 ＡＬＦ－１～５は、すべて包含層調査中にⅤ層で確認した。ＡＬＦ－１は不整形で、こ

れ以外は円形か楕円形である。焼土の色調は褐色で、層厚は５～９㎝である。焼土の調査完了後、周

囲の包含層調査で、柱穴・杭穴等の発見に注意を払ったが、確認できなかった。

遺物出土状況 焼土から遺物は出土していない。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

（末光）

６．出土遺物
（１）土器

復原土器（図５２ 表３９～４６ 図版３４・３５）

１・２はⅢ群ｂ類で、３～８はⅣ群ａ類である。

１は四つの小突起をもつ波状口縁で、胴部へとゆるやかな曲線の器形である。胴部下半から底部に

かけてＬＲ縄文が横走している。２は胴部から底部へとすぼまる器形で、器面にＬＲ縄文が施され、

ナデ調整が行われている。３は口縁部から胴部下半まであり、ＬＲ・ＲＬ羽状縄文を施文後、貼付帯

と円形刺突文を施している。４は口縁部から胴部上半まで内湾する器形で、地文はＲＬ縄文が縦走し

ている。５は地文がＲＬＲ縄文であり、一部縦位回転が施され、一対の補修孔がある。６は胴部下半

から底部へややすぼまる器形であり、ＬＲ縄文が施される。７は胴部下半の地文がＲＬＲ縄文であり、

底部の内面に指頭圧痕がみられる。８は地文にＬＲ・ＲＬ羽状縄文が施された後、貼付帯が付される。

破片土器（図５３～５５ 表４７ 図版３７・３８）

遺構出土の土器（図５３ 表４７ 図版３７）

１～３はＡＴＰ－５から出土したもので、すべてⅢ群ｂ類と判断する。１・２は地文がＬＲ縄文で

ある。２は沈線文が施されている。３は地文がＲＬ縄文である。

包含層出土のⅢ群土器（４～１８）

４～１１は口縁部である。
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図５２ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の復原土器
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図５３ Ａ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土の破片土器
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図５４ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の破片土器（１）
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図５５ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の破片土器（２）
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４は器面がＬＲ縄文で口唇部に刺突文が施される。５は沈線文が複数みられる。６は平行沈線文が

みられ、口唇部に刺突文が施される。７はＲＬ原体の縦位回転施文である。８・９は貼付帯にＬＲ縄

線文が施される。１０は口唇部に爪形文が確認できる。１１は口唇部と内面にナデ調整が行われている。

１２～１８は胴部である。

１２は半截竹管状工具による刺突文と沈線文が施される。１３は地文がＬＲ縄文で綾絡文がみられる。

１４はＲＬ縄文と綾絡文が確認される。１５は１段Ｌの縦位回転施文である。また胎土に石英を多量に含

む。１６はＬＲ原体の縦位回転施文部分がみられる。１７は地文がＬＲ縄文で、ＬＲ縄線文が施されてい

る。１８は貼付帯と器面にＬＲ縄線文が複数施文される。

包含層出土のⅣ群土器（１９～３９）

１９～３０は口縁部である。

１９は口唇部がＲＬ縄文で貼付部分はＬＲ縄文が施される。２０は外面が剥離し、口唇部はＬＲ縄文が

施されている。２１は内面が剥離し外面に縄線文がみられる。２２・２３はＬＲ縄文地に縄線文が施されて

いる。２４はＬＲ原体が縦位回転施文され、円形刺突文が施されている。２５はＲＬ原体により外面と口

唇部に施文される。２６は地文がＬＲ縄文で、口唇部には不整な縄文がみられる。２７の口唇部は肥厚し、

不整な刺突文がみられる。２８は地文がＬＲ縄文で、口唇部にも施文されている。２９は撚りの異なる原

体による羽状縄文が確認できる。３０はＬＲ縄文地に多軸絡条体の回転と考えられる施文がみられ、口

唇部も同様である。

３１は底部で、胴部と底部にＬＲ縄文が施される。

３２～３９は胴部である。

３２は胴部下位でＲＬ縦走縄文が確認できる。３３・３４はＲＬ縦位回転の羽状縄文がみられる。３５は外

面がＬＲ縄文で内面は縦走縄文が施される。３６は器壁が厚く、ＲＬ原体により縦走する縄文がみられ

る。３７はＬＲ縄文が施文された貼付帯をもち、内面は剥離している。３８はＬＲ・ＲＬの羽状縄文の間

に多軸絡条体の回転による施文が確認できる。３９は多軸絡条体の回転と考えられる地文に、ＬＲ縄文

がみられる薄い貼付帯が施される。

包含層出土のⅠ・Ⅴ群土器（４０～４２）

４０はⅤ群で胴部下位から底部であり、ＲＬ縄文が確認される。４１・４２はⅠ群ｂ類である。４１は横位

や斜位の組紐圧痕文が施される。４２は微隆起線文が巡り、その間にＬＲ縄文が確認される。

（２）石器等

剥片石器（図５６～５８ 表４８ 図版４２・４３・４６）

１～１１は石鏃である。１は小型で基部が長い。２は背面に広い剥離面を残す。３は球果がみられ背

面に広く剥離面がある。４は長身である。５は腹面に広い剥離面があり、背面は高まりを残す。６は

腹面に広い剥離面がある。７・８は両面に広い剥離面が残る。９は薄く、背面右側縁が一部破損して

いる。１０は基部が若干内湾している。１１は基部が内湾し、背面左側の基部が一部破損している。１２～

１４は石槍・ナイフである。１２は左右非対称である。１３は薄く、先端部が少し破損している。１４は大型

で球果がみられる。１５は石錐で、上端部が破損し先端は使用により磨滅している。１６～２０はつまみ付

きナイフである。１６は背面右側縁に原礫面が残る。１７は背面右側のつまみ部分が破損する。１８は背面

に一部原礫面を残す。１９・２０は背面に広く剥離が残り、腹面のつまみ部分に加工がみられる。２１～２８

はスクレイパーである。２１は背面右側に刃部が確認できる。２２は背面右側縁に刃部があり、下部が破

損している。２３は小球果がみられ、背面右側縁に刃部がある。２４は背面に原礫面を残す。２５は三角形
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図５６ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の剥片石器（１）
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図５７ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の剥片石器（２）・石製品
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図５８ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の剥片石器（３）・礫石器（１）
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図５９ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（２）
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図６０ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（３）
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図６１ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（４）
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を呈し、各辺に刃部がみられる。２６は背面両側縁に刃部がある。２７は背面が全面加工され、背面周縁

に刃部が確認できる。２８は側縁下部が内湾し、背面周縁に加工がみられる。３６・３７は黒曜石製、チャー

ト製の石核で、原礫面と剥離面が残る。

礫石器（図５８～６１ 表４８ 図版４６・４７）

２９～３５は磨製石斧である。２９は上端部から刃部まで研磨痕がみられ、両側面に剥落痕がある。３０は

全体的に敲打痕があり、裏面中央に剥落痕がみられる。３１は裏面全体が剥落する。３２は上部が被熱に

より赤色化し、刃部が破損する。３３は上部が破損し、敲打痕、剥落痕が顕著である。３４は研磨痕、敲

打痕があり刃部が加工されていない。３５は厚みがあり、左側面に原礫面を残す。３８～４４はたたき石で

ある。３８・３９は両面に凹状のたたき痕がみられる。４０は上下端部にたたき痕があり、剥離している部

分が確認できる。４１は両面に凹状のたたき痕がある。４２・４３は全側面にたたき痕がみられる。４４は下

端部にたたき痕があり、全体的に摩耗している。４５・４６は凝灰岩製のすり石で、４５は下端部にすり面

があり、４６は使用による剥離がみられる。４７～５０は北海道式石冠である。４７は全面に敲打による加工

が行われ、下端部にすり痕とたたき痕がみられる。４８は上下面にすり面が確認できる。４９・５０は下部

にすり面があり、側面に敲打による加工がされている。５１～５４は石錘である。５１・５２は左右両側に敲

打によって加工がされている。５３は裏面左側が破損している。５４は裏面全体が破損している。５６・５７

は砥石で表面全体的にすり痕がみられる。５５・５８・５９は台石・石皿で、５５は中央に凹状にくぼむすり

面がみられる。５８は凹状のすり面が確認できる。５９は中央付近にたたき痕がみられる。

石製品（図５７ 表４８ 図版４３）

６０～６３は石製品である。６０は小球果がある黒曜石製で、両面・両側縁が加工され、つまみ付ナイフ

の基部だと考えられる。６１は全体的に研磨された小型の磨製石斧である。６２は橄欖岩製の玉で、長方

形を呈し各面に研磨痕がみられる。６３は黒曜石製で、中央両側縁にくびれがあり、両面加工がされて

いる。

（奥山さとみ）
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表３１ Ａ地区 Ⅴ層 土坑一覧表

表３２ Ａ地区 Ⅴ層 Ｔピット一覧表
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表３３ Ａ地区 Ⅴ層 Ｔピット付属遺構一覧表

表３４ Ａ地区 Ⅴ層 石組炉一覧表

表３５ Ａ地区 Ⅴ層 焼土一覧表
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表３６ Ａ地区 Ⅴ層 遺構出土土器点数表 表３７ Ａ地区 Ⅴ層 遺構出土剥片石器点数表

表３８ Ａ地区 Ⅴ層 遺構出土礫石器・石製品・レキ点数表
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表３９ Ｎ－１７区出土復原土器観察表

表４０ Ｙ－１６区出土復原土器観察表

表４１ Ｆ－１９区出土復原土器観察表
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表４２ Ｚ－１７区出土復原土器観察表

表４３ Ｙ－２１区出土復原土器観察表

表４４ Ｒ－１７区出土復原土器観察表

表４５ Ｙ－１６区出土復原土器観察表
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表４６ Ｕ－１４区出土復原土器観察表

表４７ Ａ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土破片土器観察表（１）
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表４７ Ａ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土破片土器観察表（２）
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表４８ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土石器等観察表（１）
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表４８ Ａ地区 Ⅴ層 包含層出土石器等観察表（２）
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Ⅵ章 Ｂ地区 Ⅴ層の遺構と出土遺物

１．概要（図６２）
Ｂ地区のⅤ層では、掘り上げ土（ＢＬＭ）１か所、竪穴住居跡（ＢＬＨ）４か所、土坑（ＢＬＰ）

３基、Ｔピット（ＢＴＰ）１３基、石組炉（ＢＬＦＲＳ）１か所、焼土（ＢＬＦ）３か所、フレイク集

中（ＢＬＦＣ）４か所を調査した。さらに、調査区のＷ～Ｘライン付近より南側部分では、礫石器が

多数出土し「大規模な礫集中」と呼称した。

ＢＬＭ－１は竪穴住居跡ＢＬＨ－１に伴うと考えられる掘り上げ土である。ＢＬＨ－１は北側部分

のみが確認でき、平面や付属遺構のあり方から４軒が切り合っていると判断される。ＢＬＨ－２は調

査区南側に位置し、近接するＢＬＰ－３はこの住居跡の付属遺構である。ＢＬＨ－３も先端部ピット

をもち、ＢＬＨ－４はⅢ群ｂ類土器がまとまって出土した。ＢＬＰ－１は浅く、ＢＬＰ－２は坑底の

一部分が深い。Ｔピットは坑底面の形状から、溝状、長楕円形、楕円形に分けられ、数か所のまとま

りが認められる。北側部分ではＬライン付近にＢＴＰ－１・２・６・７が調査区中央の沢の形状に沿

うように位置し、ＢＴＰ－９・４・１０・１１・１２は北東から南西方向に列をなす。ＢＴＰ－１３は単独で、

ＢＴＰ－３・８は大規模な礫集中との境界付近に位置する。石組炉ＢＬＦＲＳ－１と焼土ＢＬＦ－１

は調査区の北西側に、ＢＬＦ－３は調査区中央の沢近くに位置する。フレイク集中はＢＬＦＣ－１が

広範囲で、ＢＬＦＣ－３・４は北側の調査区際で確認された。大規模な礫集中は調査区の南側部分、

その範囲は５３個のグリッドにまたがり、面積は６４２．６㎡である。ＢＬＨ－２（ＢＬＰ－３）・ＢＬＰ－

２・ＢＴＰ－５・ＢＬＦ－２・ＢＬＦＣ－２がこの範囲内に位置する。これらはすべて、縄文時代中

期後半から後期初頭と考えられる。

２．掘り上げ土
ＢＬＭ－１（図６３ 表４９ 図版１）

位 置 Ｌ・Ｏ－２８・２９区 規 模 ９．１５×（３．１５）／０．１６ｍ 面積 ９．０４㎡

平面形態 不整形

確認・調査 竪穴住居跡ＢＬＨ－１・３の調査とその周辺の包含層調査中、Ⅴ層上位で、Ｔａ－ｄス

コリアと炭化物を含み、Ⅴ層とは色調が異なる土層がみられた。Ｔａ－ｄスコリアが混入し、近くに

住居跡があることから、掘り上げ土層と考えた。平面の広がりを把握し、土層断面を記録した。

土 層 九つに分層した。これらは比較することで区別できうる程度の差である。含まれるＴａ－

ｄ１または２スコリアは、遺構構築時に下位の層から混入したもので、マンセル表色系での違いはな

いが、概して明るく黒色が弱い。また、一部含まれるＴａ－ｃと判断した微細な軽石は、上位層の形

成時に混じったと判断する。

関連する遺構 付近にはＢＬＨ－１・３とＢＴＰ－１２があり、斜面を考慮するとＢＬＨ－１の掘り上

げ土であると判断される。

遺物出土状況 包含層調査のようにグリッドで掘り下げ、Ⅴ層と区別して遺物を取り上げた。Ⅴ層よ

り遺物は少なく、Ⅳ群土器、Ｕ・Ｒフレイク、磨製石斧、たたき石、砥石、Ｕ・Ｒレキ等が出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられ、出土土器から縄文時

代後期初頭である。



１３４

図６２ Ｂ地区遺構位置図・Ⅴ層上面地形測量図
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図６３ ＢＬＭ－１



１３６

図６４ ＢＬＨ－１（１）



Ⅵ
章
Ｂ
地
区
Ⅴ
層
の
遺
構
と
出
土
遺
物１３７

図６５ ＢＬＨ－１（２）

85.60m 

__ :! ロロニ

舌

����--文

且＿ RS. 印m

--------- ／ 

＼ 
------

VI二二□三ここ
ー
�;ーロ［ニ____: 三痕)----, ,

.-

; 

a hp-1 85.40m !l.._ hp-2 �s.1om 

Ta-d2 � 

C hp-3 8S.20m 

＼ 
← hp-4 RS20m 

\ I 

―＼戸8 ノTa-d2

ph-1 ph-2 

豆一
函Om L 函⑳m

T 〗

ph-3 

且＿ 西,om

ph-4 ph-5 ph-6 

に 並Om Lー函⑳m J_ 函⑳m

り 札
ー

1賃
惰

ph-7 ph-8 

k一
泣)Om Lー 函邸m

伯
゜ 1m 

ー
訃
U

(S=l/40) 

ph-9 

llL 磁凶Om

廿匹

ph-10 ph-11 

nー 磁凶Om

rw 
ph-12 ph-13 ph-14 

Q__ 磁凶Om

量10---'i) 

ph-17 

L一 磁辿Om

討
v

m
 
゜3

 
臨

[＇
り

4
 

ph-20 

L 西eOm

ph-21 

lL 皿,om

も

ph-15 

IL 函QOm

I I 

げ

ph-23 ph-22 

y_ 臨,om’’’’ 
汀

ph-16 

lL 皿!)Om

甘

ph-24 

w 磁,om

1日
U

層位名 I 砂粘土 ・ シルト（長径2"未満） I 礫（長径2.. 以上）

遺構名 断面図 主体層•混在層
層界 野外

色調
面積割合閂平均門巴

最大
］形状 風化の

混入物 備考
・付属温構名 番号

色名 マ
表

ン
色

セ
系
ル 粘着性 堅密度 種類

層名 細分層 土性 （％） 程度

IV層 ＜ぽみに堆積
IVd, 層 一次堆積のIV層のうち、撹乱との坦界に位置し、他の層位が混じる部分

1 B1層 明瞭 埴壌土 凩色 lOYR2/l 強 堅 鉦’‘‘‘ 

BLH-1 2 
B層

B2層 画然 埴喰土 黒色 10YR2/1 強 竪 Ta-dlスコリア 1~5 2~3 亜円礫 ～腐屑朽"' 

3 BR層 明瞭
埴壌上 黒褐色 10YR2/2 強 竪 Ta-dlスコリア 10~15 2~3 亜円礫 ～腐隔朽"' ～

画然 Ta-d2スコリア 1~5 2~3 I 12 亜門礫 腐朽
BLH-1 

4 BR層 朗瞭
泊壌土 屎褐色 10YR2/2 強 屯

Ta-dlスコリア 10~15 2~3 而円礫 ～腐風朽化
hp-1 

～岡然 Ta-d2スコリア 1~5 2~3 12 亜円礫 腐朽BLH-1 
5 B2層 両然 泊壌土 円色 10YR2/1 強 屯 Ta-dlスコリア 1~5 2~3 而円礫 腐朽ho-2 

～風化

BLH-1 6 B層
B2層 画然 埴壌土 黒色 10YR2/1 強 竪 Ta-dlスコリア 1~5 2~3 亜円礫 ～腐風朽化

hp-3 7 B1層 明瞭 埴壌土 忠色 10YR2/l 強 竪 無

BLH-1 8 B1層 明瞭 埴壌土 屎色 lOYR2/l 強 堅 鉦‘‘‘‘ 

hp-4 ， B層
B2層 画然 埴壌上 黒色 10YR2/1 強 竪 Ta-dlスコリア 1~5 2~3 亜円礫 ～腐隈朽イレ

10 B層 画然 埴壌上 黒色 10YR2/1 強 竪 Ta-dlスコリア 1~5 2~3 亜円礫 ～魔隈朽イレBLH-1 
～魔隈朽イレ柱穴 ・ 杭穴

11 BR層 明瞭
埴壌土 烹褐色 10YR2/2 強 堅

Ta-dlスコリア 10~15 2~3 亜円礫～
画然 Ta-d2スコリア 1~5 2~3 I 12 曲門礫 腐朽



１３８

図６６ ＢＬＨ－２（１）
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図６７ ＢＬＨ－２（２）



１４０

３．竪穴住居跡（図６４～６９ 表５０・５１ 図版２３～２８）

ＢＬＨ－１（図６４・６５ 図版２３・２４）

位 置 Ｍ・Ｎ－２９・３０区 規 模 （６．１７）×（６．７２）／ － ／ －ｍ

平面形態 複数の楕円形

ＢＬＨ－１Ａ 規 模 ２．０６×（１．８２）／（２．０２）×（１．７８）／（０．６０）ｍ 平面形態 楕円形？

ＢＬＨ－１Ｂ 規 模 （２．４６）×（２．４２）／（１．３４）×（１．２４）／（０．４７）ｍ 平面形態 楕円形？

ＢＬＨ－１Ｃ

規 模 （３．２４）×（１．１０）／（３．１８）×（１．０４）／（０．６２）ｍ 平面形態 円形～楕円形？

ＢＬＨ－１Ｄ 規 模 （１．６９）×（１．２０）／（１．６３）×（１．１６）／（０．２５）ｍ 平面形態 楕円形？

確認・調査 Ⅴ層の包含層調査中、くぼみにⅢ・Ⅳ層が堆積するのがみられた。竪穴住居跡の可能性

を考え、東西（Ａ）と南北（Ｂ）の両方向に先行トレンチ調査を行った。北側と東側では明瞭な壁の

立ち上がりが確認できたが、南と西側では不明で若干の層界の段差を壁と推定した。その後、このト

レンチから広げるように、床面と予想したＴａ－ｄ２層上面まで掘り進めたが、Ｎ－３０杭付近には複

数の抜根痕の攪乱により、ここから西及び南側では認識できなかった。一方、北側では平坦な面や壁

の立ち上がりが認められたので、遺構と認定した。北側部分では平坦面は段差があり複数面みられ、

壁も連続しない複数の円弧が認められ、少なくとも４軒（末尾にＡ～Ｄ）が重複していると判断した。

土層断面を記録してベルトを掘り下げ、遺物出土位置図を作成し完掘した。最後に付属遺構を調査し

た。

覆 土 最上位のくぼみにはⅢ・Ⅳ層がみられ、遺構の覆土はすべて黒色土主体で、混在する礫で

細分し、住居跡ごとの覆土の相違は確認できなかった。

壁・床面 壁は、残りの良い北側と東側で明瞭に立ち上がり、坑底面は東西方向では中央がゆるやか

に低く、南北方向では曲線的な凹凸がある。

付属遺構 先端部ピットあるいは軸上の土坑４基（ｈｐ－１～４）と柱穴・杭穴２４か所（ｐｈ－１～

２４）を調査した。平面からｈｐ－１は北東側にありＢＬＨ－１Ｃ、ｈｐ－２は同Ｂに属すると考えら

れる。南側のｈｐ－３・４は帰属する住居跡を特定できない。ｈｐ－１・２は坑底面が曲線的にくぼ

み、同３・４は概ね平坦である。柱穴・杭穴の覆土は黒色土主体で、斜めのものや先端部が二又のも

のもみられる。重複を考慮するとどの住居跡に属するものか断定はできない。また、炉跡は抜根等で

攪乱され確認できなかった。

重 複 ＢＬＨ－１Ａ・Ｂの床面は同Ｃに切られるので古く、ＣとＤは床面での切り合い関係が確

認できず不明である。また、ＢはＤに切られていると判断される。すなわち、古いのがＡまたはＢで、

新しいのがＣとＤである。

関連する遺構 遺構の東側の緩斜面にＢＬＭ－１があり、本住居跡の掘り上げ土と判断される。また、

ｈｐ－４は平面がＢＴＰ－１２と接する。

遺物出土状況 床面出土の遺物は、スクレイパー、フレイク、磨製石斧、石皿、Ｕ・Ｒレキ、レキが

あり、土器は覆土からⅣ群が出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられ、出土土器から縄文時

代後期初頭である。

ＢＬＨ－２・ＢＬＰ－３（図６６・６７ 図版２５・２６）

位 置 ｂ・ｃ－３１、ｂ－３２区 規 模 ３．５２×３．１４／３．０９×２．１９／（０．７６）ｍ
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平面形態 楕円形

ＢＬＰ－３（ＢＬＨ－２の先端部ピット）

位 置 ｂ－３１区 規 模 ０．７２×０．５３／０．５４×０．３８／０．２７ｍ

平面形態 楕円形

確認・調査 人力による表土除去作業完了後、Ⅴ層のくぼみとそこにⅣ層が堆積する状況がみられた。

竪穴住居跡である可能性が考えられた。範囲確認調査の試掘坑があったのでこれを利用し、北東～南

西方向に先行トレンチ（Ａ）を設け掘り下げたところ、平坦な面と壁の立ち上がりが認められたので、

遺構と判断した。これに直交する土層観察用のベルト（Ｂ）を残し、掘り進めた。土層断面を記録し

た後、完掘し付属遺構を調査した。なお、単独の土坑として調査したＢＬＰ－３は本住居跡の先端部

ピットと判断される。

覆 土 遺構の上位には黒色土主体の覆土が厚く堆積し、断面図番号４はＴａ－ｄ２主体の層、最

下層は黒色土にＴａ－ｄ２が多く混じる覆土である。

壁・床面 壁の立ち上がりは南東側では直立気味で、これ以外は曲線的である。また、北東と北西側

の壁には段状の構造がみられる。床面は凹凸がやや顕著である。

付属遺構 先端部ピット１基（ＢＬＰ－３）、柱穴・杭穴を２か所（ｐｈ－１・２）確認した。ＢＬＰ

－３は本住居跡の北西側に接する。壁や坑底面は曲線的で、覆土から礫石器・レキが多く出土した。

ｐｈ－１・２は壁際で確認され、細く先端部が尖る形状である。また、炉跡は試掘坑のある位置にあっ

たと推測され、確認できなかった。

関連する遺構 本遺構は大規模な礫集中が位置する範囲にあり、竪穴住居跡が新しいと判断した（Ⅶ

章５節）

遺物出土状況 覆土から礫石器・レキが大量に出土し、これは周囲の大規模な礫集中から流れ込んだ

と考える。床面出土の遺物は少なく、土器は覆土からⅢ群、剥片石器は礫石器に比して出土量は少な

い。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭で、出土土器から縄文時代中期後

半と考えられる。

ＢＬＨ－３（図６８ 図版２６・２７）

位 置 Ｍ・Ｎ－２７・２８区 規 模 ２．９６×２．９６／２．６６×２．４３／０．２６ｍ

平面形態 不整な円形

確認・調査 包含層調査完了後、Ｔａ－ｄ２上面で円形の広い黒色土がみられた。中央で直交する土

層観察用のベルトを残し、これ沿いの先行トレンチを掘り進めたところ、平坦な面と壁の立ち上がり

を確認したので、遺構と判断した。土層断面を記録後、完掘した。

覆 土 本遺構の主体的な覆土は、断面図番号２の黒色土層である。

壁・床面 壁は曲線的に開くように立ち上がり、床面は凹凸がみられる。

付属遺構 炉跡である焼土を１か所（ｈｆ－１）、先端部ピットを１基（ｈｐ－１）調査した。ｈｆ－

１は住居跡のほぼ中央に位置する地床炉で、ｈｐ－１は坑底面が平坦である。

遺物出土状況 炉跡付近の覆土出土の遺物は位置を記録して取り上げ、床面出土の遺物はない。土器

はⅢ・Ⅳ群があり、石器等ではフレイク、レキが多い。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

（末光）



１４２

図６８ ＢＬＨ－３
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図６９ ＢＬＨ－４



１４４

図７０ ＢＬＰ－１・ＢＬＰ－２
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ＢＬＨ－４（図６９ カラー図版４ 図版２７・２８）

位 置 Ｒ－３８区 規 模 ２．５６×２．３４／２．１８×２．０５／０．２４ｍ

平面形態 円形

確認・調査 包含層調査完了後、円形を呈する黒色土と土器がみられた。住居跡であると予想し、十

字に先行トレンチを設け掘り進めたところ、平坦な面と壁の立ち上がりを確認し遺構と認定した。土

層断面を記録して完掘し、付属遺構を調査した。確認面でみられた土器は口縁から胴部上位がまとまっ

ており（個体土器）、土層断面では掘り方はみられなかった。この土器は、本住居跡に覆土が堆積する

ことに伴い埋没したと考える。

覆 土 主体的な覆土は、断面図番号３の黒色土層でＴａ－ｄ１が少量混じり、これ以外の覆土は

部分的にみられる。

壁・床面 壁は曲線的に広がって立ち上がり、床面は概ね平坦で西側が低い。

付属遺構 炭化物集中２か所を調査した。これらと個体土器の下位部分は焼土等を確認するために精

査したが、みられなかった。また、柱穴・杭穴と認定できたものもない。

遺物出土状況 床面からⅢ群土器、石器等は覆土からＵ・Ｒフレイク、レキが出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭で、出土土器からは縄文時代中期

後半と考えられる。また、放射性炭素年代測定（ＩＫ３－１１）の結果とも矛盾しない。

（広田）

４．土坑（図７０ 表５２ 図版２９）

ＢＬＰ－１（図７０ 図版２９）

位 置 Ｈ－２４・２５区 規 模 １．８９×１．７４／１．５１×１．４２／０．３６ｍ

平面形態 円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層上面で楕円形の黒色土がみられた。半截したところ、平坦な面と壁

の立ち上がりを確認し、遺構と判断した。北側と南東側部分に撹乱がある。

覆 土 黒色土が主体で、Ｔａ－ｄ２スコリアが微量混じる。

壁・坑底面 壁は曲線的な立ち上がりで、坑底面は概ね平坦である。

遺物出土状況 覆土からⅣ群土器、Ｕ・Ｒレキ、レキが出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

（末光）

ＢＬＰ－２（図７０ 図版２９）

位 置 Ｚ－２９区 規 模 １．７６×１．４３／１．６１×１．１８／０．２１ｍ

平面形態 円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層上面で黒色土がみられた。半截したところ、平坦な面と壁の立ち上

がりがみられたので、遺構と認定した。中央から南東側部分が一段低い。

覆 土 黒色土が主体の覆土である。

壁・坑底面 壁の立ち上がりは曲線的に広がり、坑底面は概ね平坦、低い部分は曲線的で中央が低い。

遺物出土状況 覆土から磨製石斧、たたき石、砥石、台石・石皿、Ｕ・Ｒレキ、レキが出土し、南西

側壁際には形状を留める炭化材が確認された。



１４６

図７１ ＢＴＰ－１・ＢＴＰ－２
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時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。また、炭化材の放

射性炭素年代測定（ＩＫ３－１２）を行ったが、非常に古い値が出て再検討を要する（付篇 参照）。

（広田）

５．Ｔピット（図７１～７７ 表５３・５４ 図版３０～３２）

ＢＴＰ－１（図７１ 図版２９・３１）

位 置 Ｎ・Ｏ－２５区 規 模 ２．６７×０．８１／２．４１×０．３０／１．１２ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。長軸方向で半截して土層断面を観察し、平坦

な面、壁の立ち上がりを確認したので、遺構と判断した。土層断面を記録して完掘した。

覆 土 覆土は上位が黒色土主体、中・下位がＴａ－ｄ２層主体である。

壁・坑底面 壁は南西側が曲線的、北東側は直立気味に立ち上がり、坑底面は凹凸がみられる。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 覆土からフレイク、Ｕ・Ｒレキが出土した。

時 期 遺跡の主たる時期である縄文時代中期～後期と考えられる。

（末光）

ＢＴＰ－２（図７１ 図版３０・３１）

位 置 Ｍ－２７、Ｎ－２６・２７区 規 模 ３．２６×０．６０／２．８３×０．３４／０．９４ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。南側部分を掘り下げたところ、平坦な面と壁

の立ち上がりを確認したので、遺構と判断した。土層断面を記録後、完掘した。

覆 土 覆土の多くは黒色土主体で、最下層はＴａ－ｄ２層主体である。

壁・坑底面 壁は直立気味に立ち上がり、長軸方向の坑底面は凹凸があり、南側が最も低い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 覆土からＵ・Ｒレキが出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

（広田）

ＢＴＰ－３（図７２ 図版２９・３０）

位 置 Ｖ・Ｗ－２９区 規 模 １．５９×１．１０／１．０２×０．３７／１．１５ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で黒色土がみられた。半截し平坦な面と壁の立ち上がりを確認した

ので、遺構と判断した。土層断面を記録した後、完掘し、付属遺構を調査した。

覆 土 覆土の多くが遺構の中央へと傾斜する堆積で、水平な堆積のものは最下層の黒色土主体の

層（断面図番号１５）である。

壁・坑底面 壁の立ち上がりはゆるやかに開き気味で、長軸方向の坑底面は曲線的で中央が低い。

付属遺構 杭穴を５か所（ｓｐ－１～５）確認した。ｓｐ－１・２・４・５は細くて浅く、中央付近

のｓｐ－３はこれらに比して大きい。

遺物出土状況 覆土からフレイク、砥石、Ｕ・Ｒレキが出土した。



１４８

図７２ ＢＴＰ－３・ＢＴＰ－４
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図７３ ＢＴＰ－５・ＢＴＰ－６



１５０

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＢＴＰ－４（図７２ 図版３１・３２）

位 置 Ｒ－３３区 規 模 ３．２２×０．７８／２．９６×０．１２／１．１９ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 ＢＬＦＣ－１と包含層の調査完了後、Ｔａ－ｄ１層上面で黒色土がみられた。短軸方向

で半截したところ、土層断面を確認し、平坦な面と壁の立ち上がりがみられたので、遺構と認定した。

土層断面を記録後、完掘した。

覆 土 覆土の上位と最下層は黒色土主体で、下位にＴａ－ｄ２層主体のものが厚く堆積する。

壁・坑底面 壁はゆるやかに立ち上がり、中～上位でさらに開く。長軸方向の坑底面は傾斜があり、

南側付近が低い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 覆土からⅢ群土器、石鏃、Ｕ・Ｒフレイク、フレイク、レキが出土した。

重 複 上位にフレイク集中ＢＬＦＣ－１があり、これよりもＴピットが古いと判断される。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられ、出土土器から縄文時

代中期の可能性がある。

ＢＴＰ－５（図７３ 図版２９・３０・３２）

位 置 Ｙ・Ｚ－２８区 規 模 １．６０×１．１１／１．１５×０．５５／１．０１ｍ

平面形態 楕円形／楕円形

確認・調査 包含層調査完了後、Ｔａ－ｄ１層上面で楕円形を呈する黒色土がみられた。短軸方向で

半截したところ、平坦な面と壁の立ち上がりを確認し、遺構と判断した。土層断面を記録後、完掘し

た。

覆 土 いずれの覆土も遺構の中央に傾斜するように堆積し、壁際と下位にＴａ－ｄ２層主体の層

がある。

壁・坑底面 壁はゆるやかに開くように立ち上がり、長軸方向の坑底面は南側へと傾斜する。

付属遺構 杭穴を２か所（ｓｐ－１・２）確認した。覆土はＴａ－ｄ２スコリアが混じる黒色土であ

る。

遺物出土状況 覆土から石鏃、フレイク、磨製石斧、たたき石、Ｕ・Ｒレキ、レキが出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＢＴＰ－６（図７３ 図版３０・３１）

位 置 Ｌ・Ｍ－２７区 規 模 ２．４１×１．００／２．１５×０．２０／１．０８ｍ

平面形態 長楕円形／溝状

確認・調査 包含層調査完了後、Ｔａ－ｄ１層上面で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、平坦な

面と壁の立ち上がりを確認し、遺構と判断した。土層断面を記録した後、完掘した。

覆 土 上位は遺構の中央へと傾斜し、下位部分は水平な堆積で、後者はＴａ－ｄ２層主体である。

壁・坑底面 壁の立ち上がりは直立気味で、遺構の上位で大きく広がる。長軸方向の坑底面は若干凹

凸があり、北東側へと傾斜する。

付属遺構 なし。
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図７４ ＢＴＰ－７・ＢＴＰ－８
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遺物出土状況 覆土から磨製石斧が出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＢＴＰ－７（図７４ 図版３０・３１）

位 置 Ｌ－２６区 規 模 ２．６８×０．８１／２．０６×０．２５／１．１５ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で細長い黒色土がみられた。南側部分を掘り下げたところ、平坦な

面と壁の立ち上がりがみられ、遺構と判断した。土層断面を記録して完掘した。

覆 土 覆土はやや高い位置から、水平堆積が認められる。坑底面近くはＴａ－ｄ２層主体の覆土

が厚い。

壁・坑底面 壁はゆるやかに広がって立ち上がり、長軸方向の坑底面は北側へ傾斜する。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＢＴＰ－８（図７４ 図版３０・３２）

位 置 Ｗ－２６・２７区 規 模 １．４４×０．９８／１．０７×０．３６／０．９７ｍ

平面形態 楕円形／長楕円形

確認・調査 包含層調査完了後、Ｔａ－ｄ２層上面で黒色土がみられた。短軸方向で半截し、平坦な

面と壁の立ち上がりを確認したので、遺構と認定した。土層断面を記録後、完掘し付属遺構を調査し

た。なお、北西側には浅い攪乱がある。

覆 土 覆土最下層は二つに分層でき、これの上位の層界まで、遺構の中央が落ち込む堆積である。

壁・坑底面 壁の立ち上がりはゆるやかに開く。長軸方向の坑底面は凹凸がみられ、中央が高い。

付属遺構 杭穴を４か所（ｓｐ－１～４）確認した。覆土は黒色土主体で、ｓｐ－２のみ規模が大きい。

遺物出土状況 覆土から石核、Ｕ・Ｒレキが出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＢＴＰ－９（図７５ 図版３１・３２）

位 置 Ｓ・Ｔ－３５区 規 模 ２．８１×０．７６／２．３５×０．１８／１．１５ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で細長い黒色土がみられ、短軸方向で半截したところ、平坦な面と

壁の立ち上がりがみられたので、遺構と認定した。土層断面を記録後、完掘した。

覆 土 上位の断面図番号１～４の覆土は中央が厚い、下位の同５～１１は水平の堆積で、後者のう

ち５・８・１０はＴａ－ｄ２層主体である。

壁・坑底面 壁の立ち上がりは直立気味で上位部分はさらに開口する。長軸方向の坑底面は中央が若

干くぼみ、南側の壁はオーバーハングがみられる。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。
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図７５ ＢＴＰ－９・ＢＴＰ－１０



１５４

図７６ ＢＴＰ－１１・ＢＴＰ－１２
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ＢＴＰ－１０（図７５ 図版３１・３２）

位 置 Ｐ・Ｑ－３２区 規 模 ２．９８×０．８１／２．５１×０．２４／１．１３ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査中、Ⅴ層で細長い黒色土がみられた。南側部分を掘り下げたところ、平坦な

面と壁の立ち上がりがみられ、遺構と判断した。土層断面を記録して完掘した。

覆 土 覆土はやや高い位置から、水平堆積が認められる。坑底面近くはＴａ－ｄ２層主体の覆土

が厚い。

壁・坑底面 壁はゆるやかに広がって立ち上がり、長軸方向の坑底面は南東側へ傾斜する。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＢＴＰ－１１（図７６ 図版３１・３２）

位 置 Ｏ・Ｐ－３０区 規 模 ２．８２×０．６９／２．５０×０．２４／０．９６ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査完了後、Ｔａ－ｄ１層上面で細長い黒色土がみられた。南東側部分を掘り上

げて、土層断面を確認し、平坦な面と壁の立ち上がりがみられたので、遺構と判断した。土層断面を

記録後、完掘した。

覆 土 壁際と最下層の覆土はＴａ－ｄ２層主体である。

壁・坑底面 壁はゆるやかな立ち上がりで、上位で若干広くなる。長軸方向の坑底面は曲線的で中央

がやや高い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＢＴＰ－１２（図７６ 図版３１・３２）

位 置 Ｎ・Ｏ－２９区 規 模 ３．００×０．６４／２．５８×０．１９／０．９８ｍ

平面形態 溝状／溝状

確認・調査 包含層調査完了後、Ｔａ－ｄ１層上面で黒色土がみられた。短軸方向で半截したところ、

平坦な面と壁の立ち上がりを確認し、遺構と認定した。土層断面を記録後、完掘した。

覆 土 覆土は全体的にＴａ－ｄ２層の混入が多い。

壁・坑底面 壁の立ち上がりはゆるやかで、上位は開口する。長軸方向の坑底面は概ね平坦で南東側

が低い。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

ＢＴＰ－１３（図７７ 図版３０・３２）

位 置 Ｖ－３５区 規 模 １．８２×０．９９／１．４０×０．４８／１．００ｍ

平面形態 楕円形／楕円形



１５６

図７７ ＢＴＰ－１３
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図７８ ＢＬＦＲＳ－１・ＢＬＦ－１・２・３
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確認・調査 包含層調査中、Ｔａ－ｄ１層上面で黒色土がみられた。南側部分を掘り下げ、平坦な面

と壁の立ち上がりがみられたので、遺構と認定した。土層断面を記録し完掘した。

覆 土 上位部分は黒色土主体の層が厚く、下位はＴａ－ｄ２層主体の覆土である。

壁・坑底面 壁は直立気味に立ち上がり、約１／４の高さから開き気味である。長軸方向の坑底面は曲線

的でゆるやかな凹凸がある。

付属遺構 なし。

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

６．石組炉
ＢＬＦＲＳ－１（図７８ 表５５ 図版３３）

位 置 Ｐ・Ｑ－３９区

規 模 掘り方 ０．８４×０．６５／０．５９×０．４３／０．２７ｍ 石組 ０．８１×０．６５／０．１６ｍ

平面形態 楕円形

確認・調査 包含層調査中、Ⅵ層で複数の石が長方形～楕円形に位置する状況がみられた。これを記

録後、トレンチを設けて掘り進めたところ、焼土や壁の掘り方を確認し石組炉と判断した。すべての

石を取り上げた後、掘り方を半截し、内部の焼土とともに断面を検出した。土坑（掘り方）を構築し

この内部に石を組んで炉と使用されたと考えられる。用いられている石は砂岩の扁平な礫が多く、北

西側の一部は石が少ない。また被熱しているものも多い。石組炉の調査完了後、周囲の包含層調査で、

柱穴・杭穴等の発見に注意を払ったが、確認できたものはない。

土 層 石組内では、最上位は黒色土主体で覆土が厚く、その下位に明褐色の焼土がある。

壁・坑底面 坑底面は中央付近が若干低く、壁の立ち上がりは曲線的である。

遺物出土状況 石組に用いられている礫は、すり石、石皿、Ｕ・Ｒレキがあり、石器として使用され

た後、石組に転用されたと考えられる。

時 期 石組炉は縄文時代中期後半～後期初頭に特徴な遺構で、この時期と考えられる。

（愛場）

７．焼土（図７８ 表５６）

ＢＬＦ－１

位 置 Ｐ－３７区 規 模 ０．７１×０．３６／０．０６ｍ 平面形態 円形

ＢＬＦ－２

位 置 Ｚ－３２区 規 模 ０．５３×０．３８／０．０５ｍ 平面形態 不整な楕円形

ＢＬＦ－３

位 置 Ｔ－２５区 規 模 ０．２７×０．２５／０．０４ｍ 平面形態 不整な円形

確認・調査 ＢＬＦ－１～３すべては、包含層調査中にⅤ層で確認した。ＢＬＦ－１は円形で、これ

以外はやや不整な形である。焼土の色調は橙色または褐色で層厚は５㎝前後である。ＢＬＦ－２は大

規模な礫集中の範囲のⅤ層でみつかり、関連する遺構の可能性がある。焼土の調査完了後、周辺の包

含層調査時に、柱穴・杭穴等の発見に注意を払ったが、確認できなかった。

遺物出土状況 焼土から遺物は出土していない。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。 （末光）
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図７９ ＢＬＦＣ－１～４
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８．フレイク集中（図７９ 表５７）

ＢＬＦＣ－１

位 置 Ｒ－３３・３４、Ｓ－３３区 規 模 ３．７８×２．４１ｍ 平面形態 不整な楕円形

ＢＬＦＣ－２

位 置 Ｘ－２７・２８区 規 模 ２．５２×１．８４ｍ 平面形態 不整な楕円形

ＢＬＦＣ－３

位 置 Ａ－２０・２１区 規 模 １．０８×０．９５ｍ 平面形態 不整な楕円形

ＢＬＦＣ－４

位 置 Ｎ・Ｏ－３２・３３区 規 模 １．８７×１．２９ｍ 平面形態 不整な楕円形

確認・調査 ＢＬＦＣ－１～４の４か所をまとめて報告する。包含層調査中、フレイクが集中して出

土する場所が認められた。フレイクを多量に含む土をそのまま取り上げ、水洗選別で遺物を回収した。

遺構の範囲は、フレイクがみられなくなるまで掘り進め、その範囲・高さを実測し、特に多い場所は

集中部分とした。

ＢＬＦＣ－１は広範囲で、Ｒ－３３区の包含層の遺物としたものもある。黒曜石製のフレイクが４０，０００

点以上、残存状態が半形・片の石鏃や石槍・ナイフ、Ⅳ群土器も出土した。また、下位にＢＴＰ－４

が位置し、これよりも新しいと考えられる。ＢＬＦＣ－２は楕円形で、大規模な礫集中があるⅤ層で

みつかった。この周囲の包含層よりもフレイクが多くみられたので記録したが、点数は約１００点と少な

い。ＢＬＦＣ－３は調査区の北側でみつかり、黒曜石製のフレイクなどが約５００点出土した。ＢＬＦＣ

－４は集中部分がなく、黒曜石製のフレイクが約１，５００点と石鏃も出土した。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられ、出土土器からＢＬＦ

Ｃ－１は後期初頭の可能性がある。

９．大規模な礫集中（図１２・６２ 表８ カラー図版２ 図版１・２）

位 置 Ｗ－２７～３５、Ｘ－２６～３５、Ｙ－２７～３５、Ｚ・ａ－２８～３４、ｂ－２８～３３、ｃ－２８～３５、

ｄ－３０区

規 模 ３７．８×２４．１ｍ（６４２．６㎡） 平面形態 不整な楕円形

確認・調査 Ｂ地区で先行トレンチ調査を行わなかった調査区の南側部分のⅤ層包含層調査中、礫石

器やレキが大量にみつかった（Ⅲ章３節）。礫石器やレキの中に土があるとの表現は過剰かもしれない

が、かような印象を受けた。土層断面観察のため二本のベルトを残し、調査区の南側を少し掘り広げ、

平面の広がりを把握することとした。およそ東西のＷラインより南側すべてに、これら遺物の集中が

認められ、「大規模な礫集中」と呼称した。盛土等の人為的な二次堆積層の確認も行ったが、みられな

かった。ベルトの観察では南側へと遺物が多く、残存状態が悪い長径４㎜以下の焼骨が、ほぼ全域に

認められた。これらは多くがシカと推測される。本遺構の調査は包含層調査と同様で、遺物はグリッ

ドで取り上げた。

他の遺構との関連性 礫集中の範囲に位置する遺構は、ＢＬＰ－３を先端部ピットとするＢＬＨ－２・

ＢＬＰ－２・ＢＴＰ－５・ＢＬＦ－２・ＢＬＦＣ－２である。これらのうちⅤ層でみられた焼土ＢＬ

Ｆ－２とフレイク集中ＢＬＦＣ－２は本礫集中に伴うと考える。

出土遺物 土器は１，８６５点出土した。群ごとの割合はⅣ群が４６％、Ⅲ群３４％、Ⅰ群１８％である。Ⅳ・Ⅰ

群は胴部の小破片が、Ⅲ群は胴部の良好が最も多い。出土地点ではｂラインが３５％、ｃラインが２４％

で、後者の過半数はⅠ群である。剥片石器は２，６１０点出土し、約８１％がフレイク、次いでつまみ付きナ
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図８０ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構出土の復原土器



１６２

図８１ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土の復原土器
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イフ５％、次いで石鏃４％である。過半数以上がｂライン出土である。礫石器・レキは３３，８８４点出土

した。Ｕ・Ｒレキとレキがそれぞれ４５％で、残りの１０％が礫石器である。多いものは砥石、台石・石

皿、たたき石である。

時 期 本遺跡の主たる時期である縄文時代中期後半～後期初頭と考えられ、出土土器からも同様

に判断される。

１０．出土遺物
（１）土器

復原土器（図８０・８１ 表６９～８０ 図版３５・３６）

１・３・５～１２はⅣ群ａ類、２・４はⅢ群ｂ類である。

１の地文は口唇部にＬＲＬ縄文、口縁部にＲＬＲ縄文がみられ、胴部上半にはＬＲＬ・ＲＬＲ縄文

が施される。口縁部には無文帯があり、粘土の継ぎ目が確認できる。２は口唇部から胴部上位まであ

り、ＬＲ縄文の地文に半截竹管状工具によって、刺突文・平行沈線文が施される。３は胴部から底部

へとすぼまる器形であり、地文はＬＲ縄文である。４は口縁部に貼付帯と刺突文があり、ともに半截

竹管状工具によって施され、胴部はＬＲ縄文である。５は口唇部から底面までＬＲ縄文が施され、口

縁部に縄端圧痕文がみられる。６は胴部中位のみで、地文はＲＬ縄文である。７は器面が剥離してお

り、地文が不明である。内面はナデ調整がされ、炭化物が付着している。８は口唇部に八つの波頂部

があり、ナデ調整が行われ、胴部の器面はＲＬ縄文である。９は胴部に六つの貼付帯があり、器面に

ＬＲ・ＲＬ縄文が羽状にみられる。１０はＬＲ・ＲＬ羽状縄文が地文でナデ調整が行われている。１１は

胴部下位から底部で、指頭圧痕文がみられ、底部付近は無文である。１２の胴部下位にはＬＲ縄文が施

され、一部縦位回転施文が確認できる。

破片土器（図８２～８７ 表８１ 図版３８～４１）

遺構出土土器（図８２ 表８１ 図版３８）

１はⅣ群ａ類土器、２・３・５～９はⅢ群ｂ類土器、４はⅠ群土器である。

１はＢＬＨ－１Ｂから出土し、地文がＬＲ縄文である。２～８はＢＬＨ－２から出土した。２はＬ

Ｒ縄文地に貼付がされ、内面もＬＲ縄文が施される。３は外面がＬＲ縄文で、内面はナデ調整が行わ

れている。４は絡条体による圧痕文が施される。５～７は器面にＬＲ・ＲＬ結束第１種羽状縄文がみ

られ、内面には条痕文が確認できる。８は外面・内面ともにＲＬ縄文である。９はＬＲ縄文の地文に

内面がナデ調整されている。

包含層出土のⅢ群土器（１０～４１・７１・７２・７５）

１０～３０は口縁部である。

１０は口縁部で器面にＬＲ縄文が施され、口唇部には刺突文と撚紐の刻みがみられる。１１は貼付と半

截竹管状工具により刺突文が施される。１２は口唇部に半截竹管状工具による沈線文が確認できる。１３

はナデ調整が行われ、口唇部に刺突文がある。１４はＬＲ縄文地に貼付があり、半截竹管状工具によっ

て刺突される。１５はＬＲ縄文地に貼付が施される。１６は内面にナデ調整が行われ、口唇部に刺突文が

ある。１７の器面はＬＲ縄文で、刺突文が施文された貼付帯がある。１８は口唇部にナデ調整が行われ、

器面は黒色化し炭化物付着がみられる。１９はＬＲ縄文地に、刺突文がある貼付帯が施される。２０は二

又状工具によって刺突文が連続的にあり、口唇部にはミガキ調整される。２１はＲＬ縄文地に、円形刺

突文がある貼付帯がめぐる。２２は不整な条がみられ、貼付が確認できる。２３はＬＲ縄文地に綾絡文が

あり、口唇部にナデ調整が行われる。２４は内面にミガキ調整が行われ、口唇部に刺突文がある。２５の
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図８２ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構出土の破片土器
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図８３ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の破片土器（１）



１６６

図８４ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の破片土器（２）
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図８５ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の破片土器（３）



１６８

図８６ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の破片土器（４）
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図８７ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の破片土器（５）



１７０

地文は結束第１種の羽状縄文である。２６は口唇部に指頭圧痕によりへこみがみられる。２７・２８は外面

と内面にＲＬ縄文が施され、内面にはミガキ調整がされている。２９は口唇部にヘラ状工具による調整

がされている。３０は無文地にナデ調整がされている。

３１～３３は底部である。

３１は底外面にＲＬ縄文と綾絡文がある。３２は底内面に指頭圧痕が残る。３３は底外面にミガキ調整が

確認できる。

３４～４１・７１・７２・７５は胴部である。

３４は鉱物が多い胎土で、貼付帯に縄端圧痕文がみられる。３５はＬＲ縄文地に半截竹管状工具によっ

て沈線文がみられる。３６はＬＲ縄文地に綾絡文が確認できる。３７の器面はＬＲＬ縄文である。３８は外

面が黒色化し炭化物が付着する。３９は器面に押引文が連続して施される。４０はＬＲ縄文地に縄端圧痕

文が施された貼付があり、半截竹管状工具により沈線文がみられる。４１はＬＲ縄文に二又状工具によっ

て、刺突文が確認できる。７１の内面にはナデとミガキ調整がみられる。７２はＬＲ縄文地である。７５は

羽状縄文に一部縦回転施文がみられる。

包含層出土のⅣ群土器（４２～７０・７３・７４・７６～７８）

４２～５６は口縁部である。

４２はＬＲ縄文地に貼付帯が施され、円形刺突文がみられる。４３は器面・口唇部ともにＬＲ縄文であ

る。４４はＬＲ・ＲＬ縄文に貼付帯があり、貼付帯はＲＬ縄文が施されている。４５は内面にＬＲ・ＲＬ

縄文の縦横回転が行われ、沈線文状の調整痕がみられる。４６・４７はＲＬ縄文地である。４８は口唇部に

ＬＲ縄文にナデ調整が行われている。４９はＬＲ縄文に縄線文がみられる。５０・５１はともにＲＬ縄文が

施される。５２は器面にＬＲ・ＲＬ縄文が羽状に施され、内面・口唇部にＬＲ縄文がみられる。５３～５５

はＬＲ縄文が器面・口唇部に確認できる。５６はＲＲ縄文の１段Ｒの絡条体が施文される。

５７～６０・６１・６３は底部である。

５７はＬＲ縄文である。５８はＬＲ・ＲＬ縄文が羽状にみられる。５９・６０は器面にＬＲ縄文が縦回転さ

れている。６１は底外面にナデ調整が行われている。６３は底内面にＲＬ縄文とミガキ調整が行われる。

６２・６４～７０・７３・７４・７６～７８・８６は胴部である。

６２は貼付帯があり、ＲＬ縄文がみられる。６４は外面・内面にナデ調整が行われる。６５は内面にＬＲ・

ＲＬ縄文が確認できる。６６の貼付帯はＬＲ縄文である。６７はＲＬ縄文地に刺突文が施される。６８・６９

はＬＲ・ＲＬ縄文に貼付帯があり、貼付帯はＬＲ縄文がみられる。７０の内面は大きく剥離する。７３・

７４はＬＲ縄文地に貼付帯にはＬＲ縄文が確認できる。７６はＬＲ縄文地である。７７は不整な条が確認で

きる。７８はＬＲ・ＲＬ縄文でナデ調整が行われる。８６はＲＬ縄文地に沈線文が確認でき、Ⅳ群ｂ類と

思われる。

包含層出土のⅠ群土器（７９～８５）

７９～８１は口縁部である。７９・８０はＲＬ縄文地に微隆起線文があり、８０の内面には条痕文がみられる。

８１は微隆起線文と絡条体圧痕文が施される。８２は底部で底外面にはミガキ調整がみられる。８３はＬＲ

縄文地に微隆起線文があり、絡条体圧痕文がみられる。８４は微隆起線文が連続して巡る。８５は器面に

短縄文と微隆起線文が確認できる。

包含層出土のⅤ・Ⅶ群土器（８７～８９）

８７はⅦ群の頸部で、器面に沈線文がありナデ・ミガキ調整がされている。８８はⅦ群の胴部で外面・

内面にミガキ調整が確認できる。８９はⅤ群と考えられる胴部片で、ＬＲ縄文地に沈線文がみられる。
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図８８ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構出土の剥片石器



１７２

図８９ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構出土の礫石器



Ⅵ章 Ｂ地区 Ⅴ層の遺構と出土遺物

１７３

（２）石器等

遺構出土石器（１～２２）

剥片石器（図８８ 表８２ 図版４８）

１・２はＢＬＨ－１出土で、ともにスクレイパーである。１は背面両側縁に刃部があり、下部が破

損している。２は背面周縁に刃部があり、背面に一部原礫面を残す。３・４はＢＬＨ－１Ｂ出土で、

石槍・ナイフである。３は背面に高まりを残す。４は両面に広い剥離面がある。５～９はＢＬＨ－２

出土である。５・６は石鏃で、５は腹面に広い剥離面を残す。６は梨肌状であり、背面右側縁の基部

が破損している。７は石槍・ナイフで、背面に広い剥離面がある。８・９はつまみ付きナイフであり、

背面周縁に刃部がある。９は背面左側縁のつまみ部分が破損している。１０・１１はＢＬＨ－３出土であ

る。１０は石鏃で背面に高まりがあり、腹面に広い剥離面がある。１１はスクレイパーで両側縁に刃部が

確認できる。１２はＢＴＰ－４出土の石鏃で、両面に剥離痕があり背面左側縁が破損している。１３はＢ

ＴＰ－５出土の石鏃で左右対称な形状である。１４・１５はＢＬＦＣ－１から出土した石鏃で薄い。１４は

先端部のみで、腹面に広い剥離痕がみられる。１５は先端部が破損し、両面に剥離痕がある。１６はＢＬ

ＦＣ－２出土の石槍・ナイフで左右対称な形である。

礫石器（図８９ 表８２ 図版４８）

１７～１９はＢＬＨ－１から出土した。１７は磨製石斧で、敲打痕と剥落痕が確認される。１８はＢＬＨ－

１ｐｈ－１５出土の磨製石斧で、上部から刃部まで細かく研磨されている。１９は台石・石皿で裏面全体

が剥離し、被熱が確認できる。２０はＢＬＨ－２出土のたたき石で、両面に凹状のたたき痕がある。２１

はＢＬＨ－３出土の磨製石斧で、敲打痕と剥落痕が顕著で原礫面を残す。２２はＢＬＦＣ－２出土の磨

製石器で、全面に敲打痕が確認できる。

包含層出土石器（１～１３１）

剥片石器（図９０～９３ 表８２ 図版４３～４５）

１～１５は石鏃である。１は腹面に広い剥離面がある。２は長身で基部が長い。３は腹面に剥離面が

ある。４は小型で基部を破損している。５は赤色化している。６は背面左側縁の破損がみられる。７

は多量の小球果が筋状にみられる黒曜石製で、基部が内湾する。８は腹面に高まりが確認できる。９

は薄く、基部が内湾する。１０は先端部が破損する。１１は背面に高まりがみられ、基部が破損する。１２

は長身で基部が破損している。１３は小型である。１４は長身である。１５は基部が内湾し、背面左側縁が

破損する。１６～２０は石槍・ナイフである。１６は両面に広い剥離痕がある。１７は背面に高まりがみられ

る。１８は左右非対称である。１９は小球果が筋状にみられる黒曜石製で、先端部が破損する。２０は両面

に厚みがある。２１～２３は石錐である。２１は上端部・先端部が破損する。２２は腹面に加工があり、上端

部が破損する。２３は背面にふくらみがあり、腹面にも加工が確認できる。２４～３６はつまみ付きナイフ

である。２４は原礫面があり、つまみ部分が破損している。２５は背面・腹面の上半部に加工がみられる。

２６は背面右側縁が破損し、黒色化している。２７は腹面つまみ部分に加工がある。２８は赤色化し、背面

右側縁が破損する。２９は先端部が少し破損している。３０は背面に広い剥離痕がある。３１は背面周縁に

刃部が形成される。３２は背面全体に加工がある。３３・３４は腹面つまみ部分に加工がされる。３５は腹面

にも右側縁とつまみ部分に加工が確認できる。３６は腹面左側縁とつまみ部分に加工がある。３７～４６は

スクレイパーである。３７は赤色化し球果がみられる。３８は背面両側縁に刃部が確認できる。３９は背面

右側面に刃部があり、左側縁には原礫面が残る。４０は背面に広い剥離痕がある。４１は上下が破損し、

両側縁に刃部がみられる。４２は両面に加工があり、腹面左側縁に刃部が確認される。４３は背面周縁に

刃部があり、原礫面を残す。４４は小球果が筋状に残る黒曜石製で、背面下部に刃部がある。４５は両面



１７４

図９０ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の剥片石器（１）



Ⅵ章 Ｂ地区 Ⅴ層の遺構と出土遺物

１７５

図９１ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の剥片石器（２）



１７６

図９２ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の剥片石器（３）
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１７７

図９３ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の剥片石器（４）



１７８

図９４ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（１）
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１７９

に被熱によるはじけが確認できる。４６は背面に広い剥離痕がある。４７～４９はチャート製の石核で、原

礫面と剥離面がみられる。

礫石器（図９４～１０７ 表８２ 図版４８～５４）

５０～６１は磨製石斧である。５０は上端部から刃部まで研磨される。５１は上端部が破損する。５２は全面

研磨され、一部剥落が確認できる。５３は小型で裏面の上端部が剥落し、被熱している。５４は上端部か

ら刃部へ広がる形状で、被熱している。５５は厚みがある。５６は上端部が破損し、剥落している部分も

ある。５７は擦切り技法が行われている。５８は両面が広く剥落している。５９は薄く、擦切り技法が行わ

れている。６０は全面に敲打痕と剥落痕がみられる。６１は上端部と刃部が破損する。６２～７４はたたき石

である。６２は断面が三角形状で全面に凹状のたたき痕がみられる。６３は上下面が破損し、裏面左側に

たたき痕がある。６４は断面が正方形状で、各面に凹状のたたき痕がみられる。６５は両面にたたき痕が

確認できる。６６は下部にたたき痕がある。６７は両面にたたき痕があり、一部剥離している。６８は上部

が破損し、下部にたたき痕がある。６９は両面と下部にたたき痕がみられる。７０は上下にたたき痕がみ

られる。７１は形状が長方形で、各面に研磨痕・敲打痕がある。７２は主に上下面にたたき痕がみられる。

７３は円形を呈し、全面にたたき痕が確認できる。７４は花崗岩製で表面右側にたたき痕がある。７５～８３

はすり石である。７５は下部にすり面があり、被熱している。７６は表面右側が破損している。７７は下部

にすり面がある。７８は小型で表面にすり面がみられる。７９は左右が破損し、一部黒色化する。８０は上

部にたたき痕が確認できる。８１は裏面が剥離する。８２はすり痕付近に剥離がみられる。８３は下部にす

り面があり、裏面が剥離する。８４～９６は北海道式石冠である。８４は主に側面・裏面に敲打による加工

がされている。８５は上部・側面に敲打痕が残る。８６は下部にすり面がみられる。８７・８８は両側面に敲

打痕がある。８９は被熱している。９０は上下にすり面があり、側面に敲打による加工が行われている。

９１は上部のみで、側面に加工がみられる。９２は下部が破損し、上下にすり面がある。９３は上部・側面

に加工が確認できる。９４は下部にすり面があり、両面は研磨されている。９５は側面に敲打痕が残る。

９６は表面右側が破損する。９７～１０２は石錘で、左右敲打による加工がされている。９７は上部に敲打痕が

あり、下部は破損する。９８は裏面が剥離する。９９は表面右側が破損する。１００は下部が破損する。１０１

は裏面に破損がみられる。１０２は凝灰岩製で小型のものである。１０３～１１２は砥石である。１０３はすり面

が２か所あり、上下破損する。１０４は両面にすり面があり、一部黒色化する。１０５は両面がすり面であ

る。１０６・１０７は裏面が破損する。１０８は両面にすり面があり、被熱している。１０９は棒状にすり面があ

り、裏面に礫面を残す。１１０はゆるやかな凹状のすり面がある。１１１・１１２はすり面があり、上下と裏面

が破損する。１１３～１２１は台石・石皿である。１１３は両面に凹状のたたき痕がみられる。１１４は片麻岩製

で中央にすり面が確認できる。１１５はたたき痕がある。１１６はすり面があり、一部黒色化する。１１７はた

たき痕が数か所ある。１１８は大型で、ゆるやかなすり面がある。１１９は広いたたき痕が残る。１２０は大型

で中央にすり面がある。１２１はたたき痕がある。

石製品（図１０８ 表８２ 図版４５）

１２２は小型の磨製石斧で、上端部から刃部まで研磨される。１２３は蛇紋岩製の玉で、裏面は剥離して

いる。１２４は黒曜石製の棒状原石で、各面原礫面がみられる。１２５は小型の石錘で、左右敲打による加

工がされている。１２６はチャート製の原石である。１２７はタルク岩製の玉で、全面研磨がみられる。１２８

は石錘で左右に敲打によって加工が行われる。１２９は砂岩製のいかり石で、表面と左側にたたき痕があ

る。１３０は小型の磨製石斧で、上端部から刃部へ広がる形状である。

（奥山さとみ）



１８０

図９５ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（２）
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図９６ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（３）



１８２

図９７ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（４）
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１８３

図９８ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（５）



１８４

図９９ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（６）
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１８５

図１００ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（７）



１８６

図１０１ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（８）
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１８７

図１０２ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（１）



１８８

図１０３ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（１０）
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１８９

図１０４ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（１１）



１９０

図１０５ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（１２）
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図１０６ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（１３）



１９２

図１０７ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の礫石器（１４）
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１９３

図１０８ Ｂ地区 Ⅴ層 包含層出土の石製品



１９４

表４９ Ｂ地区 Ⅴ層 掘り上げ土一覧表

表５０ Ｂ地区 Ⅴ層 竪穴住居跡一覧表

表５１ Ｂ地区 Ⅴ層 竪穴住居跡付属遺構一覧表
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１９５

表５２ Ｂ地区 Ⅴ層 土坑一覧表

表５３ Ｂ地区 Ⅴ層 Ｔピット一覧表

表５４ Ｂ地区 Ⅴ層 Ｔピット付属遺構一覧表

表５５ Ｂ地区 Ⅴ層 石組炉一覧表



１９６

表５６ Ｂ地区 Ⅴ層 焼土一覧表

表５９ Ｂ地区 Ⅴ層遺構出土土器点数表

表５７ Ｂ地区 Ⅴ層 フレイク集中一覧表
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表５８ Ｂ地区 ＢＬＨ出土土器点数表



１９８

表６０ Ｂ地区 大規模な礫集中出土土器点数表
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１９９

表６１ Ｂ地区 ＢＬＨ出土剥片石器点数表

表６２ Ｂ地区 遺構出土剥片石器点数表



２００

表６３ Ｂ地区 フレイク集中出土剥片石器点数表

表６４ Ｂ地区 大規模な礫集中出土剥片石器点数表
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２０１

表６５ Ｂ地区 ＢＬＨ出土礫石器・石製品・レキ点数表



２０２

表６６ Ｂ地区 遺構出土礫石器・石製品・レキ点数表

表６７ Ｂ地区 ＢＴＰ・ＢＬＦＣ出土礫石器・石製品・レキ点数表
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２０３

表６８ Ｂ地区 大規模な礫集中出土礫石器・石製品・レキ点数表



２０４

表６９ ＢＬＭ－１ Ｏ－２９区出土復原土器観察表

表７０ ＢＬＨ－４出土復原土器観察表（１）

表７１ ＢＬＨ－４出土復原土器観察表（２）
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２０５

表７２ 大規模な礫集中 Ｘ－３４区出土復原土器観察表

表７３ 大規模な礫集中 ｂ－２９区出土復原土器観察表

表７４ 大規模な礫集中 ｂ－３２区出土復原土器観察表

表７５ 大規模な礫集中 Ｗ－２９区出土復原土器観察表



２０６

表７６ Ｔ－２４区出土復原土器観察表

表７７ Ｔ－３９区出土復原土器観察表

表７８ Ｒ－３８区出土復原土器観察表

表７９ Ｊ－２５区出土復原土器観察表
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２０７

表８０ Ｒ－２７区出土復原土器観察表

表８１ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土破片土器観察表（１）



２０８

表８１ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土破片土器観察表（２）
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２０９

表８１ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土破片土器観察表（３）



２１０

表８１ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土破片土器観察表（４）
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２１１

表８１ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土破片土器観察表（５）



２１２

表８２ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土石器等観察表（１）
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２１３

表８２ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土石器等観察表（２）



２１４

表８２ Ｂ地区 Ⅴ層 遺構・包含層出土石器等観察表（３）



Ⅶ章 まとめ

２１５

Ⅶ章 まとめ

１．出土遺物の集計・分布
本遺跡の包含層出土の遺物は、Ａ地区は土器５，１０１点、石器等１２，２００点、Ｂ地区は土器１３，４３４点、石

器等１８６，９４８点で、合わせて土器１８，５３５点、石器等１９９，１４８点、合計２１７，６８３点が出土した。これらの遺

物はⅣ～Ⅵ章で地区と層位ごとに掲載した。ここでは、これらの包含層出土の遺物のあり方を示すた

め、遺物登録台帳を元に出土点数表・出土分布図を作成した。二次整理作業を進めていくにつれ、遺

物の一次分類作業での判断、認識、記載等で誤りがみられたが、時間的な猶予がないため、これらは

訂正していない。しかし、遺物の出土傾向を述べるのに支障はないと考える。

（１）出土点数表（表８３～８８）

Ａ地区の土器はⅣ群が約８１％で最も多く、ついでⅢ群約１６％、Ⅶ群約１％である。他にⅠ・Ⅱ・Ⅴ

群があり、Ⅱ群としたものは時期分類の誤りである。Ｂ地区は約８５％がⅣ群と最多で、ついでⅢ群が

約１１％、Ⅰ群が約２．８％である。また極少数Ⅴ群・Ⅶ群も出土した。両地区の土器は小破片が約７０％で、

Ⅳ群は剥離も多い。

剥片石器は石鏃、石槍・ナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、Ｕ・Ｒフレイク、石核、

フレイクがある。Ａ地区ではフレイクが約９６％で、ついで石鏃、スクレイパーである。いずれも黒曜

石製が多い。Ｂ地区もフレイクが約１３万点出土し９９％を占める。ついで多いのは石鏃２４５点で、Ｕ・Ｒ

フレイク、つまみ付きナイフ、石核、スクレイパーの順である。

礫石器は、両地区ともに磨製石斧、たたき石、砥石、台石・石皿が多く、すり石、北海道式石冠、

石錘は少ない。石製品は、Ａ地区から巻貝化石、Ｂ地区では玉などがみられ、点数は少ない。

レキは多く出土し、両地区ともに礫石器等の９０％以上を占める。加工・使用痕がみられるもの（Ｕ・

Ｒレキ）と、人為的に持ち込まれた自然礫（レキ）があり、石材は、遺跡が立地する厚真川上流の山

間部に多い砂岩、凝灰岩等の脆弱な堆積岩である。

両地区の石器等の点数はＡ地区に比してＢ地区が多く、これは竪穴住居跡やフレイク集中、大規模

な礫集中等の遺構がＢ地区にあり、Ａ地区にはこれらがなく、Ｔピットが多いことに関連があると推

測される。

（２）出土分布図（図１０９～１２９）

共通する事項として、Ａ地区は調査区の北東側部分、Ｂ地区は北側部分からの出土が少ない。すな

わち概して遺跡の中央付近から南側部分に多い。またＢ地区のＫ～Ｎ・２５～２９ライン部分も遺物が少

ない。これはグリッド交点Ｍ・Ｎ－２５で調査区中央の沢へ流れ込む沢の影響と考えられる。

土器 「Ⅰ群」はＱラインより南側から出土し、特にＢ地区のｃ－３０区に多い。「Ⅲ群」は、Ａ地区

は中央から南側付近、Ｂ地区は北側と中央～南側部分にみられる。１００点を超えるのは、Ａ地区のＮ－

１７区、ｄ－２０区、Ｂ地区のＢＬＨ－４が位置するＲ－３８区である。「Ⅳ群」はＡ・Ｂ両地区の北側と中

央～南側付近から出土し、点数が多いグリッドであっても、その周囲では全く出土していない地点も

みられ、小破片が多いⅣ群の特徴といえる。Ａ地区のＦ－１９区、Ｂ地区のＰ－３７・３９区が特に多い。

「Ⅴ群」はＡ地区の南側とＢ地区の北側で少数出土した。「Ⅶ群」はＡ地区のＵラインから北側で散在

的な出土である。Ｂ地区は調査区中央の沢近くで少量出土した。

剥片石器 「石鏃」は散在的な出土で、若干多いのはＲ－３２・３３区で、ここにはＢＬＦＣ－１があ
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38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 1 9  1 8  1 7  1 6  1 5  1 4  1 3  1 2  1 1  1 0  9 8 7
 

6 5 4
 

3 2 

/ . 
ヽV _/ I\ 

r 〈
, 

＼ 
I 

l 
I ＼ 

B地 区 ＼ 
＼ A地メヽヽ '

\ ／
＇ 

」〈 I\ 
／ ＼ ＼ ヽ

／ 
j../ 

＼ 
一

〗,, 
' --

I 
／ 

／ 
／ J 

／ ／ 
／ 

/ ／ 
／ ／ ／ --I,, ／ ／ 

V 
＼ 

／ ／ v v ヽ

／ ＼ ／ ／ 
3 V ＼ ヽ

V ＼ 
＼ノ ／ 

／ /
v 

＼ r-..._1/ 

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
o
p
Q
R
S
T
u
v
W
X
Y
Z
 a
bc
d

 e
f
g
h
i

 



２２０

図
１１
３
包
含
層
Ⅶ
群
土
器
出
土
分
布
図



Ⅶ
章
ま
と
め２２１ 図１１４ 包含層石鏃出土分布図
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北海道式石冠
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る。「石槍・ナイフ」は調査区全体から散漫な出土である。「つまみ付きナイフ」は、Ａ地区では調査

区中央の沢沿いのグリッドでみられ、Ｂ地区では大規模な礫集中の場所に多い。「スクレイパー」と

「Ｕ・Ｒフレイク」は、Ａ・Ｂ両地区ともに散在的で、ＢＬＨ－１・３・４、ＢＬＦＣ－１、大規模な

礫集中付近に多い。「フレイク」はさらに広く、Ａ地区ではＮ－１７区が最多で、Ｂ地区ではＢＬＦＣ－

１が位置するグリッドから１２５，１４８点が出土し、その西と南側のグリッドも多い。また、ＢＬＨ－１と

ＢＬＦＣ－４、大規模な礫集中の地点でも多い。

礫石器・レキ 「Ⅲ層礫石器」はＡ地区のほぼ全体にみられ、東側と北側部分では少なく、多いの

はＨ・Ｉ－１１・１２・１５・１６区、Ｔ・Ｕ－１０～１３区、Ｗ－９・１２区、Ｗ～Ｙ－１５・１６区、Ｘ－１９区、ｂ

－１８区、ｄ－２３区で、擦文文化期後期～中世アイヌ文化期の遺構の位置と一致する。「磨製石斧」・「た

たき石」は概ね全体にみられ、Ａ地区の中央からやや南側、Ｂ地区はＢＬＨ－１・３と大規模な礫集

中付近に多い。「すり石」・「北海道式石冠」・「石錘」は大規模な礫集中付近に多い。「砥石」・「台石・

石皿」・「Ｕ・Ｒレキ」・「レキ」は調査区全体にみられ、大規模な礫集中に多い。

２．自然遺物
（１）動物遺存体（表８９・９０）

炉跡ＡＵＦの土壌は水洗浮遊選別法で自然遺物を回収した。被熱した「焼骨」がほとんどで、陸獣

骨（シカ）と考えられ、ＡＵＦ－１・４・１１・１２・１３以外からみつかっている（ＡＵＦ－５は未実施）。

また、ＡＵＦ－１２でみられた「マイマイ」は、餌を求めて自ら移動し混入したと判断される。

大規模礫集中のⅤ層で多くみられた骨片は、大きいものでも長径０．５㎝程度、脆弱で白色味が強く内

部組織がつぶれている。「被熱した「焼骨」には魚骨等はみられず、多くが陸獣骨、特にシカと推定さ

れ、部位は四肢の破片と判断される」（東海大学 内山准教授による簡易鑑定）。

（２）植物遺存体（表９０）

確認した種子は、アカザ、エノコログサ、カヤツリグサ、コメ？、スギナ、タラノキ、ハギ、ブド

ウ、ホオノキ、マタタビで、科まで同定のものは、オオバコ科・キク科・シナノキ科？・タデ科・バ

ラ科である。カヤツリグサ以外は食用と推測する。

また、縄文時代のＢＬＨ－３からは動植物遺存体はみつからなかった。

水洗浮遊選別法で出土した人工遺物について（表９０）

黒曜石の微細なフレイクが、Ⅲ層のＡＵＦ－３・１３から極微量、縄文時代後期初頭のＢＬＨ－３か

ら出土した。また、ＡＵＦ－７では鉄器の小破片がみつかった。

３．自然科学的分析結果の評価
（１）放射性炭素年代測定結果の評価について（表９１）（付篇１・２）

本遺跡で調査した、Ａ地区Ⅲ層の遺構と両地区の縄文時代の遺構について詳細な年代を知るため、

放射性炭素年代測定を行った。付篇で示された結果のうち、暦年較正年代について、標準偏差をもと

に新しいものから順に並べたものが表９１である。

アイヌ文化期～擦文文化期

最も新しいのはＡＵＳ－５の礫の集中部分から出土した試料（ＩＫ３－５）の１５世紀末葉～１７世紀

初頭で、標準偏差の百分率の値が低いことを踏まえても最新値である。ついで、建物跡ＡＵＰＳ－４

の焼土ＡＵＦ－４（ＩＫ３－２）、建物跡ＡＵＰＳ－２の焼土ＡＵＦ－６（ＩＫ３－４）、建物跡ＡＵ

ＰＳ－３の焼土ＡＵＦ－３（ＩＫ３－１）で、１４世紀末葉～１５世紀中頃である。さらに、礫集中ＡＵ
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Ｓ－６（ＩＫ３－８）、礫集中ＡＵＳ－５の炭化物集中出土の２点の試料（ＩＫ３－７・６）で、前者

は１３世紀前半～後半であり、後二者は１２世紀中頃～１３世紀前半・中頃である。ＡＵＦ－５（ＩＫ３－

３）と礫集中ＡＵＳ－７（ＩＫ３－９）はともに１２世紀中頃～１３世紀前半である。

以上の結果を、時代の古い順から整理すると、当該時期で最も古い年代の遺構はＡＵＦ－５とＡＵ

Ｓ－７である。ＡＵＦ－５は北側に位置し、付近にＡＵＳ－１・４があり、周辺の包含層からはⅦ群

の擦文土器も出土した。ＡＵＳ－７は南側に位置し、周辺は遺構や遺物が少ない。ＡＵＳ－５の炭化

物集中（ＩＫ３－６・７）は同時期と判断され、これらは礫の集中部分から若干離れた南側に位置し、

礫の集中部分出土の試料（ＩＫ３－５）と約４００年の差がある。ＡＵＳ－５として調査した遺構は、北

側の礫の集中部分と南側の炭化物集中部分は時期が異なると考えられる。ＡＵＳ－６は近くにＡＵＦ

－９・１１がある。ＡＵＦ－３（建物跡ＡＵＰＳ－３）とＡＵＦ－６（建物跡ＡＵＰＳ－２）は測定結

果からは同時期で、両建物跡は近接する。ＡＵＦ－４（建物跡ＡＵＰＳ－４）は、これらよりもやや

南側にあり、最も新しいものがＡＵＳ－５の礫の集中部分である。本遺跡のⅢ層は他の遺跡と比べて、

遺構数は少ないが、擦文文化期後期～中世アイヌ文化期末葉の間、継続して人が活動していたと推測

される。１標準偏差での年代値の幅は５０年以内で、一つの遺構が利用された時間（一世代）を示唆す

るものかもしれない。

縄文時代

Ａ地区の石組炉ＡＬＦＲＳ－１（ＩＫ３－１０）は３千８百年前で縄文時代後期初頭、Ｂ地区の竪穴

住居跡ＢＬＨ－４（ＩＫ３－１１）は４千５百年前で同中期後半である。後者からは柏木川式土器の復

原個体が出土している。

その他

Ｂ地区で調査したＢＬＰ－２（ＩＫ３－１２）は約４万９千年の結果である。１標準偏差での「ばら

つき」は６８．２％で、２標準偏差（９５．４％）では、今回採用したプログラム「IntCal１３」（平成２５（２０１３）

年）が較正可能な範囲を超えたとある。ＢＬＰ－２（図７０ 図版２９）は大規模な礫集中の範囲内にあ

る土坑で、遺構の南西部分の壁ぞいから、炭化材が形状を保って出土した。土器は出土していないが、

磨製石斧・たたき石・砥石等の礫石器が出土し、縄文時代の遺構と考えられる。遺構の坑底面はＴａ

－ｄ２層である。分析結果の「pMC（percent Modern Carbon）」と「Libby Age（yrBP）」付篇２ 表１・

２）に注目すると、前者は「０．３５±０．０２％」で、現代（１９５０ＡＤ）の炭素試料を１００％とした場合の割

合で１％未満と極端に小さく、「Liibyの半減期」から算出される年代は「４５，５３０±４６０yrBP」である

（１標準偏差）。現状では、発掘方法や分析の手順に問題点がみつからないため、結果値の要因を評価

できないが、本例のように予想と違った結果の事例も、原因を究明していかねばならない。

（２）鉄製品の保存処理と材質分析（付篇３）

本遺跡から出土した鉄製品は、針（No．１）・鉄鍋（No．２）・棒状品（No．３）・鍬先（No．４）である。

これらは中世アイヌ文化期と考えられる。鉄製品は保存処理と成分分析を外部委託業務で行ったので、

その概要を記す。

保存処理の工程

�遺物の現状と記録類の確認→�デジタルカメラによる処理前写真撮影→�Ｘ線透過写真撮影→�
さび落とし→�脱塩処理→�含浸処理（パラロイドＮＡＤ―１０３０％ソルベントナフサ溶液）→�充填
補強（エポキシパテ）・着色（岩絵具）→	デジタルカメラによる処理後写真撮影→
梱包（ポリプロ
ピレン製に、酸素吸着剤・シリカゲルとともに収納）

（分析の方法）
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組織観察は金属顕微鏡を用い、非金属の介在物質をみつけ「EPMA分析」で特定し、化学分析は「ICP

発光分析法」により、含有する元素（２０種類）の量を測定した。

（分析の結果）

針・棒状品・鍬先は鋼製で、セメンタイトやその痕跡から炭素量０．５％未満の「亜共析鋼」が素材で

ある。非金属介在物質の種類は、針・鍬先はガラス質ケイ酸塩、棒状品はチタノマグネタイト様の鉱

物相、鍬先には鉄チタン化合物がみられ、針は、棒状品や鍬先とは異なる製作場所である可能性が高

い。鉄鍋は銑鉄を素材として鋳造され、リン（P）の含有量が多い。鉄製品に含有されるニッケル（Ni）・

コバルト（Co）・銅（Cu）の含有量の比のプロット図では、針・鉄鍋（領域Ａ）、棒状品（領域Ｂ）は

近接し、鍬先（領域Ｃ）が離れる。これら三元素の相関関係は高く、領域Ａ～Ｃは概ね同じ原料であ

る。しかし、同原料であっても鉄チタン酸化物を含有する遺物とそうでないものがある。これは、製

錬の段階で混入した可能性が高く、原料の違いを示すものではない。古代から近世まで、素材として

の鉄の流通は一般的で、本遺跡の鉄製品もこれを原料としていると考えられる。

４．Ⅲ層の調査について
Ａ地区のⅢ層では、擦文文化期後期～中世アイヌ文化期の遺構・遺物を調査し、Ｂ地区でもⅦ群土

器（図８７－８７・８８）や火打石と推測される打ち欠かれたチャート（図９３－４７～４９）が出土した。

Ａ地区のⅢ層の遺構は、調査区の北側部分、南東側部分、南側中央、南西側部分の４地点がある。

北側部分：焼土・礫集中が散在的にみられ、擦文文化期後期の土器が出土した。南東側部分：建物跡

１軒と焼土、礫集中がみられる。南側中央：遺構が最も多く、建物跡６軒、焼土、礫集中、柱穴・杭

穴がみつかった。南西側部分：焼土や礫集中が散在的である。擦文土器は、北側のＡＵＳ－１からと、

北側と南東側の遺構の周囲では復原個体が出土し、北側と南東側部分は擦文文化期後期、南側中央と

南西側は土器が出土しておらず、年代測定の結果等から中世アイヌ文化期と判断する。

南側中央のＷ～ｄラインと１４～２３ラインまでの範囲は、遺構・遺物が多く、南東を調査区境界の崖、

北西を調査区中央の沢に挟まれた緩斜面～平坦地である。

上位の黒色土層であるⅢ層は、本事業での厚真町教育委員会の調査で三つに細分されている。上位

のⅢａ層は黒色（７．５YR２／１）の砂質シルト層で、上位層起源のＴａ－ｂ層軽石の細礫を斑状に含む。

中位のⅢｂ層は黒色（１０YR１．７／１）のやや粘性のあるシルトで、下位には部分的にＢ－Ｔｍ（白頭山苫

小牧火山灰１０世紀降下）がある。Ⅲｃ層は黒褐色（１０YR２／３）の砂質シルトである（厚真町教育委員

会２０１５他）。これを参考に本遺跡の調査でもⅢ層を「上・中・下位」として区分した。Ｔａ－ｂ直下の

Ⅲ層上位では何もみられず、Ⅲ層中位で遺物が出土し礫集中を確認した。下位は遺物が少なくなり、

焼土が認められた。柱穴・杭穴はⅢ層での発見は困難で、すべてⅣ層上面で確認した。

遺構調査は、遺物の出土状況を確認し、周囲に比べて集中する部分を礫集中とし、掘り下げるたび

に精査し確認を繰り返した。焼土や遺物集中の周辺は、平地住居跡を想定し柱穴・杭穴の発見に努め

た。焼土は褐色を呈し、Ⅲ層下位～Ⅳ層が被熱する。上面に炭化物や灰の集中がみられたものもある。

ＡＵＦ－１・２やＡＵＦ－９・１１のように二つ並ぶものは、両者を結ぶ直線を軸とする平地住居が想

定される。前者は柱穴・杭穴が確認されたので、ＡＵＰＳ－１とし、後者はＡＵＦ－１１が崖際で、柱

穴・杭穴はみられなかったが、平地住居跡と考えられ、南東側はかつて台地が続いていたと推測する。

ＡＵＦ－５・１２のように細長のものは、本来は二つで焼土が移動した結果まとまった、あるいは、一

つの焼土を、近接する位置に複数回移動させた結果と考える。礫集中は、長径１０㎝未満のレキ（自然

礫）が多く、石材は周辺で獲得できる脆弱で軟質な砂岩・凝灰岩が多い。礫集中の一部分には、隙間
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なくレキが密集する状況がみられ、これを「集中部分」と呼称し

た。ＡＵＳ－１、ＡＵＳ－２Ａ・ＡＵＳ－６Ａ・Ｂ、ＡＵＳ－１４

等がある。レキは互いに重ならず、層位的な上下方向へは広がら

ない。平面は長方形を呈するともみられ、箱等の容器に収納され

ていた可能性を考える。柱穴・杭穴の確認は困難で、焼土や礫集

中から柱穴の位置を推測し調査した。平地住居跡の柱穴・杭穴は

部分的な発見にとどまった。当該期の掘立柱建物の柱穴は、規模

の統一性と配置の規則性が厳密でないため、確認された柱穴から、

他の柱の位置をみつけることは困難であった。調査では、アイヌ

民族の身体を用いた「手測り」（図１３０ 樺太アイヌ民族の例）を、柱穴間の長さを測る尺度として用

いた。人体より大きな対象物を計測する方法は「sine tem」（両腕を水平に広げた状態での両手の親指

先間の長さ）と「tem enko」（片腕を広げた状態でこの親指先から胸の中心までの長さ）である。これ

までの調査事例では柱穴・杭穴の列は、同一直線上に位置しないものが多く、そのことも考慮し調査

したが、多くの柱穴を発見するには至らなかった。地山のＴａ－ｄ２層は、一次堆積・水成二次堆積

ともにしまりが弱く、柱穴・杭穴の内部にこれらを主体とする覆土が堆積した場合、その識別は困難

で、確認できない大きな理由の一つであろう。また、柱穴・杭穴と予想した場所は、すべてトレンチ

で断ち割りした。柱穴・杭穴は厳密な垂直で建てられるものは少なく、土層断面は半截する方向や位

置に影響されることに注意が必要である。断面を観察した後は、柱穴・杭穴の正確な形状を確認する

ため掘り上げた。

５．縄文時代の遺構について
縄文時代の遺構は、Ａ地区でＴピット、Ｂ地区は竪穴住居跡や大規模な礫集中等を調査し、主たる

時期は縄文時代中期後半～後期前半である。

竪穴住居跡の時期は、柏木川式土器を伴う小型のＢＬＨ－４が縄文時代中期後半、円形に近い楕円

形で先端部ピットをもつＢＬＨ－１・２・３が縄文時代中期後半から後期前半である。ＢＬＨ－１は

平面から４軒が切り合うと判断される。これの構築に伴うのが盛土ＢＬＭ－１と考えている。竪穴住

居跡は小規模で数も少なく、Ｂ地区にのみでみつかった。土坑はいずれも浅く小規模なもので、Ａ地

区で１基、Ｂ地区で２基調査した。石組炉はＡ・Ｂ両地区で１か所ずつ確認した。石組炉の調査では、

精査を繰り返し柱穴・杭穴の発見に努めたが、確認できなかった。地床炉と考えられる焼土は、Ａ地

区で５か所、Ｂ地区で３か所確認した。多くは褐色を呈し、Ｔａ－ｄ２主体の橙色の地山であるため

か、判別しにくいものもあった。フレイク集中はＢ地区で４か所確認し、竪穴住居跡のあり方と関連

するのかもしれない。特にＢＬＦＣ－１は広範囲で深く、これが位置するＲ－３３区の包含層の遺物と

して取り上げたものも含めると１６万点を超え、本来の遺構の規模は図化（図７９）した範囲よりも広く

深いと考えられる。黒曜石製のチップが多く、定型的な石器は残存状態が半形または片である。また、

この下位にはＢＴＰ－４があるが、フレイクはＴピットの覆土上位部分にのみみられたので、ＢＴＰ

－４が古く、これが埋没した後に、ＢＬＦＣ－１が形成されたと判断される。

ＴピットはＡ地区で３１基、Ｂ地区で１３基調査した。底面の平面形態から、楕円形、長楕円形、溝状

に分けられる。前二者は坑底面に杭穴を有するものが多く、溝状と比べ概して浅い。また、坑底面は

楕円形、確認面は円形を呈し、坑底面に多数の杭穴をもつものがある（ＡＴＰ－２９）。長楕円形のＡＴ

Ｐ－１１と溝状のＡＴＰ－１５は切り合ってみられた。調査では連続する土層断面を設定できず、新旧関

図１３０ アイヌ民族手測り
（山本１９７０より）



Ⅶ章 まとめ

２４１

係は判断できなかったが、形状の異なるＴピットの新旧関係は、本事業用地の発掘調査の事例から、

楕円形のものが溝状のものを切り、楕円形が新しく、溝状が古いと判断される（「上幌内５遺跡」北海

道埋蔵文化財センター２０１４）。次にＴピットの調査でみられた状況とその解釈を記し覚書とする。Ｔ

ピットの覆土を単純化すると、上位は黒色土層主体、下位はＴａ－ｄ２等の地山主体の層で、覆土最

下層すなわち坑底面直上に、黒色土の堆積がみられるものとみられないものがある。この黒色土は構

築時の地表土であるⅤ層が主たる起源とすると、これがみられないものは、埋没過程の初期段階で遺

構の壁が崩落し堆積したと解される。地山のＴａ－ｄ２層はスコリア主体で、固結が弱く崩落しやす

い。Ｔピットの覆土の堆積の様相は、上位部分は遺構の中央へと傾斜し、下位部分は概して水平であ

る。遺構の上位部分で水平な層界がみられるものは、人為的な埋め戻しの可能性が指摘される。さら

に、遺構最上位の層は黒色土が多いが、地山等の下位の層が主体でみられる場合、そのＴピットまた

は周辺の遺構を構築する際の、掘り上げ土の流入である可能性が考えられる。坑底面は水成粘土層の

上面付近で、これを深く掘り込んでいるものはなく、Ｔピットの掘削はこの粘土層までとしていたと

推測する。この粘土層の上面は地下水が流れ、いくつかのＴピットでは湧水しポンプで排水しきれな

い豊富な水量であった。杭穴は坑底面で確認されるが、調査中に覆土中～下位で棒状の空洞がみられ

たものもあった。これらは坑底面まで及んでいないが、杭跡と推測する。坑底面に至らないのは、最

下位に堆積した覆土に設けられたためと推測する。ＡＴＰ－１３のように坑底に段を有するものは溝状

の事例に多い。これは段を設けたとも解されるが、同じ場所に長軸の長さを変えて再構築した可能性

もある。この場合、長軸方向に半截しないと、土層断面で複数の遺構を確認することは難しい。

大規模な礫集中はＢ地区の南端部分で、他の包含層と比べて礫石器が極めて多く、焼骨等もみられ

た。遺物は調査区の崖際まで途切れることなく集中して出土し、かつては南側に台地が続き、遺構が

広がっていたと考えられる。土器はⅣ群８５９点、Ⅲ群６２５点、Ⅰ群３３８点出土した。Ⅰ群は崖の先端部分

のｃラインに多く、Ⅲ群はｂ・ｃライン、Ⅳ群はＸ・ａ・ｂラインと、新しい時期の遺物が北側に多

い。剥片石器は２，６１０点出土し、８０％以上がフレイクである。ついで、つまみ付きナイフ１２７点、石鏃

１１０点、石核１０９点で、石核が多い特徴が指摘できる。また、本遺構の北へ約２０ｍの場所に先述のＢＬ

ＦＣ－１（Ｒ－３３区）がある。礫石器・レキは３３，８８４点出土し、Ｕ・Ｒレキとレキがそれぞれ４５％を

占め、石材は遺跡の近くで入手しやすい脆弱な堆積岩が用いられることが多い。これらは、�：自然
起因の平滑面とすり痕・研磨痕等の人為的な使用・加工痕とが区別しにくく、脆弱なため風化しやす

く、�：破片になりやすく、�：使用・加工痕が識別しがたい特徴がある。レキ（自然礫）も人為的
に持ち込まれ利用されたと考えられる。礫集中の範囲に位置する遺構はＢＬＨ－２（ＢＬＰ－３）・Ｂ

ＬＰ－２・ＢＴＰ－５・ＢＬＦ－２・ＢＬＦＣ－２で、これらとの時期を考察する。ＢＬＨ－２はⅤ

層上面でくぼみがみられ、覆土から礫石器・レキが約５７０点出土した。本住居跡が古いと仮定すると、

大規模な礫集中が形成される過程で住居跡が完全に埋もれ、くぼみがみられない、さらに、住居跡が

埋没し始める時点では、礫石器・レキがさほど大量に混入しない、この二つが考えられるが、これら

は住居跡の調査結果と矛盾するので、ＢＬＨ－２（ＢＬＰ－３）は大規模な礫集中よりも新しいと判

断する。すなわち、大規模な礫集中が形成された後、これを切ってＢＬＨ－２（ＢＬＰ－３）が構築

され、本住居跡の埋没過程で、周囲の礫石器・レキが多く住居跡内に流れ込み、上位は完全に埋まら

ずにくぼみが残ったと解される。ＢＬＰ－２・ＢＴＰ－５は大規模礫集中の調査完了後、Ｔａ－ｄ１

上面で確認したので、本遺構よりも古いと判断され、Ⅴ層中の焼土ＢＬＦ－２とフレイク集中ＢＬＦ

Ｃ－２は本礫集中の一部と考える。また、本遺構の北側の縁辺に位置するＢＴＰ－３・８の覆土から、

礫・礫石器が出土しているが、出土点数は他のＴピットに比して特に多いといえず、これらＴピット
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の埋没段階では、大規模な礫集中の遺物は流れ込んでないと判断される。すなわち、Ｔピットがある

程度埋没した後、大規模な礫集中が形成されたと考えられ、ＢＴＰ－３・８が古く、大規模な礫集中

が新しいと判断される。

（末光）

６．縄文時代の遺物について
イクバンドユクチセ３遺跡出土の、たたき石を素材の形状・石材・加工・使用痕などから、大きく

２つに分けた。ここでは「たたき石�」「たたき石�」と呼称する。
以下それぞれの特徴を述べる。

たたき石�（図９５－６２・６４・６５・６９）
・素材の形状：楕円形または角のとれた長方形を呈し、厚みがある

・石 材：砂岩・凝灰岩・礫岩など

・加工・使用痕：全面にたたき痕はなく、凹状または溝状の明瞭なくぼみが細長い範囲に部分的に

みられ、このくぼみは表裏両面の概ね同じ位置にある。

たたき石�（図９５－６８・７０・７２・７３）
・素材の形状：多面体状・球状など

・石 材：緑色泥岩・片岩・花崗岩など

・加工・使用痕：小さく浅いたたき痕が全面にみられる。

さらに、たたき石�の特徴として側面に、すり面と認識できる平滑な面があるもの、顕著なものは
側面が直線的であるものなどがみられること、そして、たたき石�に比べ、たたき石�の石材は脆弱
で軟らかく、たたき石として継続的に使用されたとは考えにくいことが挙げられる。また、たたき石

�とたたき石�の出土点数をみると、たたき石�が約３００点、たたき石�が約２０点と前者が多い。
以上のことから「たたき石�」は「すり石」の機能を有するものと考える。これは、本遺跡のすり

石の出土が礫石器の総点数に比べて少ないことも矛盾しない。

くわえて、たたき石�の表裏のくぼみについては、道南地方に多い扁平打製石器や北海道式石冠に
みられる、凹状のくぼみで石器の中央よりやや上位付近をめぐる、持ち手部分の敲打加工に共通する。

このことから、表裏のくぼみは、意図的にくぼませた加工で「持ち手」と考える。

周辺の遺跡として、本建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査で、担当した平成２６・２７（２０１４・２０１５）

年度のオニキシベ３遺跡の発掘調査や一次整理作業、報告書作成に携わったオニキシベ１遺跡（北埋

調報３１８）、イクバンドユクチセ２遺跡（北埋調報３１９）、現在、二次整理作業中のオニキシベ３遺跡、

上幌内４・５遺跡の出土遺物の整理作業を通して「たたき石」の観察を行っているが、これらの遺跡

でもたたき石�とたたき石�の２種類がみられ、イクバンドユクチセ３遺跡と比較しても同様の傾向
である。厚真川上流地域の縄文時代の遺跡では、多くの礫石器が出土しているが（厚真町教育委員会・

（公財）北海道埋蔵文化財センター 発掘調査報告書など）これまでに刊行された調査報告書では、掲

載図をみるかぎりたたき石�が多い印象を見受けられ、厚真川流域の遺跡でたたき石�が共通してみ
られる可能性がある。

限られた条件の中で、十分な検討ができず、以上の可能性にとどめるが、今後、このような視点で

調査にのぞんでいきたい。

（奥山さとみ）
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表８３ Ａ地区 包含層出土土器点数表 表８４ Ｂ地区 包含層出土土器点数表
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表８５ Ａ地区 包含層出土剥片石器点数表 表８６ Ｂ地区 包含層出土剥片石器点数表
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表８７ Ａ地区 包含層出土礫石器・石製品・レキ点数表
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表８８ Ｂ地区 包含層出土礫石器・石製品・レキ点数表
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表８９ 大規模な礫集中出土動物遺存体一覧表

表９１ 放射性炭素年代測定結果一覧表
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表９０ フローテーション法回収遺物一覧表
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要約

イクバンドユクチセ３遺跡は、石狩低地帯の南東側、厚真川の上流部に位置する。山間部を流れる厚真川の右岸、
標高８３～８５ｍの高位の段丘に立地する。本書は平成２５（２０１３）年度調査の報告である。
遺跡の中央には無名の沢（調査区中央の沢と呼称）が流れ、これの左岸をＡ地区、右岸をＢ地区とした。
遺跡の時期は、縄文時代中期後半～後期前半が主体で、早期も少量確認された。また、Ａ地区では擦文文化期後半

～中世アイヌ文化期も確認された。
擦文文化期～アイヌ文化期では、建物跡・焼土・礫集中等がみつかり、擦文土器、火打石、使用痕のある礫、鉄鍋、

鍬先等の鉄製品が出土した。
縄文時代では、竪穴住居跡・土坑・Ｔピット・石組炉・フレイク集中等を調査した。特にＢ地区の調査区の南側６４２

㎡の範囲から、３万点を超える礫石器・礫が集中して出土し、大規模な礫集中と呼称した。また、フレイク集中ＢＬ
ＦＣ－１からは黒曜石製のフレイクが１６万点以上出土した。
縄文時代の遺物は、土器は中期の柏木川式、後期の余市式・タプコプ式が最も多い。剥片石器は、石鏃、石槍・ナ

イフ、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパーがあり、礫石器は、磨製石斧、たたき石、すり石、北海道式石冠、石
錘、砥石、台石・石皿等がある。
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